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一
、
追

跡

の
発

見

と

豫

備

調
査

こ
の
遺
跡
は
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
広
原
の
県
立
高
原
畜
産
高
校
の
校
地
に

あ
る
が
、
同
高
校
は
目
下
こ
の
地
に
新
校
舎
移
建
設
中
で
、
そ
の
実
習
地

に
予

定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
在

つ
た
高
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
百
径
約

一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
丘
地
を
今
年

（
昭
和
四
十
三
年
）
五
月
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
削
平
工
事
中

に
、
土
器
の
破
片
が
発
見
さ
れ
、
五
月
二
十
三
日
に
は
ほ
ぼ
完
全
形
の
上
器
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
の
人
々
の
注
目
を
ひ
き
、
高
原
畜
産
高
校
お
よ

び
町
役
場
の
人
々
が
調
査
し
た
結
果
多
数
の
土
器
片
が
得
ら
れ
た
の
で
県
歓
育

委
員
会
に
調
査
を
依
頼
し
て
き
た
。
丁
度
五
月
雨
の
時
季
で
ば
あ
つ
た
が
、
工

事
中
で
あ

つ
た
の
で
五
月
二
十
七
日
雨
を
犯
し
て
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
の
寺

原
文
化
財
係
長
と
と
も
に
同
町
に
出
張
し
町
役
場
と
畜
産
高
校

に
蒐
一集
さ
れ
て

い
た
土
器
類
を
見
て
現
地
に
向

つ
た
。

現
地
は
第

一
区

に
示
し
た
ご
と
く
、
高
原
町
の
吉
都
線
高
原
駅
の
西
北
約

一
、

七
キ
ロ
の
地
点
で
、
吉
都
線
鉄
道
と
高
原
か
ら
温
谷
を
経
て
小
林
市
に
通
ず
る

県
道

に
囲
ま
れ
た
台
地
で
あ
る
。
こ
の
台
地
上
に
あ
つ
た
前
記
の
小
丘
地
を
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
で
削
平
し
削
り
残
さ
れ
ｋ
丘
地
の
残
り
が
教
条
の
隆
起
帯
と
な

つ

て
い
た
。
写
真
生
は
そ
の
状
況
を
示
す
。
し
か
し
さ
き
に
土
器
片
が
多
く
掘
年

出
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
丘
地
の
西
側
の
館
部
で
あ
つ
た
と
い
う
。
試

み
に
削
り

残
さ
れ
た
丘
地
を
見
る
と
、
な
お
諸
所
に
点
々
と
土
器
の
破
片
が
入
つ
て
い
た

の
で
、
改
め
て
正
式
に
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
帰

つ
た
。

二
、
調

査

日

誌

六
月
十

一
日
快
晴
。
午
前
七
時

、
県
社
会
教
育
課
の
加
藤
主
事
と
と
も
に
同

氏
の
車
で
高
原
町
に
向
う
。
午
前
九
時
前

に
高
原
町
着
、
町
教
安
な
訪
れ
た
が

皆
現
地
に
行

つ
た
と
い
う
の
で
広
原
の
現
地
に
行
く
。
テ
ン
ト
を
設
け
机
、
長

椅
子
も
揃
う
。
町
教
委
の
倉
掛
主
事
と
打
合
せ
、
ま
ず
残

つ
て
い
る
丘
地
の
北

側

の
と
こ
ろ
に
長
さ
二
こ
メ
ー
ト
ル

ヽ
、
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
の
第

一
ト
レ
ン
チ
移
設

定
、
年
前
十
時
ご
ろ
寺
原
係
長
と
日
高
正
晴
委
員
が
到
着
。
丘
地
の
南
側
の
最

も
土
器
片
が
多
く
出
た
と
い
う
地
点
に
長
さ
十
七
メ
ー
ト
ル
、
巾

ニ
メ
ー
ト
ル

の
第
ニ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
、
日
高
委
員
の
担
当
と
す
る
。
こ
の
日
午
後
四
時
野

口
県
教
育
長
現
地
の
調
査
状
況
を
視
察
す
る
。
年
後
五
時
過
ざ
現
地
を
引
揚
げ

て
駅
前
の
霧
島
旅
館
に
投
宿
。
加
藤
、
日
高
、
石
川
二
人
。

六
月
十
二
日
曇
。
年
前
八
時
過
ざ
現
場
に
行
く
。
町
職
員
の
到
着
を
待

つ
て
調

査
を
始
め
た
。
午
後
は

一
時

か
ら
町
職
員
は
日
悩
の
注
射
に
行

つ
た
の
で
吾
々

だ
け
で
調
査
を
進
め
た
が
、
間
も
な
く
注
鶏
そ
終
え
た
全
職
員
で
作
業

に
追

つ

た
。
し
か
し
午
後
三
時
少
し
前
に
雨
が
降
り
出
し
た
。
暫
時
休
ん
で
再
び
作
業

を
始
め
た
が
午
後
四
時
頃
大
降
り
と
な

つ
た
の
で
己
む
な
く
引
揚
げ
た
。
宿
で

遺
物
の
水
洗
を
行
う
。

六
月
十
三
日
雨
。
作
業
は
と
て
も
で
き
な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
昨
日
の
予
定

通
り
遺
物
の
整
理
を
し
、
畜
産
高
校
お
よ
び
町
役
場
所
蔵
の
遺
物
を
調
査
す
る

こ
と
と
し
た
。
正
午
す
ざ
県
立
博
物
館
の
田
中
茂
学
芸
員
が
到
着
。
共
に
昼
食

し
養
魚
場
お
よ
び
狭
野
神
社
を
視
察
、
神
社
所
蔵
の
石
器
お
よ
び
土
器
を
見
て

帰

つ
た
。

六
月
十
四
日
雨
。
雨
け
降
る
が
午
前
八
時
過
ざ
現
場
に
行
き
、
残
り
の
丘
の
最

も
南
側

の
も
の
を
、
表
上
か
ら
千
ま
で
調
べ
る
こ
と
と
し
、
長
さ
九
メ
ー
ト
ル

（
巾

一
、
六
メ
ー
ト
ル
）

を
掘
る
。
正
午
寺
原
係
長
ら
到
着
。
年
後
は
降
雨
中
を

強
行
作
業
し
、
年
後
四
時
旅
館
に
帰
り
、
風
呂
に
入
っ
て
暖
ま

つ
た
。
日
高
委

員

、
田
中
学
芸
員
宮
崎
に
帰
る
。

六
月
十
五
日
曇
。
寺
原
係
長
、
加
藤
主
事
と
二
人
で
午
前
八
時
過
ぎ
現
場
に
行

き
、
第

一
ト
レ
ン
チ
と
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
未
調
査
の
分
を
調
べ
、
簡
単

に
現
地

の
実
測
を
な
し
、
正
午
終

つ
て
帰
宿
。
昼
食
後
、
倉
掛
主
事
の
案
内
で
水
源
地

の
古
文
書

（隈
元
民
蔵
氏
所
蔵
）
を
見
て
町
役
場

に
至
り
現
場

で
採
集
し
た
と

い
う
石

（
一
種
の
石
皿
）
を
見
た
が
、
又
雨
が
降
り
出
し
た
の
で
、
雨
中
を
宮

崎

に
帰

つ
た
。
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第 1図 遺 跡 所 在 地三
、
調

査

概

要

１
地
質
、
地
層
と
遺
物
包
合
の
状
況

こ
の
地
方
は
霧
島
山
の
麓

に
当
り
、
古
来
霧
島
山
の
噴
火
に
よ
る
噴
出
物
を

し
ば
し
ば
被

つ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
い
ま
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ

つ
て
削
り
取
ら

れ
た
残
り
の
帯
状
の
丘
地
の
断
面
を
見
れ
ば
、
こ
こ
の
土
地
を
形
成
し
て
い
る

土
壌
の
濤
成
が
よ
く
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
写
真

２
は
そ
の
状
況
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

こ
の
写
真
で
も
大
体
知
ら
れ
る
ご
と
く
、

一
番
上
に
草
の
生
え
て
い

る
表
土

（黒
色
）
が
あ
る
が
、
こ
の
表
上
の
層
の
厚
さ
は
、
場
所
に
よ
り
多
少

の
差
は
あ
る
が
、
だ
い
た
い
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。

こ
れ
を
第

一
層
と
い
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
下
に
黒
褐
色
と
い
う
か
淡
鼠
色
の

ボ

ラ
層
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
霧
島
山
の
噴
出
物
で
あ
る
。
そ
の
厚
さ
は

二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
層
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

こ
の
下
に
可
な
り
厚

い
黒
色
の
上
層
が
あ
る
が
、
そ
の
厚
さ
は
八
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
内
外
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
層
は
こ
の
地
方
で
は
最
も
重
要
な
地
層
で

あ
る
。
し
か
し

一
層
と
見
え
る
こ
の
黒
土
層
も
、
さ
ら
に
よ
く
観
察
す
る
と
、
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三

つ
の
層

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ら

一
番
上
に
黒
色
の
薄
い
層
が

あ
り
、
そ
の
下
に
す
と
し
色
の
薄
い
黒
褐
色
の
層
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に

真

つ
黒
な

（
暗
黒
色
）
層
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
層
の
厚
さ
は
、

一
番
上
の
黒
色

の
層
が
十
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
内
外
、
そ
の
下
の
黒
協
色
の
層
が
四
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
内
外
、

一
番
下
の
暗
黒
色
の
層
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
る
。

そ
れ
で
こ
の
三
層
を
第
二
、
第
四
、
第
五
層
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
こ
の
黒

い

上

の
層
の
下
に
は
赤
褐
色
の
厚
い
ロ
ー
ム
質
の
層
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
霧
島

山
の
噴
出
物
で
あ

つ
て
、
そ
の
厚
さ
は

一
メ
ー
ト
ル
内
外
、
場
所
に
よ
つ
て
は

そ
れ
以
上
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
を
第
六
層
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に

そ
の
下
に
淡
紫
色

の
粘
土
質
の
層
が
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
厚
く
、
ど
れ
ま
で

入

つ
て
い
る
か
解
ら
な
い
は
ど
で
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
ロ
ー
ム
層
が
粘
土

化
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
七
層
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
七
つ
の
地
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
土
器
を

包
含
し
て
い
る
の
は
黒
土
層
の
第
二
、
第
四
、
第
五
の
三
層
で
あ

つ
て
、
第

一
、

第
二
層
や
第
六
、
第
七
層
に
は
土
器
も
石
器
も
包
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
と
な

つ
た
。
以
下
各
地
点
の
発
掘
調
査
の
経
過
に
つ
い
て
記
そ
う
。

２

残
丘

の
層
位
的
調
査

わ
れ
わ
れ
は
、
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
こ
で
第

一
ト
レ
ン
チ
と
第
ニ
ト
レ

ン
チ
穆
設
定
し
て
土
器
や
石
器
の
包
含
状
態
を
調
査
し
、
さ
ら
に
ブ

ル
ト
ー
ザ

ー
で
削
り
残
さ
れ
て
い
た
数
個
の
残
丘
の
う
ち
、
当
時
最
も
南
側
に
あ

つ
た
も

の
を
層
位
的
に
発
掘
し
て
そ
の
遺
物
包
含
の
状
況
を
調
べ
た
そ
の
位
置
は
図
版

２
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
降
雨
中
の
作
業
で
あ

つ
た
か
ら
小
さ
い
石
器

や
土
器
片
は
、
或
い
は
若
干
見
落
し
た
も
の
が
あ

つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ

の
地
の
遺
物
存
在
の
状
況
を
知
る
に
は
最
も
良
い
方
法

で
あ
る
と
思

つ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
次
の
図
表
に
示
す
通
り
で
あ

っ
た
。

こ
の
残
丘
は
頂
上
の
高
さ
ミ

〓
一〇
メ
ー‐
ト
ル
で
、
長
さ
約
四
十
メ
ー
ト
ル
、

巾
む

一
、
六
メ
ー
ト
ル
お
外
で
あ

つ
て
、
そ
の
状
態
は
写
真
１
お
よ
び
写
真
２

に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
残
丘
の
ほ
ぼ
中
央
を
長
さ
九
メ
ー

ト
ル
、
巾

一
、
六
メ
ー
ト
ル
だ
け
上
か
ら
順
次
掘
り
崩
し
た
の
で
あ
る
。
な
お

こ
の
表
に
つ
い
て

一
二
註
解
し
た
い
の
は
第
１
層
は
厚
さ
三
〇
セ
ン
デ
メ
ー
ト

ル
、
第
２
層
は
厚
さ
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第

６
層
は
厚
さ
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
第
４
層
ば
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第
５
層
は
三
十
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
第
６
層
は

一
メ
ー
ト
ル
、
第
７
層
は
九
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

つ

た
。
尤
も
第
７
層
は
ま
だ
地
下
に
深
く
入

つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
表
の
最
後

の
％
は
、
全
体

に
対
す
る
そ
の
層
の
遺
物
の
％
で
、
遺
物
の
総
数
は
土
器
片

と

石
器
片
を
合
せ
て

一
五
八
点
で
あ

つ
た
。

こ
れ
に
よ
つ
て
見
て
も
明
ら
か
な
ご
と
く
、
こ
こ
の
地
層
の
う
ち
、
遺
物
を

包
含
し
て
い
た
の
は
第
５
、
第
４
、
第
５
の
三
層
の
み
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
こ

の
三
層
は
前
に
述
べ
た
黒
色
土
層
内
に
あ
り
、
こ
の
層
け
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の

生
活
の
跡
を
残
し
て
い
る
文
化
層
で
あ

つ
て
、
最
も
重
要
な
層
で
あ
る
が
、
こ

の
三
層
に
つ
い
て
見
れ
ば

、
も
あ
ろ
ん
場
所
に
よ
つ
て
こ
の
比
率
は
異
な
る
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
第
４
層
が
最
も
多
く
遺
物
を
包
含
し
て
お
り
、
全
体
の
六
〇

％
を
示
し
た
。
第

５
層

（
三
十
四
％
）
が
こ
れ
に
次
ざ
第
二
層

（
六
％
）
が
最

も
少
な
か
つ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
層
の
厚
さ
に
比
較
し
て
も
当
然
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
調
査
で
知
ら
れ
た
遺
物
は
、
第
５
層
か
ら
は
黄
色
で
無
文
の
上
器

片
と
、
拓
影
０
に
示
し
た
表
面
は
禍
色
で
裏
面
は
赤
く
、
一月
部
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
に
数
条
の
突
帯
文
を
有
す
る
土
器
片
と
が
見
出
だ
さ
れ
た
。
破
片
が
小
さ

い
の
で
、
こ
の
程
度

の
発
掘
で
決
定
的
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

右
の
黄
色
で
無
文
の
上
器
は
休
生
式
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
突
帯
文
土

器
片
で
あ

つ
て
、
拓
影
ω
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
表
面
は
薄

い
刷
毛
目
の
調
整

が
施
こ
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
け
赤
く
て
無
文
で
あ
る
。
こ
の
種
の
上
器
は
県
下

の
弥
生
式
上
器
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
た
弥
生
式
と
見
て
よ
い
も
の
と
思
う
。

例
え
ば
宮
崎
市

の
阿
波
岐
原
町
な
ど
の
弥
生
式
土
器
に
も
、
こ
の
種
の
突
帯
文

土
器
が
あ
り
、
こ
れ
は
秀
生
の
前
期
末
か
、
中
期
初
頭
に
当
る
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
従

つ
て
こ
の
土
器
も
同
時
代
の
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
石

器
も
破
片
で
、
む
し
ろ
原
測
で
あ
る
が
、
黒
曜
石
と
チ
ヤ
ー
ト

（魅
石
）
で
あ

つ
た
。
第

四
層
の
遺
物

は
、
土
器
は
第
二
層
と
同
じ
よ
う

な
黄
色
無
文

の
破
片
と

、

拓

影
②
に
示
し
た
黄
色
で
数
条

の
突
帯

を
有

す
る
も

の
、
拓
影
①

に
示

し
た

-5-



多 ヤ 藩 ７

ァ ツ タと

　　（

図
版
2高
原
町
広
原
遺
跡
附
近
地
勢

(高
原
都
市
計
画
に
よ
る
)

イ ー ミ 胡 グ

チ ケ

＞ 「 斗 ― ‐ 彿 舛 群



設土  色
土 器 石 器

%
数 形 式 救 石 買

I 黒

(表土 )

0 サ シ ナ   シ

ll

黒 裾

(ボ ラ )
0. ナ シ 0 ナ    シ

Ш 黒 8 林生式〔突帯文 (拓 1) 2 黒曜石片、チヤー ト片

Ⅳ 黒  裾

突帯文 (拓 2)、 貝殻文 (拓 6)(拓 4

条痕文 (拓 5)、 黄色土器、高不脚部

黄色繊維痕、日唇部刻文 (拓 6)
黒曜石片、チヤート片、

粘板岩、砂岩

V 暗   栞

二条平行沈線文 (拓 7)、 条痕文 (拓 8

10)

凹線文 (拓 ワ )貝 殻文 (拓 11)

I,形連続文 (拓 12)

4 黒曜石、テヤート

頁岩、砂岩

Ⅵ

赤 橋

`ロ

ーム )

0 0

Ⅶ
淡  紫
耀上冒

0 ナ ナ   シ

高 原 町 広 原 残 丘 遺 物 包 含 状 況

6091t

25c7Jl

8CTJl

6 2cTP



見
事
な
貝
殻
施
文
土
器
、
拓
影
０
に
示
し
た
よ
う
な
条
痕
文
の
上
器
片
、
ま
た

回
雰
部
に
刻
目
を

つ
け
た
も
の

（拓
影
⑪
）
さ
ら
に
高
界
の
脚
部
ら
し
い
も
の

な
ど
で
あ

つ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
責
色
無
文
の
も
の
や
突
帯
文

（
こ
れ
は
突
帯

に
刻
目
が
あ
る
）
な
ど
は
や
は
り
休
生
式
と
見
る
べ
き
で
、
拓
影
⑤
に
示
し
た

条
痕
文
は
、
稲
の
葉
を
当
て
た
よ
う
な
繊
維
の
痕
を
示
し
て
お
り
、
県
下
の
外

生
式
上
器
に
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
も
芳
生
式
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
高
不
の
脚
部
ら
し
い
も
の
は
、
赤
褐
色
で
厚
く
、
横
に

不
規
則
な
条
痕
を
も

つ
て
お
り
、
こ
れ
も
弥
生
式
と
思
わ
れ
る
。
拓
影
①
に
示

し
た
も
の
ば
「
く
字

」
口
縁
の
深
鉢
ら
し
い
土
器
の
破
庁
で
ヽ
表
面
は
幅
色
、

裏
面
は
赤

い
が
、
裏
面

に
は
貝
殻
の
背
面
で
調
整

し
た
上
に
、
腹
縁
に
よ
る
見

事
な
圧
痕
文
を
斜
め
に
平
行
さ
せ
、
く
の
字
に
折
れ
た
千
側

に
も
斜
め
に
圧
痕

を
施

色
し
て
い
る
。
ま
た
裏
面
に
も

（拓
影
ω
）
貝

（
ハ
イ
ガ
イ
類
）

の
背
面

に
よ
る
調
整
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
串
間
市
千
弓
田
そ
の
他
で
見
ら

れ
る
貝
殻
文
土
器
の
代
表
的
な
も
の
で
、
縄
文
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
拓
影
⑪
に
示
し
た
も
の
は
回
縁
部
の
小
破
片
で
あ
る
が
、
日
唇
部
に
刻
目
を

つ
け
て
い
る
も
の
で
、
縄
文
土
器
で
あ
る
。
石
器
は
、
や
は
り
破
片
で
、
黒
曜

石
片
、
チ
ヤ
ー
ト
片
、
粘
板
岩

、
砂
岩
の
破
片
で
あ
つ
た
。
な
お
第
二
層
に
あ

つ
た
黒
曜
石
片
は
黒
色
で
あ

つ
た
が
、
こ
こ
の
は
や
や
灰
色
を
含
む
も
の
で
あ

つ
た
。
第
五
層
の
遺
物
は
、
土
器
片
は
拓
影
０
よ
り
⑫
に
示
す
も
の
の
ほ
か
、
黄
色
、

楊
色
の
無
文
の
破
片
も
あ
る
が
、
拓
影
⑭
は
責
色
の
上
器
片
で
、
壷
か
甕
で
腹

部
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
箆
描
き
の
二
条
の
平
行
沈
線
が
描

か
れ
て
い
る
。
後

に
触
れ
る
高
原
畜
産
高
校
で
発
掘
し
た
完
全
形
の
弥
生
式
土
器
の
肩
部

に
二
条

の
箆
描
き
の
沈
線
が
あ
る
の
移
思
い
出
す
が
、
こ
の
破
片
も
弥
生
式
で
あ
る
。

ま
た
拓
影
③
と
同
⑩
に
示
し
ｋ
破
片
も
、
イ
ネ
科
の
植
物
の
葉
の
繊
維
痕
を
有

す
る
も
の
で
、
や
は
り
弥
生
式
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
拓
影
④
に
示
し
た
破

片
は
、
破
片
が
小
さ
い
の
で
は
つ
き
り
し
な
い
が
、
同
じ
遺
跡
か
ら
前

に
見
い

だ
さ
れ
て
い
る
も
の
と
比
較
し
て
見
る
に
、
こ
れ
ば
や
や
太
い
凹
線

に
刺
突
文

を
混
え
る
阿
高
式
土
器
系
統
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。
阿
高
式
土
器
は
九
州
中
期

に
比
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
拓
影
０
に
示
し
た
破
片

は
外
が
黒
く
裏
は
禍
色
で
あ
る
が
、
外
側

に
け
媒
が
硬
く
附
着
し
て
い
て
、
そ

の
た
め
に
拓
影
が
能
く
採
れ
な
い
は
ど
で
あ
り
、
こ
の
上
器
が
深
鉢
形
の
煮
沸

器

で
あ

つ
た
Ｌ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
胎
土

に
は
金
雲
母
を
含
ん
で
い
て
、

前

に
こ
の
地
で
責
金
を
含
む
土
器
と
い
っ
て
騒
が
れ
た
も
の
ば
、
こ
の
種
の
土

器
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
も
貝
殻
文
を
有
す
る
縄
文
土
器
で
あ
る
。

さ
ら
に
拓
影
１２
に
示
し
た
も
の
は
破
片
が
小
さ
く
て
明
瞭
を
欠
い
で
い
る
が
、

こ
こ
の
遺
跡

か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
他
の
破
片
と
照
合
す
る
と
、
頻
る
変

つ
ｋ

文
様
で
、
視
色
の
土
器
の
表
面

に
、
細
い
線
で
横
、
縦
、
横
と
Ｌ
の
字
を
連
続

さ
せ
た
よ
う
な
文
様
を
描
い
た
も
の
で
、
角
に
追
る
と
こ
ろ
は
小
さ
い
円
形
と

な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
様
は
、
県
下
ば
も
ぁ
ろ
ん
、
県
外
で
も
未
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
色
れ
移
ＩＪ
字
連
続
文
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
が
縄
文
期
の
土
器
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
石
器
は
黒
曜

石

（黒
色
）

チ
ヤ
ー
ト
、
買
岩

、
砂
岩
な
ど
の
破
片
で
あ

つ
た
。

こ
の
場
所
は
極
め
て
狭
い
所
で
あ

つ
た
の
で
、
こ
れ
を
も

つ
て
Ｌ
の
遺
跡
の

基
準
と
は
な
し
難
い
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
こ
こ
の
澄
跡
の

一
応
の
目
安
は
立
て

る
Ｌ
と
が
で
き
た
の
で
あ

つ
た
。

３

第

一
ト
レ
ン
チ
の
調
査

第

一
ト
レ
ン
チ
は
、
こ
こ
の
丘
地
の
ま
だ
削
り
取
ら
れ
て
い
な
い
北
部
の
、

北

に
傾
斜
し
た
と

こ
ろ
に
、
北
部
の
先
端
を
丘
地
の
裾
に
置
い
て
、
は
ば
南
北

に
長
さ
二
十
二
メ
ー
ト
ル
、
巾

ニ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
設
定
し
た
。
丘
れ
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
ま
だ
荒
さ
れ
て
い
な
い
土
地
の
状
況
を
調
べ
た
い
と
思

つ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
図
版
６
に
示
す

ご
と
く
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
の
北
方
四

十

五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
こ
の
ト
レ
ン
チ
を
ニ
メ

ー
ト
ル
き
ざ
み
に
し
て
十

一
区
に
分
け
た
。
写
真
Ь
が
こ
れ
で
あ
る
。

（
写
真

４
は
第
ニ
ト
レ
ン
テ
）
し
か
し
天
侯
の
関
係
と
、
千
方

（
北
方
）

に
行
く
に
従

つ
て
地
層
が
千
向
き

に
傾
斜
し
て
い
た
の
で
、
遺
物
の
包
含
層
は
次
第

に
深
く

な

つ
て
い
た
か
ら
、
第
六
区
以
下
は
表
土
と
ボ
ラ
層
を
除
く
の
に
非
常
な
労
力

を
要
し
た
の
で
到
医

こ
の
人
数
で
け
掘
る
こ
と
け
で
き
な
か
つ
た
た
め
、
第
六

区
は
少
し
掘

つ
た
程
度
で
中
止
し
、
そ
の
上
の
五
区
間
を
主
と
し
て
調
査
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
れ
で
も
延
長
十
メ
ー
ト
ル
、
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
で
あ

つ
た
。
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第

一
区
は
丘
地
の
周
縁
か
ら

一
一
十

二

メ
ー

ト

ル
を

二

十

メ

ー

ト

ル

の

上
方

に
位
置
し
て
い
た
が
、
こ
こ
の
第
四
層
で
外
生
式
土
器
の
破
片
と
木
炭
粉

と
を
多
く
発
見
し
た
。
そ
れ
で
こ
こ
に
住
居
址
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

つ

た
が
、
地
層
が
黒
土
な
の
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
弥
生
式
上
器

は
黄
色
ィの
張
付
口
縁
移
も
づ
重
形
と
思
わ
れ
る
破
片
で
あ
る
が
、
第
五
層
で
は

一月
部

に
三
条
の
突
帯
を
め
ぐ
ら
す
、
部
厚

い
褐
色
の
壼
形
ら
し
い
土
器
の
破
片

を
発
見
し
た
。
写
真
５
は
そ
の
出
土
状
態
で
あ
る
。
ま
た
拓
影
Ａ
は
こ
の
土
器

で
あ
る
。
ま
た
同
じ
第
五
層
か
ら
拓
影
Ｂ
、
同
Ｃ
に
示
す
よ
う
な
縄
文
土
器
の

破
片
を
採
集
し
た
。
拓
影
Ｂ
ば
太
い
凹
線
文
と
刺
突
文
よ
り
成
る
も
の
で
、
阿

高
式

に
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
が
、
日
縁
が
く
字
を
な
し
て
い
る
点
が
阿
高

式
と
異
な
り
、
後
期
土
器
の
形
式
を
示
し
て
い
る
。
胎
上
に
金
雲
母
を
含
む
土

器
で
あ
る
。
拓
影
Ｃ
は
同
じ
く
凹
線
文
で
渦
状
文
と
平
行
沈
線
よ
り
成
る
珍
ら

し
い
文
様
で
、
平
行
沈
線
ば
そ
の
光
端
が
円
い
穴
と
な
つ
て
い
る
点
で
さ
き
に

記
し
た
Ｌ
字
連
続
文
と
、
線
の
大
小
は
あ
る
が
、
同
じ
手
法
を
示
し
て
い
る
。

表
面
責
色
の
土
器
で
、
あ
ま
り
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
石
器
は
第
五
層

か
ら
チ
ヤ
ー
ト
製

の
石
鏃
破
片
や
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
破
片
が
出
上
し
た
。

第
二
区
は
第

一
区
に
続
く
ニ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
部
分
で
、
こ
こ
も
第
二
層
に

弥
生
式
上
器
片
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
、
第

一
区
と
と
も
に
住
居
址
が
あ
る
も
の

と
思
い
発
掘
を
後
に
残
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
日
に

一
区
と
と
も
に
、
さ
ら
に

第
四
層
を
掘
る
と
、
写
真

７
の
左
上
に
見
え
る
方
生
式
の
大
き
な
密
形
土
器
の

口
縁
部
破
片
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
口
縁
が
外
側
に
直
角
以
上
に
円
く
反

つ
た
禍
色
の
土
器
至
肩
部

に
高
い
突
帯
文
を
数
条
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
刷
毛
目
文
、
そ
れ
に
口
縁
が
広
く
外
反
し
て
い
わ
ゆ
る
朝
顔
形
と
な
り
首
部

に
突
帯
を
め
ぐ
ら
す
破
片
、
底
が
細
く
な

つ
た
弥
生
中
期
の
底
部
破
片
、
ま
た

拓
影
Ｄ
に
見
え
る
鋸
歯
突
帯
を
め
ぐ
ら
す
土
器
破
片
、
そ
れ

に
自
然
石
を
打
ち
久
い

だ
鋭
利
な
石
庖
丁
形
石
器
二
個
を
発
掘
し
た
。
ま
た
第
五
層
に
は

一
区
に
近
い

と
こ
ろ
に
炉
跡
と
思
わ
れ
る
所
が
あ
り
、
赤
く
上
が
焼
け
木
炭
粉
も
あ

つ
た
が
、

そ
の
す
ぐ
傍
ら
に
拓
影
□
に
示
し
た
土
器
片
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
深
鉢
形
と
思

わ
れ
る
土
器
の
口
縁
部
で
、
日
縁
ば
く
の
字
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
乱
れ

棲
様
と
で
も
い
う
よ
う
に
貝
殻
腹
縁
の
圧
痕
を
縦
横
に
走
ら
せ
て
い
る
。
そ
れ

と
拓
影
下
に
示
し
た
縁
帯
に
連
点
文
を
持

つ
縄
文
土
器
の
破
片
お
よ
び
拓
影
Ｇ

に
示
し
た
横
平
行
線
文
を
施
こ
さ
れ
た
土
器
の
破
片
が
あ
つ
た
。
し
か
も
こ
れ

と
同
じ
層
位
に
体
生
式
中
期

の
外

に
折
れ
た
口
縁
の
先
端

に
濤
を
め
ぐ
ら
し
て

い
る
壷
形
土
器
の
破
片
が
あ

つ
た
。
写
真
６
は
そ
の
主
器
の
出
土
状
況
を
示
し
、

写
真

７
の
下
段
の
上
器
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
黒
曜
石
片
や
チ
ャ
ー

ト
片

、
そ
の
他

の
石
器
移
見
出
し
た
。

第
二
区
は
第
二
区
の
下
に
続
く
ニ
メ
ー
ト
ル
平
方
の
部
分
で
、
こ
こ
で
も
第

二
層
か
ら
は
黄
色
の
肩
部
に
鋸
歯
突
帯
を
も

つ
拓
影
Ｈ
に
示
し
た
土
器
片
を
ば

じ
め
林
生
式
土
器
片
を
多
く
採
集
し
た
。
第
四
層
か
ら
は
回
縁
が
直
角
に
外
反

し
た
写
真
７
の
下
段
に
あ
る
休
生
式
土
器
片
、
そ
の
上
に
あ
る
口
縁
が
百
角
以

上

に
外

に
曲

つ
た
口
縁
を
持

つ
土
器
片
、
こ
れ
は
写
真
７
の
左
上
に
見
え
る
第

二
区
の
上
器
と
似
て
い
る
。
や
は
り
林
生
式
で
あ
る
。
ま
た
回
縁
が
直
角
に
外

反
し
、
そ
の
先
端
に
円
孔
を
周
ら
し
、
そ
の
下
の
首
部
に
突
帯
移
め
ぐ
ら
す
弥

生
式
の
壷
形
破
片
な
ど
、
そ
れ
に
混

つ
て
拓
影
Ｉ
、
同
Ｊ
な
ど
の
よ
う
な
貝
殻

文

の
縄
文
土
器
片
も
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
第
五
層
か
ら
は
、
拓
影
Ｋ
、
Ｉュ
、
Ｍ

に
示
し
た
よ
う
な
縄
文
土
器
片
や
底
の

一
部
で
、
表
面
は
禍
色
を
呈
し
貝
殻
に

よ
る
縦
の
調
整
が
施

こ
さ
れ
て
い
る
百
ま
の
底
部
な
ど
が
見
出
さ
れ
た
。
拓
影

Ｋ
は
首
都
突
帯
に
貝
殻
文
の
あ
る
土
器
で
、
拓
影
Ｉ
、
同
Ｊ
と
と
も
に
串
間
市

下
弓
田
で
見
た
縄
文
後
期
土
器
と
同
様
の
も

の

で
、　
拓
影
Ｌ
は
爪
形
文
ま
た

は
連
点
文
土
器

で
縄
文
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
拓
影
Ｍ
は
太
い
タ
ツ
チ
の

回
線
文
で
あ
る
が
、
甚
だ
浅
く
、
串
間
市
下
弓
田
の
縄
文
後
期
の
土
器
に
こ
れ

に
似
た
文
様
の
も
の
が
あ
る
。
従

つ
て
や
は
り
同
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

石
器
は
石
匙
の
折
れ
と
見
ら
れ
る
チ
ヤ
ー
ト
、
黒
曜
石
片
は
黒
と
灰
色
の
二
種
、

そ
れ
に
頁
岩
の
自
然
石
を
石
庖
丁

か
石
斧
様
に
割

つ
事
ｏ
の
な
ど
が
見
出

さ
れ
た
。

第
四
区
は
三
区
の
下
に
続
く
ニ
メ
ー
ト
ル
平
方

の
地
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

第
二
層
で
拓
影
Ｎ
に
示
し
た
縁
帯

に
斜
め
に
貝
殻
圧
痕
文
を
施
こ
し
た
も
の
や
、

黄
色
の
弥
生
式
上
器
破
片
な
ど
を
採
集
し
た
。
こ
の
縁
帯
文
は
鹿
児
島
県

の
市

来
弐

と
呼
ば
れ
る
縄
文
後
期
の
土
器
と
同
じ
で
あ
る
。
第
四
層
か
ら
は
弥
生
式

の
大
形
の
霊
と
思
わ
れ
る
も
の
の
破
片
、
熔
岩
を
用
い
て
作

つ
だ
石
鏃

の
破
片

な
ど
を
見
い
だ
し
た
。
第
五
層
か
ら
ば
薄
く
て
硬
い
焼
き
の
西
平
式

（
縄
文
後

期
）
土
器

の
破
片
を
発
見
し
た
。

第
五
区
は
四
区
の
下
に
続
く
ニ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
地
で
、
こ
こ
で
も
第
二
層
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か
ら
は
休
生
式
の
突
帯
を
有
す
る
土
器
片
等
を
発
掘
し
、
第
四
層
か
ら
拓
影
Ｑ

に
示
し
た
や
や
太
い
横
凹
線
二
条

の
下
に
貝
殻
圧
痕
文
を
施
こ
し
た
土
器
や
黒

曜
石
片
、
駐
岩

稜
打
ち
欠

い
だ
石
匙
様
の
も
の
な
ど
を
発
見
し
た
が
、
拓
影
Ｑ

は
串
間
市
下
弓
田
な
ど
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
と
同
じ
で
、
縄
文
後
期
の
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
第
五
層
か
ら
は
拓
影
０
お
よ
び
Ｐ
に
示
し
た
よ
う
な
縄
文
土
器

の
破
片
な
ど
を
発
見
し
た
が
、
第
五
区
は
前
四
区

に
比
し
て
遺
物
は
極
め
て
少

な
か
つ
た
。
こ
の
拓
影
Ｐ
の
上
器
は
、
表
面

は
黒
褐
色
で
裏
面
は
赤
く
、
箆
描

き
ら
し
い
二
条

の
沈
線

の
下
に
張
り
付
け
の
突
帯
を

つ
く
り
、
こ
の
突
帯
の
上

に
爪
形
の
細
線
を
強
べ
て
い
る
も
の
で
、
日
縁
け
山
形
を
な
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
も
縄
文
後
期
の
も
の
で
、
拓
影
Ｏ
ば
破
片
が
小
さ
く
て
明
瞭
で
な

い
が
、
綾
Ｂ
式
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
六
区
は
五
区
の
下
に
続
く
ニ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
地
で
あ
る
が
、
天
候
と
日

程
の
関
係
で
第
二
層
を
掘

つ
た
だ
け
で
、
弥
生
式
上
器
破
片
や
粘
板
岩
製

の
石

器
破
片
を
得
た
だ
け
で
あ

つ
た
。

以
上
が
第

一
ト
レ
ン
チ
を
発
掘
し
た
結
果
の
大
様
で
あ
る
が
、
以
上

に
見
て

き
た
ご
と
く
、
第

一
ト
レ
ン
チ
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
は
、
縄
文
土
器
け
は
と
ん

ど
後
期
の
上
器
で
あ
り
、
弥
生
式
上
器
は
ほ
と
ん
ど
中
期
の
土
器
で
、
若
干
後

期

の
も
の
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
し
て
層
位
的

に
見
れ
ば

、
秀

生
式
は
主
と
し
て
第
二
層
に
多
く
、
第
四
、
五
層
に
も
あ

つ
た
。
縄
文
土
器
け

主
と
し
て
第
四
、
五
層

に
多
く
、
第
二
層
に
も
あ

つ
た
が
、
こ
れ
は
元
来
、
縄

文
土
器
は
第
四
層
、
第
五
層
に
あ
り
、
外
生
式
上
器
は
第
三
層
に
あ

つ
た
の
で

あ
る
が
、
弥
生
期
に
竪
穴
住
居
を
営
ん
だ
際
、
第
四
、
五
層
に
掘
り
込
ん
だ
も

の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
け
な
か
ろ
う

か
と
思
う
の
で
あ
る
。
発
掘
場
所
が
狭

い
の
で
、
確
言
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
諸
所
に
炉
跡
と
見
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
考
察
を
支
え
る
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

（附
吾
同
原
町
役
場
お
よ
び
畜
獲
高
校

採
集
の
遺
物
に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
が
直
接
発
掘
し
た
遺
物

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
ｋ
ご
と
く
、

天
候
の
関
係
で
、
発
掘
し
た
遺
物
の
数
量
は
あ
ま
り
多
く
Ё
な
か
つ
た
が
、
わ

れ
わ
れ
の
調
査
以
前
に
、
高
原
町
役
場
や
同
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
県
立
高
原

畜
産
高
校

で
採
集
ど
れ
た
遺
物
が
相
当
の
多
量
に
及
ん
で
い
た
。
そ
れ
で
そ
れ

ら
の
遺
物

に
つ
い
て
二
、
三
所
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

遺
物
は
大
部
分
が
土
器
で
、
石
器
も
若
千
含
ま
れ
て
い
た
。
土
器
は
休
生
式

と
縄
文
式
に
大
別
さ
れ
、
弥
生
式
は
日
縁
が
首
部
に
直
角
に
外
反
し
、
首
部

や

肩
部
に
突
帯
ま
た
は
鋸
歯
突
帯
杉
め
ぐ
ら
す
も
の
が
多
く
、
底
部
ば
細
ま
り
腹

部
の
張

つ
た
深
鉢
形
、
壺
形
や
奏
形
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
宮
崎
市

阿
波
岐
原
町
な
ど
に
多
い
中
期
土
器
の
特
長
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
弥
生
式
上

器

で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
写
真
８
に
示
し
た
殆
ん
ど
完
全
な
重
形
土
器
で
、

こ
の
上
器
は
高
さ
十
二
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
、
国
の
百
径
七
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
腹
部
の
径
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
部
は
直
径
四
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

一局
さ

一
セ
ン
テ
メ
ー
ト
ル
の
平
底
で
、
美
し
い
形
を
呈
し
、
一肩
部
に
細
い
二
条

の
沈
線
が
周
ら
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
上
器
は
形
が
外
生
初
期
の
板

付
式
上
器
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
板
付
式
上
器
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
細

か
く
点
検
す
れ
ば

、
全
体
的

に
重
心
が
板
付
式
よ
り
や
や
高
く
、
底
部
が
高
い

こ
と
が

一
層
重
心
を
高
く
し
て
い
る
。
ま
た
肩
部
の
二
条
の
細
線
で
あ
る
が
、

宮
崎
市
江
田
原
の
板
付
式
は
、
こ
れ
が
二
条
の
突
帯
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
点

を
比
較
す
れ
ば
、
初
期
の
も
の
よ
り
可
な
り
形
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。
だ
か
ら
鋸
歯
突
帯
文
を
め
ぐ
ら
す
深
鉢
形
土
器
と
と
も
に
、
や
は
り
中

期
初
頭
の
も
の
と
な
す
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

縄
文
土
器
は
甚
だ
種
類
が
多
く
、
形
体
、
文
様
と
も
に
面
白

い
も
の
が
多
い

が

、
最
も
多

い
の
は
山
形
口
縁
の
下
弓
田
式
ま
た
は
市
来
式

に
属
す
る
貝
殻
文

土
器
で
、
拓
影
Ｉ
に
示
し
た
も
の
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
拓
影
と
は
御
手

洗
式

で
縄
文

に
凹
線
文
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
拓
影
皿
は
阿
高
式
で
、
こ
れ



は
縄
文
中
期
の
上
器
で
あ
る
が
、
他
は
ほ
と
ん
ど
み
な
後
期
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
上
器
の
中
で
特

に
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
拓
影
Ⅳ
、
同

ｖ
に
示
し
た

貝
殻
圧
痕
文
と
沈
線
文
を
交
錯
さ
せ
た
文
様

の
土
器
で
、
こ
れ
は
深
鉢
ま
た
は

審
形
と
思
わ
れ
、
内
部
も
外
部
も
赤
禍
色
で
内
面

は
貝
の
背
面
で
調
整
さ
れ
て

い
る
。
全
体
の
器
形
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
地
方
独
特
の
文
様

で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
将
来

こ
れ
が
追
究
移
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
拓
影

Ⅵ
に
示
し
た
も
の
は
、
前
に
述
べ
た
Ｉザ
字
連
続
文
で
、
鹿
児
島
県
の
指
宿
、
春

日
町
に
似
た
細
線
上
器
が
あ
る
が
、
や
や
趣
き
が
異
う
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る

に
縄
文
土
器
は
大
部
分
が
後
期
の
も
の
で
、
中
期
の
も
の
を
若
千
混
じ
て
い
る

程
度
で
あ
る
。

石
器
は
ゎ
れ
わ
れ
が
発
掘
し
た
も
の
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
町
役
場
に
保

管
し
て
い
た
大
き
な
石
は
、
表
面
を
平
滑

に
磨

い
た
よ
う
に
し
て
い
る
点

か
ら

見
て
、

一
種
の
石
皿
で
本
の
実
や
澱
粉
を
漬
し
た
り
す
る
台
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
以
上
の
調
査
の
結
果
を
綜
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
こ
こ
高
原
町
広
原
地

方
は
、
霧
島
山
の
山
麓
に
当
る
た
め
霧
島
火
山
の
噴
火
に
よ
つ
て
そ
の
被
害
を

受
け
た
こ
と
ば
、
古
来
し
ば
し
ば
で
あ

つ
た
。
こ
こ
の
地
層
の
大
部
分
が
火
山

の
噴
出
物
の
堆
積

に
よ
つ
て
成

つ
て
い
る
こ
と
で
も
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
第
六
層
と
第
七
層
と
ば
何
れ
も
火
山
の
噴
出
物

（主
と
し
て
火
山
灰
）

よ
り
成
る
も
の
で
、
そ
の
堆
積
の
厚
さ
に
よ

つ
て
、
こ
の
火
山
の
噴

火
が
い
か

に
激
し
か
つ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
代
に
は
人
類
は

こ
こ
に
住
む
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
人
類
が
始
め
て
こ
こ
に
住
み

つ
い
た
の

は
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
で
あ

つ
ｋ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
今

か
ら
六
千
年
ぐ

ら
い
前
の
こ
と
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
し
か
し
中
期
に
は
少
数
の
人
が
住
居
し
た

に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
彼
等
は
主
と
し
て
狩
猟
の
民
で
あ

つ
た
。

つ
い
で
縄
文

後
期
に
な
る
と
、
獲
物
が
多
ぐ
な
り
、
住
民
の
数
は
相
当

に
多
く
な

つ
た
。
だ

が
こ
の
間

に
も
、
霧
島
の
噴
大
Ё
し
ば
し
ば
あ
り
、
盛
ん
な
噴
火
の
間
ば
も
ち

ろ
ん
住
居
は
で
き
な
か
つ
た
。
そ
し
て
休
生
期
の
中
期
か
ら
後
期
近
く
ま
で
住

居
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
表
土
下
の
ボ
ラ
暦
が
示
す
大
噴
火
に
よ

つ
て
、
ま
た

人
跡
を
絶

つ
に
至
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



写真 1 削 り取 られて残 った丘地

写真2 削り残された丘地の地層



写真3 第  1ヽ ト レ ン チ

写真4 第 2 ト レ ン チ



写真 5 第 1ト レンチ第 1区土器出土状況

写真7 第 1ト レンチ出土の弥生式土器

写真6 第1ト レンチ第2区土器出土状況

写真8 高原畜盛自険:制己の弥鞘
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第 1ト レンチ 1区の主な土器拓影
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第 1ト レンチ 2区の主な土器拓影
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第 1ト レンチ

(H)

3区の主な土器拓影(1)

(J)

(K)



第 1ト レンチ 3区 土器拓影(2)の主な

(L)

(M)



第 1ト レンチ 4区 .5区の主な土器拓影
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高原町役場および畜,産高校採集土器拓影

(I)
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二
、
佐
土
原
町
総
合
農
試
裏
横
穴
古
墳
調
査
報
告

」



第 1図 遺 跡 所 在



― ¬

佐
土
原
町
県
総
合
農
試
裏
横
穴

古
墳
調
査
報
告

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
所
在

と

発

見

の
動

機

宮
崎
郡
佐
土
原
町
大
字
下
那
珂
字
城
ケ
峯
の
県
立
総
合
農
業
試
験
場
裏
山
の
丘

地
を
整
理
中

、
昭
和
四
十
二
年
十
月
横
穴
が
三
基
発
見
さ
れ
た
と
連
絡
が
あ

つ

た
の
で
十
月
十
六
日
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
の
加
藤
主
事
と
現
場
に
行

つ
た
。

こ
こ
は
同
試
験
場
本
館
の
す
ぐ
西
側
の
丘
地
で
、
こ
の
丘
上

に
け
盛
土
墳
も
あ

り
、
嘗
て
弥
生
期
の
貝
塚
や
住
居
址
を
調
査
し
た
の
で
あ

つ
た
。
横
穴
が
見
つ

か
つ
た
の
は
そ
の
館
で
、
こ
こ
の
東
向
き
斜
面
を
掘

つ
た
際
、
外
生
式
土
器
の

伺
含
層
が
あ

つ
た
が
、
古
墳
が
あ
っ
た
の
ば
、
同
じ
場
所
の
南
向
斜
面
で
あ

つ

た
。
そ
の
位
置
は
第
１
図
に
示
し
た
ご
と
く
、
宮
崎
市
と
佐
土
原
町
と
の
境
界

に
近
い
と
こ
ろ
で
、
宮
蛤
市
の
国
鉄
住
吉
駅
と
佐
土
原
町
尾
原
部
落
の
中
間
で
、

石
崎
川
に
近
く
丘
地
が
突
出
し
て
い
る
最
も
東
端

に
近
い
場
所
で
あ
る
。
こ
の

南
向
き
の
斜
面
を
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
削

つ
た
と
こ
ろ
が
東
西
に
並
ん
だ
三
基

の

構
穴
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
、
も

つ
と
も
左

（西
）
側
の
も
の
か
ら
少
し
左
に

も
今

一
基
あ
る
よ
う
で
あ

つ
た
が
、
今
回
は
工
事
を
急
ぐ
た
め
の
緊
急
調
査
と

し
て
、
す
で
に
開
口
し
た
三
基
を
調
査
し
、
未
開
回
の

一
基
は
そ
の
ま
ま
保
存

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
状
況
は
写
真
１
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
つ
た
。
そ
こ

で
こ
の
三
基
を
東
の
方
か
ら
第

一
号
墳
、
第
二
号
墳
、
第
二
号
墳
と
名
づ
け
た
。

ま
ず
西
方
の
第
二
号
墳
か
ら
調
査
し
た
が
、
意
外
に
遺
物
が
多
く
し
て
捗
ら

な
い
で
、
さ
ら
に
県
社
会
教
育
課
の
久
保
主
事
補
の
来
援
を
求
め
て
漸
や
く
午

後
四
時
過
ざ
調
査
を
終

つ
た
。
さ
ら
に
翌
日
は
県
文
化
財
専
門
委
員
日
高
正
晴

氏
と
県
立
博
物
館
主
事
田
中
茂
氏
が
第

一
号
墳
と
第
二
号
墳
と
を
分
担
し
て
調

査
さ
れ
た
。

（
石
川
記
）

二
、
調

第 査

~‐戸~ (,I〕
)

号
結

拝 果

第

一二

号

墳

第
二
号
墳
は
三
基
の
古
墳
の
う
ち
最
も
西
側

に
あ

つ
た
も
の
で
、
ま
ず
玄
室

を
覗
い
て
み
る
と
、
写
真

２
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
壼
そ
の
他
の
遺
物
が
床
面
に

転
が
つ
て
い
た
が

、
正
事
関
係
者
の
話
に
よ

つ
て
、
こ
れ
は
他
の
二
基
の
穴
に

あ

つ
た
も
の
を
こ
と
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で

こ
の
古
墳
も
既
に
荒
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

つ
た
が
、
調
査
し
て
み
る
と
、

こ
の
古
墳
の
遺
物
は
み
な
十
種
内
外
の
粘
土
質
の
堆
土
の
中
に
埋
ま

つ
て
い
た

の
で
、
こ
の
古
墳
は
ま
だ
荒
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

Ａ
　
古
墳
の
構
造

こ
の
古
墳
は
山
丘
の
中
腹
に
あ
る
厚
い
砂
岩

の
層
に
羨
道
と
玄
室
を
設
け
て

い
る
も
の
で
、
南
を
羨
道
と
し
、
北

に
玄
室
を
置
い
て
い
る
が
、
古
墳
の
中
軸

線
は
ほ
と
ん
ど
西
南

か
ら
東
北
に
方
位
し
て
い
る
。
羨
道
僣
先
端
部
を
切
ら
れ

て
い
た
が
、
現
有

の
総
長
四
、
四
十
八
メ
ー
ト
ル
、
羨
道
は
長
さ
二
、
十
メ
ー

ト
ル
で
、
ほ
ぼ
玄
室
の
中
央
に
つ
き
、
巾
ば
玄
室
と
の
接
点
で

一
、
四
十
三
メ

ー
ト
ル
、
先
端
部

に
行
く
に
従

つ
て
狭
ま
り
、
末
端
で
け
巾
八
十
四
種
と
な

つ

て
い
た
。
一局
さ
は
だ
い
た
い

一
メ
ー
ト
ル
で
天
丼
は
ア
ー
チ
形
を
な
し
て
い
た
。

羨
道
の
床
面
は
、
玄
室
の
接
点

か
ら
外

に
行
く
に
従

つ
て
低
く
な
り
、
玄
室
と

の
接
点
と
先
端
と
の
高
さ
の
差
は
二
十
二
種
で
あ

つ
た
。
し
か
し
天
丼
が
こ
れ

に
伴
な
つ
て
低
く
な

つ
て
い
る
の
で
高
さ
ぼ
は
と
ん
ど
変
ら
な
い
。
そ
れ
に
し

て
も
羨
道
が
甚
だ
長
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

玄
室
は
第
２
図
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
長
さ
二
、
三
十
八
メ
ー
ト
ル
、
巾
は

奥

で
二
、
三
十

メ
ー
ト
ル
、
羨
道
と
の
接
点
に
近
い
東
方
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、

多
少
東

に
ゆ
が
ん
だ
形
と
な

つ
て
い
る
。
玄
室
の
床
面
に
は
敷
石
な
ど
は
な
い

が
、
奥
壁
か
ら

一
、
三
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら

一
段
低
く
な
つ
て
い
て
、

そ
の
線
か
ら
奥
が
屍
床

の
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。
玄
室
の
床
面
も
、
奥
か
ら
口

に
か
け
て
少
し
傾
斜
し
て
お
り
、
奥
壁
か
ら
四
十
五
糎
の
東
方
ま
で
床
面
は
十

八
糎
傾
斜
し
、
そ
れ
か
ら
屍
床
の
東
端
ま
で
約
八
十
糎
は
平
垣
で
、
屍
床
は
約

十
糎
高
く
な
つ
て
お
り
、
そ
の
下
か
ら
羨
道
の
接
点
ま
で
、
ま
た
傾
斜
し
て
そ

の
差
は
十

二
糎
と
な
つ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
傾
斜
は
羨
道
に
引
き
続
い
て
、
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一
般
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
妾
道
が
特
に
低
く
な
つ
て
い
る
事
実
は
な
い
。
こ

れ
は
第

２
図
縦
断
図

に
見
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
床
面
に
は
排
水
濤
な
ど
の
施

設
は
な
か
つ
た
。
天
丼
は
寄
隧
形
で
、
頂
上
部
が
剣
落
し
て
い
る
た
め
、
現
高

は
屍
床

か
ら

一
、
七
十
三
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
も
と
ば

一
、
六
十
ぐ
ら
い
で
あ

つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
物
は
第
２
図
に
示
す
ご
と
く
、
極
め
て
豊
富
で
、
鉄
器
の
破
片
も
あ
る
が

総
数
五
十
点
に
達
し
、
特
に
土
器
が
三
十

一
点
を
数
え
た
。
ま
ず

こ
れ
ら
の
上

器
類
は
玄
室
の
入
口
を
塞
ぐ
が
ご
と
く
、
お
よ
そ
六
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
た

（
写
真
５
、
４
参
照
）
が
、
羨
道
の
玄
室

に
近
い
外
側
に
二
個
の
須
恵
の
提
瓶

と
埴
器
の
靖
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
第

一
列
で
、
そ
の
周
側
に
須
恵
の
蓋

不
と
不
七
個
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
内
側
に
ま
た
須
恵
の
蓋
不
と
不
六
個
が

一
列

に
転
べ
ら
れ
、
そ
の
内
側
に
は
埴
器
の
形
／と
須
恵
の
蓋
不
三
個
が
並
び
、
さ
ら

に
そ
の
内
側

に
や
や
離
れ
て
須
恵
の
蓋
不
と
郭
と
た

が
並
び
、
そ
の
内
側
に
須

恵
の
不
と
蓋
不
六
個
が
誕
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
最
後
に
屍
床
の
す
ぐ
下
の

東
寄
り
の
と
こ
ろ
に
埴
器
の
深
姑
と
須
恵
の
高
界
が
置
か
れ
て
い
た
。

ま
た
金
属
器
で
は
、
金
環
が
須
恵
器
の
六
列
目
の
ほ
ぼ
中
央

（第
２
図
二
十

三
）
に

一
個
、
鉄
製
の
鈴
が
須
恵
器
の
四
列
目
と
五
列
目
の
間

（第
２
図
十
八
）

に

一
個
あ
り
、
そ
の
他
鉄
鏃

は
第
２
区
の
十
三
、
十
九
、
二
十
、
二
十
二
、
三

十
三
、
三
十
六
、
三
十
七
、
三
十
九
、
四
十
、
四
十

一
、
四
十
四
の
位
置
に
、

玄
室
内
の
西
か
ら
北
を
取
り
巻
く
よ
う
な
形
に
約

十

一
が

あ

り

、
　
玄
室
の

北
西
隅
に
近
く
馬
貝
の
破
片
が
あ
り

（
第
２
図
三
十
八
）
金
環
の
近
く
に
は
刀

の
破
片

（
二
十
四
）
が
あ
り
、
ま
た
須
恵
器
の
六
列
目
　
・
の
蓋
不
と
蓋
不
の
間

（
三
十
二
）
と
埴
器
の
深
鉢
の
北
方

（
四
十
三

）
に
該
行

あ
り
、
そ
の
他
鉄
片

が
そ
の
間
に
散
在
し
て
い
た
。

こ
の
遺
物

の
配
置
を
見
る
に
、
こ
の
古
墳
の
主
体
は
も
ち
ろ
ん
屍
床
の
上

に

一
体
ま
た
は
二
体
が
葬
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
土
器
の
第
六
列
と

屍
床
と
の
間
に
約
五
十
糎
の
空
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
金
環
が
あ

つ
た
こ
と

か
ら

見
て
、
こ
こ
に
も

一
体
が
追
葬
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
異

状
に
多
い
土
器
類
の
副
葬
と
、
入
口
に
水
ま
た
む
酒
を
容
れ
る
提
瓶
と
増
と
が

三
個
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
以
上
の
推
想
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ば

高
鍋
町
光
音
寺
の
横
穴
古
墳
が
、
提
瓶
ま
た
は
平
盆
を
玄
室
の
入
口
附
近

に
そ

れ
ぞ
れ

一
個
ず

つ
置
い
て
あ

つ
た
こ
と
と
対
照
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
　
遺
　
物

こ
の
古
墳

に
は
遺
骨

は
な
く
、
副
葬
品
は
金
環

一
個
を
除

い
て
は
鉄
製
品
と

土
器
と
で
あ

つ
た
。
用
途
別

に
す
れ
ば
装
身
具
と
武
器

、
馬
具

、
工
具
と
土

器

で
あ
る
。

１

装

身

具

装
身
具
は
金
環

一
個
の
み
で
あ
つ
た
。

Ａ
　
金
環
　
一
個

二
つ
に
折
れ
て
銹
化
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
経
三
糎
で
あ
る
。

２
　
武
　
　
器

武
器
は
刀
と
刀
子
お
よ
び
鉄
鋏
で
あ

つ
た
。

Ａ
　
刀
　
　
破
片

第
２
図
三
十
四
が
こ
れ
で
、
刀
柄
部
で
現
存

の
長
さ
七
糎

、
巾

一
、
八
糎
、

厚
さ
○
、
七
糎
で
あ
る
。

Ｂ
　
刀
子
　
破
片

現
存
の
長
さ
四
糎
、
巾

二
糎
で
あ
る
。

Ｃ
　
鉄
鏃
　
十
数
本

銹
着
し
て
い
る
も
の
が
あ
つ
て
確
実
な
数
を
挙
げ
難

い
が
、
第
２
図
十
三

の
も
の
は
柄
部
で
、
十
九
の
も
の
は
三
角
形
の
も
の
四
ぞ
五
本
が
銹
着
し
て

い
る
。
同
図
二
十
の
も
の
は
鉾
形
で
、
写
真
５
の
上
段
右
か
ら
二
番
目
に
ぁ

る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
三
十
二
の
も
の
は
柄
部

で
、
二
十
二
の
も
の
け
剣
身

形
で
写
真
５
の
上
段
左
か
ら
二
番
目
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
三
十
六
の
も

の
と
三
十
八
の
も
の
は
三
角
形
で
、
写
真
５
の
上
段
右
の
二
本
が
そ
れ
で
右
端

（
三
十
七
）
の
も
の
は
長
さ
十
糎
、
刃
巾
三
糎
で
あ
る
。
同
三
十
九
、
四
十
は

破
片
で
、
四
十

一
の
も

の
ば
刀
身
形
で
長
さ
十
、
五
糎

、
刃
部

の
長
さ
三
、
五

糎

、
巾

一
糎
で
あ
る
。
写
真

５
の
上
段
左
端
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
四
十
四

は
そ
の
右
側
の
も
の
で
同
じ
く
刀
身
形
で
あ
る
。
要
す
る
に
本
墳
の
鉄
鏃
は
平



根
の
も
の
と
尖
根
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
数
は
相
半
ば
し
て
い
る
よ
う
で
あ

Ｚ
つ
。

３
　
馬

　

ロ
ネ

Ａ
　
馬
具
は
第
２
図
三
十
五
と
三
十
八
に
あ

つ
た
も
の
で
、
写
真
５
の
下
段
左

に
あ
る
ご
と
く
、
三
十
八
の
も
の
は
喰
で
、
三
十
五
の
も
の
は
鐙
の

一
部
の

よ
う
で
あ
る

。

Ｂ
　
鈴
も
馬
具
の

一
部
と
見
ら
れ
る
が
、
銹
化
し
て
い
る
が
径
四
、
五
糎
、
高

さ
三
、
五
糎
で
音
を
発
す
る

ｏ
　
写
真

５
の
下
段
中
央
が
そ
れ
で
あ
る
。

４
　
エ
　
　
ロ
【

工
具
は
斃
だ
け
で
あ
っ
た
。

Ａ
脇
咎
一本

こ
れ
は
第
２
図
の
記
と
も
に
あ

つ
た
も
の
で
、
立
の
も
の
は
長
さ
九
、
二

糎
、
穂
の
長
さ
二
、
八
糎
、
穂
巾

一
、
八
糎
で
あ
る
。

４５
の
も
の
は
柄
部
で
、
現
存
の
長
さ
九
糎
で
あ
る
。

５
　
土
　
　
器

土
器
は
こ
の
古
墳
の
も

つ
と
も
特
徴
的
な
遺
物
で
埴
器
と
須
恵
器
の
別
が
あ

０́
。
●
　
埴
器
埴
器
は
須
恵
器
に
比
し
て
そ
の
数
が
少
な
く
、
第
２
図
２
に
見
え
る
靖
と
、

同
‐５
に
見
え
る
繕
一、
お
よ
び
同
４２
の
深
鉢
の
三
個
で
あ
っ
た
。

Ａ
　
靖

　
一
個

写
真
６
の
下
段
三
個
が
埴
器
で
あ
る
が

、
靖
は
そ
の
左
端
の
も
の
で
あ
る
。

底
の

一
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
完
全
で
、
高
さ
二
〇
糎
、
回
径

僣
九
、
七
と

一
〇
、
四
糎
で
、
日
縁
は
直
立
し
、
一月
か
ら
腹
部
が
膨
れ
て
お

り
、
底
け
平
底
で
あ
る
。
国
縁
の
高
さ
二
、
五
糎
、
腹
部
の
径

一
九
糎
、
底

径
け
七
糎
で
あ
る
。

Ｂ
　
深
鉢

　
一
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

写
真

６
の
中
央

の
も
の
で
、
日
縁
を

一
部
欠
損
し
て
い
る
が
大
体

の
形
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
さ

一
人
糎
、
日
径

一
四
を

一
五
糎
で
、
口
縁
は
や

や
外
反
し
、
胴
の
張
り
は
著
じ
る
し
く
な
く
、
底
部
で
し
ま

つ
て
い
る
。
底

は
や
や
高
く
、
底
径
七
、
五
ぞ
八
糎

で
底
面
に
本
葉
形
を
も

つ
木
葉
底
で
あ

ク
の
。

Ｃ
　
呼
一
　
一
個

写
真

６
の
右
端
の
も
の
で
、
日
縁
の
大
部
分
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
高
さ

一
一
糎
、
口
径
は
約

一
三
糎

（推
定
）
で
、
底
は
径
六
、
五
糎

の
張
付

で
、

器
の
縦
横
に
文
様
が
あ
る
。

０
　
須
恵
器

須
恵
器
は
埴
器
に
比
し
て
そ
の
数
が
甚
だ
多
く
そ
の
合
計
は
二
八
個
に
及

ん
で
い
る
。
そ
の
内
訳
は
提
瓶
二
個
、
諌
こ

個
、
高
不

一
個
、
蓋
不

一
四
個
、

外

一
〇
個
で
あ
る
。

Ａ
　
提
瓶
　
一一個

こ
れ
は
第

２
図
１
と
る
に
在

つ
た
も
の
で
、
１
は
写
真
６
の
上
段
左
端
に

あ
る
ご
と
く
、
口
縁
を

一
部
欠
失
し
て
い
る
。
現
高
二
二
糎
で
首
部
は
高
さ

四
、
五
糎
口
縁
が
や
や
開
い
た
形
で
、
日
径
は
約

一
〇
糎
で
あ
っ
た
ろ
う
と

推
定
さ
れ
る
が
、
首
の
付
け
根
の
径
は
五
、
五
糎
で
あ
る
。
胴
は
表
が
高
く
、

裏
は
馬
平
で
、
胴
の
高
さ

一
二
糎
、
直
径
は

一
八
糎
で
あ
る
。
両
肩
部
に
耳

が
あ
り
、
耳
は
高
さ

一
、
五
糎
、
巾

一
、
八
糎
、
厚
さ

一
、
七
糎
で
、
そ
の

形
は
下
に
曲

つ
た
亀
の
足
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
提
瓶
に
は
サ
字
形
の
窯
印

が
あ
る
。

３
の
も
の
ば
少
し
小
形
で
、
写
真
６
上
段
の
中
央
の
も
の
で
あ
る
が
、
高

さ
二
〇
糎

、
口
縁
が
長
く
、
高
さ
五
、
五
糎
、
こ
れ
も
口
唇
部
が
広
く
、
口

径
七
、
五
糎
、
そ
の
根
部
は
径
四
、

五
糎
で
あ
る
。
胴
の
径
は

一
五
糎
で
、

メ
胴
の
高
さ

一
一
糎
で
あ
る
。
こ
れ
も
両
肩
部
に
径

一
、
五
糎
内
外
、
高
さ
〇
、

七
糎
の
ボ
タ
ン
状
の
耳
が

つ
い
て
い
る
。

Ｂ

悲
　
一
個

こ
れ
ば
第
２
隠
６‐
に
あ

つ
た
も
の
で
、
写
真
６
上
段
右
端
の
も
の
で
あ
る
。

日
縁
を

一
部
を
残
し
て
欠
失
し
て
い
る
。
高
さ

一
八
、
五
糎
、
回
縁
が
皿
状



に
拡
が

つ
て
お
り
、
首
部
の
高
さ
は

一
二
、
五
糎
、
首
部
の
付
根
は
径
三
、

五
糎
で
あ
る
。
胴
は
径

一
〇
糎
で
あ
る
。
底
に
孤
の
中
心
部
に
直
線
を
立
て

た
よ
う
な
形
の
窯
印
が
あ
る
。

Ｃ
　
高
外
　

一
個

こ
れ
は
第
２
図
呼
の
と
こ
ろ
に
あ

つ
た
も
の
で
、
写
真
８
の
上
段
右
端
に

あ
る
も
の
で
あ
る
。
総
高

一
六
、
五
糎
、
不
部
の
径

一
一
、
五
糎
、
同
高
さ

四
糎
で
二
段
と
な
つ
て
お
り
、
中
央

の
平
行
線
の
下
半
分
に
貝
殻
腹
唇
文
を

斜
め
に
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
脚
部
は
外
部
の
底
か
ら
下
底
ま
で
ラ
ツ
パ
状

に

拡
が
り
、
不
部
の
接
点
の
径
四
、
五
糎
、
底
径
は

一
一
、
三
糎
で
、
脚
は
不

の
下
四
糎
と
そ
の
下
七
糎
の
二
区
に
三
個
ず

つ
の
円
冊
形
の
透
し
を
設
け
て

い
る
。

Ｄ
　
蓋
不

　

一
四
個

こ
れ
は
写
真
７
お
よ
び
写
真
８
の
千
段
に
示
し
た
も
の
で
、
写
真

７
は
上

段
右

か
ら
５
号
、
６
号
、
７
号
、
８
号

、
中
段
右

か
ら
ワ
号
、
１１
号
、
‐７
号

２６
号
、
下
段
右
か
ら
２７
号
、
２８
号
、
測
号
で
あ
り
、
写
真
８
の
上
段
は
右

か

ら
４５
号
、
猛
号
、
５０
号
で
あ
る
。

５
号
は
口
径

一
四
糎

、
唇
径

一
一
、
四
糎

、
唇
部

の
高
さ
○
、
九
糎
、
全

体
の
高

さ
四
、
五
糎
で
、
摘
み
せ
な
く
頂
上
に
渦
文
に
十
字
形
の
窯
印
が
あ

玄
つ
。６

号
は
口
径

一
四
糎

、
高
さ
四
糎
、
唇
径

一
一
、
五
糎
、
唇
高

一
、

一
糎

で
摘
み
も
窯
印
も
な
い
。

７
号
は
口
径

一
五
糎

、
高
さ
四
糎

、
唇
径

一
二
、
二
糎
、
唇
高

一
、

一
糎

で
左
巻
き
の
円
内
に
中
の
凹
ん
だ

一
字
を
書
い
た
よ
う
な
窯
印
が
あ
る
。

８
号
は
回
径

一
四
、
三
糎
、
高
さ
四
糎
、
唇
径

一
一
、
二
を

一
二
糎

、
唇

高
〇
、
八
糎
、
左
巻
き
の
円
の
窯
印
が
あ
る
。

９
号
は
国
径

一
四
、
七
糎

、
高
さ
四
糎

、
唇
形

一
二
糎

、
唇
高

一
、
二
糎
、

窯
印
左
巻
き
円
。

‐１
号
は
口
径

一
三
、
五
糎

、
高
さ
四
糎
で
口
唇
僣
な
く
、
摘
み
鷲
高
さ
○
、

九
糎
、
径
二
糎
で
宝
珠
形
に
近
い
。

夕
号
は
回
径

一
二
、
二
を

一
四
、
三
糎
と
歪
ん
で
お
り
、
高
さ
四
糎
、
唇

径
も

一
二
、
三
―

一
〇
、
七
で
唇
高
ば

一
、
一
糎

、
窯
印
は
な
い
。

E
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線
を
下
し
た
窯
印
が
あ
る

４７
号
は
口
径

一
三
、
二
糎

、
高
さ
四
糎
で
窯
印
は
な
い
。

４８
号
は
４７
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
が
、
底
の
低
い
所
に
破
片
が
附
着
し
て

お
り
、
小
さ
い
左
巻
円
の
窯
印
が
あ
り
、
ま
た
自
然
釉
が
見
ら
れ
る
。

以
上

に
記
し
た
ご
と
く
、
蓋
不
と
外
と
ば
非
常

に
多
く
、
こ
れ
を
蓋
不
の
蓋

と
身
と
見
て
も

一
〇
個
と
蓋
が
四
個
余
る
勘
定
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
蓋
不

や
不
に
は
同
じ
窯
印
の
も
の
が
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
は
同
じ
窯

で
焼
か
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
１
号
の
提
瓶
と
第
５０
号
の
蓋
不
と
が
同
じ
窯
印
で
あ

る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
窯
印
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
須
恵
器
や
埴
器
は
、
幾

つ
か
の
異
な
る
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
と

見
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
家
庭

に
幾

つ
か
の
異
な
る
窯
の
陶
磁
器
が

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
人
も
物
々
交
換
に
よ

つ
て
、
周
辺
の
各
地
の
窯

か

ら
そ
の
製
品
を
需
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
注
目
す
べ
き
は

第
‐１
号
畜
不
で
、
こ
れ
に
は
身
と
か
み
合
う
唇
と
名
づ
け
た
部
分
が
な
く
、
ま

た
頂
上
に
摘
み
が
あ
り
、
そ
の
摘
み
も
表
面
が
扁
平
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
や

や
も
り
上

つ
て
い
て
、
可
な
り
時
代
が
降
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
、
古

墳

の
年

代

以
上
三
基
の
古
墳
の
調
査
結
果
を
記
し
た
が
、
こ
の
三
基
は
捕
れ
も
同
時
代
の
も

の
で
あ

つ
て
、
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
構
造
は
、
宮
蛤

市
蓮
ケ
池
や
池
内
蕉
テ⊆で
見
ら
れ
る
理
注
造
り
家
形
の
玄
室
で
は
な
く
、
天
丼
は
半

球
形
で
あ
り
、
二
号
、
三
号
で
は
、
羨
道
と
玄
室
と
の
区
切
り
は
明
確
に
造
ら

れ
て
い
る
が
、
羨
道
の
両
側

に
閉
塞
用
の
削
り
込
み
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
色
と

は
こ
の
古
墳
が
、
形
式
的
に
蓮
ケ
池
な
ど
の
も
の
よ
り
降
る
も
の
で
あ
る
こ
と

移
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
れ
は
六
世
紀
の
後
半
か
ら
七
世
紀
の
初
め
ご
ろ
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
も

つ
と
も
こ
の
古
墳
け
家
族
基
で
あ

っ
て
、
相
当
永
く
使

用
さ
れ
た
わ
け
で
、
遺
物
に
も
、
蓋
不
を
見
て
も
摘
み
の
な
い
古
式
の
も
の
と
、

摘
み
が
あ

つ
て
口
再
の
な
い
奈
良
時
代
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
も
入

っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ

つ
て
も
か
な
り
永
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

初
め
に
記
し
た
ご
と
く
、
こ
こ
に
は
調
査
し
た
三
基
の
は
か
に
、
さ
ら
に
写

東

１
に
示
し
た
左
上
の
方
に

一
基
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
横
穴
古
墳
は
蓮
ケ
池
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三

基

、
四
基
ま
た
は
五
基
な
ど
が

一
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
グ

ル
ー
プ
が
さ
ら
に
幾

つ
か
集
ま

つ
て
大
グ
ル
ー
プ
を
な
し
て
い
る
の
が
そ
の
特

徴

で
あ
る
。
こ
れ
は
父
家
長
制
と
呼
ば
れ
る
家
族
制
度

に
基
づ
く
も
の
で
、
父

家
長
制
家
族
は
、
単
婚
家
族
を
幾

つ
か
含
む
戸
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

墳
墓
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

一
つ
一
つ
の
横
穴
は
単
婚
家
族
の
墓
で
あ
り
、
こ

こ
に
見
ら
れ
る
四
基
の
穴
は
四
個
の
単
婚
家
族
の
墓
で
、
こ
の
全
体
が
某
氏
と

い
う

〓
戸
の
墓

で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
人
々
は
、
こ
こ
の
水

口
を
耕ヽ
作
し
た
農
民
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　

（
石
川
記
）
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第
2図
佐
土
原
町
県
立
総
合
農
業
試
験
場
西
方
横
穴
古
墳
第
3号
実
測
図

(平
 
面
 
図
)





写真 1 開口 した 3基の横穴古墳

写真 2 発掘前の第3号墳内 鱚物は他墳のもの)
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写真 3 土器 の埋 まっている状態

写真4 同

-52-



蕗

狙

同

鉢
ヽ
深
勘
水

らか

同

左上

下

写真 5 鉄 器 と金 環 (右 下 )

写真 6
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写真 7蓋

写真 8 上 。)不 と高 杯 、下・蓋 邪

写真 9 須 恵 郷



号

横

穴

調

査田

中

茂

昭
和
四
十
三
年
十
月
十
七
日
、
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
か
ら
横
穴
の
調

査
依
頼
が
あ
り
、
宮
崎
郡
佐
土
原
町
千
那
珂
の
現
地

へ
忽
行
し
た
。
前
日
ま
で

は
、
石
川
、
日
高
の
両
県
文
化
財
専
門
委
員
が
二
号
、
三
号
の
横
穴
調
査
に
当

た
つ
て
い
た
が
当
日
は
参
加
さ
れ
な
か
つ
た
。
報
告
者
が
現
地
に
到
着
し
た
と

き
は
、
社
会
教
育
課
の
加
諜
、
久
保
の
両
職
員
が

一
号
横
穴
の
上
砂
を
排
除
し

て
い
た
。
こ
の
土
砂
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
た
め
羨
門
部
及
び
玄
室
前
部

の
天

井
が
破
壊
さ
れ
落
下
し
た
も
の
が
主
で
あ

つ
た
。
当
横
穴
け
写
真
の
よ
う
に
開

口
し
た
三
基
の
う
ち
東
端
に
位
置
し
規
模
は
最
小
で
あ

つ
た
。
午
前
中
で
藩
千

し
た
土
砂
の
ほ
と
ん
ど
を
排
除
し
、
年
後
か
ら
け
、
両
職
員
が
西
都
原
台
地

ヘ

他
の
用
務
の
た
め
移
動
し
た
の
で
工
事
監
督
者
の
協
力
を
得
て
残

つ
た
土
砂
の

排
除
や
副
葬
品
の
発
見
、
構
造
の
調
査

に
当
た

つ
た
。

横
穴
は
、
第
二
紀
層
の
軟
質
砂
岩
を
掘
さ
く
し
て
構
築
し
た
も
の
で
羨
道
部

と
玄
室
部
か
ら
な
つ
て
い
る
。
中
軸
ば
、
Ｎ
十
五
度
Ｗ
、
全
長
は
羨
門
部
の
床

面
端
か
ら
二
、

一
メ
ー

ト
ル
で
析
模
の
小
さ
い
横
穴
で
あ
る
。
し
か
も
形
が
い

び

つ
で
玄
室
の
方
向
は
主
軸
に
対
し
て
三
十
度
西
に
寄

つ
て
い
る
。
し
た
が

つ

て
羨
道
部
の
両
側
壁
の
長
さ
は
等
し
く
な
く
東
側
壁
が

一
、

一
メ
ー
ト
ル
、
西

側
壁
は
○
、
八
五
メ
ー
ト
ル
と
差
が
あ
る
。
ま
た
、
妻
道
と
玄
室
の
境
に
な
る

袖
は
撫
角
を
示
し
木
来
の
性
格
を
失
な
い
か
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
羨
門
の

天
丼
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
高
さ
僣
推
定
五
七
セ
ン
テ
程
度
、
玄
室
寄
り
で

五
五
セ
ン
テ
、
断
面

ば
ア
ー
チ
形
で
あ
る
。

玄
室
の
天
丼
前
部
は
、
こ
れ
ま
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
た
め
破
壊
さ
れ
写
真
の

よ
う
に
落
下
し
ポ
ツ
カ
リ
と
穴
が
あ
い
て
い
た
。
床
面
は
楕
円
形
で
室

は
平
入

り
断
面
け
ア
ー
テ
形
で
あ
る
。
奥
行
き

一
、
〇
五
メ
ー
ト
ル
、
輻

一
、
六
五
メ

―
ト
ル
の
狭
さ
で
ム
た
り
入
る
の
が
や
つ
と
で
あ
つ
た
。
床
面
周
囲
に
は
、
輻
、

七
セ
ン
テ
程
の
排
水
濤
が
め
ぐ
ら
さ
れ
羨
門
前
部
の
排
水
施
設
に
続
い
て
い
た
。

玄
室
床
面
の
レ
ベ
ル
は
羨
道
部

に
対
し
て
奥
壁
下
で

一
〇
セ
ン
チ
高
く
な

つ
て

い
る
が
屍
床
と
し
て
の
特
別
な
施
設
は
な
か
つ
た
。

副
乗
品
は
、
玄
室
東
寄
り
に
須
恵
の
蓋
邪
が
二
個
相
接
し
て
東
西
に
置

か
れ
、

西
側
の
外
に
は
貝
片
が
は
い
つ
て
お
り
そ
の
周
囲
に
は
、
有
機
質
の
し
み
が
広

が

つ
て
い
た
。
二
個

の
蓋
不
の
中
間
北
側
に
は
、
土
師
の
小
増
が
あ
り
、
な
か

に
は
粘
土
質
の
流
入
土
が
充
満
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
蓋
不
の
位
置
か
ら

一
二

セ
ン
テ
北
側

に
ば
、
刀
子
が
粘
土
質
の
上

に
ま
み
れ
て
東
西
に
督
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
副
葬
品
の
位
置
と
玄
室
の
広
さ
か
ら
考
え
る
と
被
埋
葬
者
は
未
成

人
で
頭
部
を
東

に
し
か
も
土
器
の
近
く
に
置
き
下
半
身
を
西
側
に
し
て
葬
ら
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
刀
子
の
位
置
は
胸
部
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
こ
の
横
穴
は
形
が
い
び
つ
で
あ
る
の
で
屍
体
は
中
軸
に
対
し
て

約

一
二
〇
度
程
度
交
差
し
て
埋
葬
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
奥
壁

百
下
の
排
水
濤
か
ら
鉄
鏃
の
残
欠
を
発
見
し
た
。

閉
そ
く
に
つ
い
て
み
る
と
、
羨
門
床
面
と
の
比
高
で
約

一
〇
セ
ン
テ
低
く
上

部
幅

一
〇
セ
ン
テ
の
濤
が
妄
道
床
面
に
平
行
し
て
掘
ら
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く

蓮

ケ
池
横
穴
群
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
の
位
置
が
閉
そ
く
地
点
で
あ
ろ
う
。
蓬

ケ
池
の
場
合
は
、
礫

（
河
原
石
）
の
集
積
を
羨
門
部
で
し
ば
し
ば
見
か
け
た
が

当
横
穴
で
ば
発
見
で
き
な
か
つ
た
。
従

つ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
地
層
を

形
成
し
て
い
る
軟
質
砂
岩
の
ブ

ロ
ツ
ク
が
閉
そ
く
石
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

団

副
葬
品
は
、
前
述
の
と
お
り
い
ず
れ
も
玄
室
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
土

器
は
、
須
恵
の
蓋
不
二
個
と
土
師

の
小
姑

一
個
、
鉄
器
は
、
刀
子
と
鉄
鏃
の
残

欠

で
あ

つ
た
。
ま
た
、
蓋
不
の
中
に
け
貝
片
が
残

つ
て
い
た
。

蓋
不
　
一一個
と
も
完
形
品
で
蓋
を
し
た
ま
ま
出
土
し
た
。
西
側
、
す
な
わ
ち
中

央
寄
り
の
蓋
不
は
、
蓋
の
口
径

一
四
、
六
セ
ン
チ
、
器
高
四
、
四
セ
ン
テ
。
身

の
方
は
、
口
径

一
四
セ
ン
チ
、
器
高
三
、
三
セ
ン
チ
で
中

に
は
貝
片
が
直
立
し

た
ま
ま
残

つ
て
お
り
そ
の
周
囲
に
は
有
機
質
の
し
み
が
広
が

つ
て
い
た
。
東
側

の
蓋
不
で
は
、
供
物
は
消
滅
し
て
い
た
が
や
ば
り
し
み
が
認
め
ら
れ
た
。
蓋
の
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計
測
値
は
、
日
径
が

一
三
、
ニ
セ
ン
チ
、
器
高
三
、
九
セ
ン
チ
。
身
の
方
愴
、

口
径
が

一
〇
、
七
セ
ン
テ
、
器
高
三
、
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。

増
　
色
調
は
赤
禍
色
、
焼
成
良
好
で
表
面
は
よ
く
研
磨
調
整
さ
れ
て
い
る
。
頸

部
は
直
行
、
日
縁
部
は
わ
ず

か
に
外
反
し
、
腹
部
の
最
大
径
は
中
位

に
あ
る
。

口
径
七
、
五
セ
ン
チ
、
器
高

一
〇
セ
ン
チ
、
腹
径

一
一
、
ニ
セ
ン
チ
で
あ
る
。

刀
子
　
長
さ

一
四
、
ニ
セ
ン
テ
、
刃
区
、
棟
区
も
あ
る
が
棟
区
の
方
が
刀
先
の

方
に
寄

つ
て
い
る
。
茎
の
長
さ
け
棟
区
ま
で
ニ
セ
ン
チ
、
身
幅
は
区
よ
り
で
二
、

六
セ
ン
テ
、
中
央

で
ニ
セ
ン
チ
で
あ
る
。

貝
片
　
貝
片
は
、
西
側
の
蓋
不
内
部
の

一
方
に
写
真

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
直
立

し
た
状
態
に
あ
つ
た
。
貝
は
、
池
沼

に
産
す
る
イ
シ
ガ
イ
科
の
ド
ブ
ガ
イ
と
み

ら
れ
る
。
残
部
の
長
径
は
八
、
三
セ
ン
チ
で
、
輪
切
り
に
し
た
方
を
下
に
し
て

，
わ
ら
か
い
供
物
の
中
に
不
の
底
部
に
属
く
ま
で
突
き
さ
し
て
い
た
の
ど
は
な

い
か
と
想
像
さ
れ
る
程
で
あ

つ
た
。
貝
片
両
側
付
近
の
底
部
に
は
し
み
が

一
面

に
固
着
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
貝
片
の
直
立
も
こ
の
有
機
質
状
の
し
み
が
接
着

の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
み
の
量
は
、
貝
片
の
ま
る
み
に
つ
つ

ま
れ
た
肉
側
が
顕
著
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
、
供
物
と
し
て
の
貝
片

に
つ
い
て
み

る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

一
つ

は
、
遺
物
で
あ
る
貝
片
す
な
わ
ち
ド
ブ
ガ
イ
だ
け
を
供
物
し
た
と
い
う
考
え
方

と
、
も
う

一
つ
は
、
貝
片
が

一
方
に
片
寄
り
し
か
も
直
立
し
た
ま
ま
の
状
態
に

あ

つ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
不

に
二
種
類
の
供
物
が
盛
ら
れ
そ
れ
を
区
分
け
す
る

役
目
と
し
て
貝
片
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
供
物
が
蓋
不
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
県
千
で

は
ま
こ
と
に
珍
例
で
貴
重
な
出
土
と
言
え
な
。

一
号
横
穴
は
、
玄
室
が
方
形
プ
ラ
ン
で
し
か
も
家
屋
形
に
構
築
さ
れ
た
横
穴

構
造
型
式

か
ら
推
移
退
化
し
た
も
の
で
天
丼
は
ア
ー
テ
形
に
な
り
床
面
も
楕
円

形
に
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
玄
室
と
羨
道
の
境
に
当
た
る
袖
も
退
化
し
わ
ず

か

に
境
界
が
認
め
ら
れ
る
程
度
に
な
つ
て
い
る
。
従

つ
て
横
穴
構
造
の
型
式
上
で

け
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
副
葬
品
の
須
恵
の
蓋
郎
、
土

師
の
対
も
後

期
の
型
式
で
あ
り
地
方
波
及
の
時
間
差
杉
考
慮
し
て
も
六
世
紀
末
頃
の
所
産
と

み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

一
号
横
穴
は
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
前
半

の
間
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
∩

註
　
ド
ブ
ガ
イ
の
同
定
は
江
坂
輝
林
氏
な
ど
に
よ
る
。
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左より3号 。2号 .1号横穴

1号横 穴 の土器 出土状 態
-57-

1号横穴手前の穴が羨道部

み

ら
れ

る
。

こ
れ

ら

の
こ
と

か
ら

一
馬
棲
亦

僣

、
赤
超
耗

赤

か
ら
七
性
耗

盲
斗



1号横穴実測図

-58-

肺紗更20分の 1)



1号 横 穴 出Ⅲ土 土 器

須恵器蓋琢 仕 。→

土師器焙⑪

(縮尺 2分の 1)
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1号 横 穴 出 土 品

左 よ り上 師器 靖、須恵器蓋杯

(上)刀子、 (下)鉄¢族残欠

杯内に直立 した貝片、黒く
見えるのは有機質のしみ

-40-





古
同
鍋

町

牛

帥

駒

齢

維

釧

報

生
口

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
所
在
と
発
見
の
動
機

遺
跡
は
児
湯
都
局
釧
町
の
県
立
局
鍋
農
業
高
校
の
西
方
丘
地
上
に
ぁ
る
。

こ

こ
は
標
島
八
十
メ
ー
ト
ル
の
台
地
で
、
高
鍋
町
よ
り
西
都
市
に
通
ず
る
道
路
の

南
側
に
位
置
し
て
い
る
。

（
図
版
―
参
照
）
こ
こ
の
台
地

は
林
生
期
の
集
落
址

ら
し
く
、
住
居
跡
が
広
く

分
布
し
て
お
り
、
最
近
こ
こ
に
同
高
校
の
琢
舎
や
鶏

舎
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
際
に
も
方
生
式
の
上
器
片
な
ど
が
多
数
発
見
さ
れ
、
事

務
所
に
保
荷
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
四
四
年

一
月
十
三
日
、
堆
肥
用
の
溝
を
掘

つ
た
際
、
写
真
１
に
示
し
た
務
生
式
の
完
全
な
鉢
が

一
個
発
姻
さ
れ
た
の
で
、

町
教
育
委
員
会
に
屈
け
出
で
、
町
教
委

よ
り
実
地
の
鑑
定
を
求
め
ら
れ
た
。
丁

皮

一
月
十
九
日

沙
ら

二
十
日
朝
に

ひ
け
て
徹
夜

で
行
わ
れ
た
高
鍋
神
楽
を
見
る

た
め
に
、
わ
れ
つ
れ
は
高
鵡
町
に
出
張
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
帰
途
現
地
を
視

て
、
す
で
に
堅
穴
荏
居
跡
の

一
部
が
見
え
て
い
た
の
で
改
め
て
調
査
す
る
こ
と

に
し
て
、
現
場

の
保
存
を
宰
校
に
頼
ん
で
帰
り
、

二
月
十
日

沙
ら
同
十
四
日
ま

で
筆
者
七
日
高
正
晴
氏
が
主
と
な
り
、
県
社
会
教
育
課
の
加
藤
主
事
、
町
教
委

の
渋
谷
主
事
、
黒
木
清
二
郎
氏
ら
の
参
加
で
発
掘
調
査
を
行
な

つ
た
が
、
同
高

校
の
好
意
と
協
力
を
受
け
る
こ
と
が

大
き

ひ
つ
た
。

二
、
発

掘

の

経

過

こ
の
遺
跡
の
東
側
に
は
写
真
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
畜
舎
そ
の
他
の
建
物
が

あ
り
、
西
に
は
火
奔
場
が
あ
り
、
爾
に
は
鶏
舎
な
ど
が
あ
り
、
北

は
写
真
５
に

示
す
よ
う
な
広
い
原
野
で
、

こ
の
東
方
の
牧
草
の
植

え
て
あ
る
と
こ
ろ

ひ
ら
、

北
方
の
原
野
に

ひ
け
て
多
く
の
住
居
跡
が
分
布

し
て
お
り
、
後
に
東
方

の
牧
車

の
あ
る
所

ひ
ら
貝
殻
や
土
器
片
が
多
く
発
見
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
前
に
深

鉢
が
発
掘
さ
れ
た
場
所
を
中
心
と
し
て
そ
の
外
側
に
東
西
の
方
向
に
長
さ

一
〇

メ
ー
ト
ル
、
巾

ニ
メ
ー
ト
ル
の
第

一
ト
レ
ン
チ
を
掘
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
ニ

メ
ー
ト
ル
平
方
に
五
区
に
分
け
、
図
版

２
に
示
す
よ
う
に
、

こ
れ
を
西

ひ
ら
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
の
五
区
と
命
名
し
た
。

こ
こ
の
地
層
は
地
表
下
三
〇
セ

ン
チ
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
に
表
上
が
あ

り
、
そ
の
下
に
深
さ

一
〇
セ
ン
テ
肉
外
の
黄
色

の
ロ
ー
ム
層
が
あ
り
、
そ
の
下

に
粘
土
質
の
上
層
が
あ
る
が
、
堅
穴

は
粘
土
質
土
層
を
床
と
し
て
造
ら
れ
て
い

た
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
竪
穴

の
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
、
ト
レ
ン
チ
内
の
表
土

を
除

い
て
ロ
ー
ム
層
を
出

し
た
。

す
る
と
Ｂ
区

砂
ら
Ｃ
区
、
Ｄ
区
、
Ｅ
区
に

ひ

け
て
ロ
ー
ム
層
の
下
に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
堅
穴
の
南
璧

を
発
見
し
た
。
（
写
真

４
）
。
そ
れ
で
Ａ
区
は
任
居
跡

の
外
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
、
Ｂ
区
を

北
に
八
メ
ー
ト
ル
延
長
し
て
、
こ
れ
も
ニ
メ
ー
ト
ル
四
方
ず

つ
Ｆ
、
Ｇ
、
亘
、

１
の
四
区
と
し
た
。

こ
れ
が
第
ニ
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
も
表
上
を

除

い
て
ロ
ー
ム
層
を
出
す
と
、
Ｂ
区
に
続

い
て
、

Ｆ
、
Ｇ
、
亘
の
三
区
に
ロ
ー

ム
務
を
掘
り
込
ん
で
い
る
雲
穴

の
西
璧
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
（
写
真
５
）

そ
し
て

Ｆ
区
に
は
大
き
な
平
た
い
石
が
あ
つ
た
が
、
前
に
深
鉢
が
あ
つ
た
の
は
こ
の
附

近
で
あ
つ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
堅
穴

の
壁

は
Ｈ
区
で
東
に
折
れ
て
い
た

の
で
、

Ｉ
区
は
堆
肥
を
造
る
た
め
す
で
に
掘
ら
れ
て
い
た
関
係
も
あ
り
、
こ
こ
は
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
西
端

の
Ｅ
区
を
北
に
八
メ
ー
ト
ル
北
方
に
延
長
し
、
こ
れ
を
第

ニ
ト
レ
ン
チ
と
な
し
、
こ
れ
も

ニ
メ
ー
ト
ル
四
方
に
Ｊ
、
Ｋ
、
Ｌ
、
Ｍ
の
四
区

と
し
た
。
す
る
と
こ
こ
で
も
表
上

の
下
に
Ｊ
、
Ｋ
、
Ｌ
の
三
区
に
、
南
北
に
走

つ
て
ロ
ー
ム
層
を
掘
り
込
ん
で
い
る
堅
穴

の
東
璧
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
堅
穴

の
璧

は
Ｌ
区
で
西
に
折
れ
て
い
た
の
で
、

コ
区
と
Ｌ
を
結
び
、
そ
の
中
間
の
二

区
そ
西
か
ら

Ｐ
、
Ｑ
の
二
区
と
な
し
、
表
土
を
除
く
と
、
堅
穴

の
北
壁

は
や
や

北
に
張

つ
て
繋
が
り
、

こ
こ
に
角
丸
方
形
の
堅
穴
住
居
跡

の
輪

か
く
が
現
わ
れ

た
。残

る
と
こ
ろ
は
中
央

の
四
区
で
あ
る
が
、　
こ
れ
も
北
側
の
二
区
を
Ｒ
区
と
Ｓ

区
、
南
側

の
二
区
を
Ｔ
区
と
Ｕ
区
に
分
け
、
こ
の
四
区
は
堅
穴
肉
で
あ
る
ひ
ら
、

ロ
ー
ム
層

は
な
い
の
で
、
周
囲
の
深
さ
ま
で
に
掘
り
下
げ
た
が
、
土
量
が
多
く

困
難
な
仕
事
で
あ
つ
た
。

つ
い
で
、
竪
穴
肉
に
充
填

し
て
い
た
表
土
を
除

い
て
遺
物
を
発
見
す
る
作
業

に
か
沙
り
、
多
く
の
遺
物
を
発
見
し
た
。

ま
ず
石
器
は
Ｇ
区
と
互
区
の
堺
の
堅



穴
の
床
面
外

の
と
こ
ろ
に
石
庖
丁

一
個
が
あ
り

（
写
哀

６
）
Ｄ
区
の
床
面
困
Ｅ

区
に
近

い
所
に
磨
石
斧

の
折
れ

一
個
が
あ
り

（写
真
７
）
ま
た
Ｔ
区
の
東
南
隅

に
近
く
刷
石

一
個
と
敲
石

一
個
が
あ

つ
た
。
（
写
真

８
）
。
土
器
類

は
床
面
全
体

に
分
布
し
て
い
た
が
、
特
に
Ｔ
区
に
は
写
真
９
同
ｌｏ
に
示
す
よ
う
に
深
鉢
が
あ

り
、
Ｕ
区
に
は
写
真
１１
に
示
す
土
器
の
破
片
が
あ
つ
た
。
ま
た
堅
穴

の
西
北
隅

の
こ
、

Ｐ
、
Ｓ
、
Ｇ
の
四
区
に
は
写
真
‐２
、
“
に
示
す
よ
う
に
お
び
た
だ
し
い

量
の
上
器
の
破
片
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
上
器
は
腹
部
が
張

つ
て
脚
部

が
細
ま
り
小
さ

い
底
を
も

つ
弥
生
中
期
の
も
の
で
あ
つ
た
。

つ
い
で
前

は
手
を

つ
け
な

沙
つ
た
Ｍ
、
Ｎ
．
０
の
北
部
四
区
の
表
土
を
除
く

と
、
Ｍ
、
Ｎ
の
二
区
で
各

一
個
の
ピ

ツ
ト
を
発
見
し
た
。
写
真
１４
が
そ
れ
で
あ

る
。
そ
し
て
Ｏ
区
に
は
石
斧
が
あ
つ
た
。
さ
ら
に
竪
穴
の
床
諏
で
も
四
ケ
所
の

ピ

ツ
ト
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
Ｓ
区
に
二
個
、
Ｔ
区
に
二
個
で
あ
る
が
、
Ｔ
区

の
南
東
の

一
個
は
別
な
意
味

の
穴
で
あ
ろ
う
。
ま
た
竪
穴

の
西
北
隅
の
上
器
の

多

ひ
つ
た
場
所
を
、
さ
ら
に
詳
細
に
発
掘
し
た
結
果

こ
こ
は
貯
蔵
穴

で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。

三
、
発

掘

の

結

果

Ａ
　
堅
穴
住
居
跡

こ
こ
に
発
掘
し
た
住
居
跡

は
写
真

１５
、
向
‐６
お
よ
び
実
測
図
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
角
丸
方
形
の
堅
穴
住
居
跡
で
あ
る
が
、
そ
の
方
位
は
ほ
ば
東
西
開

北
に
方
位
し
て
い
る
。
正
確
に
測
れ
ば
、
南
北

の
中
軸
線
は
、

南
北
の
方
向

よ
り
二
陛
東
に
限
い
て
ぃ
る
に
過
ぎ
な
い
。
床
面
の
広
さ
は
東
西
、
南
北
と

も
、
ほ
と
ん
ど

六
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
で
、
こ
の
期
の
住
居
跡
と
し
て

は

大
き
い
も
の
で
あ
る
。
床
面
は
北
側
に
向

つ
て
若
干
傾
斜
し
て
い
る
が
、
南

端
と
北
端
と
の
差

は
一
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
し
て
床
面
の
地
表

沙
ら
の
深

さ
は
中
央
部
で
約
七
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

快
ざ
に
こ
の
住
居
跡
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
床
面
の
西
北
隅
に
設
け

ら
れ
て
い
る
貯
蔵
穴
で
、
こ
れ
は
東
西
に
長
い
角
丸

の
長
方
形
で
、
東
西
の

長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
、
雨
北
の
巾

一
メ
ー
ド
ル
四
〇
セ
ン
チ
、
深

さ
は
床
面
よ
り
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

次
ざ
に
ピ
ツ
ト

（柱
穴
）

で
あ
る
が
、
床
面
に
は
ほ
ぼ
中
央
に
雨
北
に
並

ぶ
二
個
が
あ
り
、
何
れ
も
直
径

一
〇
セ
ン
チ
、
深
さ

一
五
―
二
〇
セ
ン
チ
で
、

そ
の
間
隔

は
約

一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ

ｔＤ
北
方
貯
蔵
穴
の
角
の
と
こ
ろ
に

や
や
大
き

い
も
の
が

一
個
あ
る
。
ま
た
前

の
南
北
に
並
ぶ
二
つ
の
う
ち
の
雨

側
の
も
の
の
東
方
に

一
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
テ
離
れ
て

一
個
あ
り
、
こ
れ
も

直
径

一
〇
セ
ン
チ
、
深
さ

一
五
セ
ン
チ
内
外
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
南
東
に

一
メ
ー
ト
ル
ニ
○
セ
ツ
チ
を
距
て
て

一
個
あ
る
が
、
こ
れ
は
直
径
五
セ
ン
チ
、

深
さ
約
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
家
の
中
央

の
梁

を
支
え
る
四
本

の
柱

は
、
そ
の
位
置
か
ら
見
て
Ｐ

ａ
、
Ｐ
ｂ
、

Ｐ

ｃ
の
三
個

の
穴
に
立

つ
て

い
た
も
の
で
、
Ｐ

ａ
の
東
側
に
い
ま

一
個
あ

つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

床
面
の
外
側
の
ピ
ツ
ト
は
、
光
力
そ
の
他
の
関
係

で
北
側
を
調
べ
た
だ
け

で
あ
つ
た
が
、
写
真

１４
に
示

し
た
二
個
を
検
出
し
た
。

も
つ
と
も
そ

の
西
側

鞠
ゆ
中
倣
］
］
韓

一 推 造
粋
韓
中
メ こ 掘
い
的
【
呻
婢
世
〔
わ
【
～

中
枷
一
一
尊
韓
”

一

竪
穴
を
囲
ん
で
い
て
、

こ
れ
が
極
を
支
え
て
、
そ
の
上
に
屋
根
が
葺

か
れ
て

い
た
も

の
と
思

つ
れ
ろ
。

次
の
問
題
は
、
食
物
を
煮
炊
き
し
た
竃
の
所
在
で
あ
る
。
こ
れ
は
相
当
に

注
意
し
て
発
掘
し
た
が
、
確
実
な
場
所
を
見
い
だ
し
得
な

ひ
つ
た
。
し
沙
し

竪
穴
の
南
璧

の
ほ
ぼ
中
央

に
近
い
と
こ
ろ
に
、
赤
く
焼

け
た
石
組
み
の
こ
わ

れ
た
場
所
が
あ
り
、

そ
れ
は
写
真

１８
、
同
ｗ
と
実
測
関
に
み
ら
れ
る
通
り
で
、

こ
こ
の
附
近
か
ら
、
そ
の
東
側

や
北
側
に
石
が
散
乱
し
て
い
た
こ
と

沙
ら
見

て
、
こ
こ
に
石
組
み
の
竃
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

の
す
ぐ
北
側
の
ト

レ
ン
テ
Ｔ
区
、
Ｕ
区
に
土
器
が
多
く
、
特
に
煮
沸
器
で
あ

る
深
鉢
の
表
面
に
煤
煙

の
附
着
し
た
も
の
が
あ
つ
ｋ
こ
と
な
ど

ひ
ら

も
察
せ

ら
れ
る
。
ま
た
出
入
口
に
つ
ぃ
て
も
、
竪
穴
外
の
ピ

ツ
ト
を
全
部
出
さ
な

沙

つ
た
か
ら
、
明
ら

ひ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

ひ
つ
た
が
、
出
入
口

（
一戸
口
）

は
住
居
跡
に
お
い
て
は
、
生
産
の
場
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
る
の

が
普
通
で
あ
る

ひ
ら
、
水
田
耕
作
に
出
入
す
る
に
近
い
と
こ
ろ
と

い
え
ば
東

側
で
あ
ろ
う
。



最
後
に
貯
蔵
穴
に
つ
い
て
記
さ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
宮
崎
県

で
最
初

の
発
見
だ

沙
ら
で
あ
る
。

た
だ
に
冨
吟
県
下
で
珍
ら
し

い
だ
け
で
な
く
、
弥

生
期
の
住
居
内
に
、
こ
の
よ
う
な
遺
構
を
も
つ
も
の
は
、
全
国
的
に
珍
ら
し

い
例
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
賂
蔵
穴
は
床
面
よ
り
約
二
〇
セ
ン
五
低
く
、
、
く
ば

ん
で
い
る
の
で
穴
と
呼
ぶ
つ
け
で
竪
穴
の
西
北
隅
に
東
西
の
長
さ
二
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
、

南
北
の
巾

一
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
角
丸
長
方
形
で
、
そ

の
西
と
北

の
壁

は
竪

八
の
壁
に
平
行
し
て
い
る
。
西
北
隅
に
入
き
な
石
が
立

つ
て
お
り
、
東
壁
の

ほ
ぼ
中
央
に
小
さ
い
石
が
三
個
あ
つ
た
は

砂
に
、
注
目
す
べ
き
は
床
面
に

入

小

一
〇
個
の
穴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
穴
の
大
き
さ
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

Ｐ
．〓
長
さ

一
二
セ
ン
テ
、
巾
同
、
深
さ
二
五
セ
ン
テ

Ｌ

　

　

一
一
セ
ン
チ
Ｘ

一
一
セ
ン
チ
Ｘ
二
〇
セ
ン
チ

亀

　

　

二
五
同
Ｘ

一
八
同
Ｘ
四
五
同

乳

　
　
　
二
三
×

一
五
×
二
五

Ｌ
）
　

　

一
一
×

一
二
Ｘ
三
二

Ｐ
６
　

　

一
三
Ｘ

一
三
×
三
二

Ｐ
７

　

　

・
一
Ｘ

二

ｘ
二
〇

恥
）
　

　

一
八
Ｘ
三
二
Ｘ
四
五

Ъ

　
　
　
一
〇
Ｘ

一
〇
×

一
九

乳
．
　

　

六
八
Ｘ
三
三
×
二
三

こ
れ
を
要
す
る
に
、
西
南
の
隅
に
あ
る
瓢
蜜
形
の
大
き

い
穴

（
こ
れ
は
幾

つ
ひ
の
穴
が
く

つ
つ
い
た
の

ひ
も
し
れ
な
い
）
ぞ
除

い
て
は
、
直
径

一
〇
セ

ン
テ
ひ
ら

一
三
セ
ン
チ
の
も
の
が
六
個
、
直
径

一
八
セ
ン
テ
沙
ら
二
五
セ
ン

チ
の
も
の
が
三
個
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
穴
の
配
置

は
、
大
ま
ひ
に
見

煎は‐／床的は勢勲‐２十半辟嘲囀一模蜘車中町ギ）“中に拘練漁帥
つ隻神

多
く
存
在
し
た
こ
と

沙
ら
考
え
て
、

こ
の
穴

は
土
器
の
底
部
を
挿
し
込
ん
で
、

土
器
を
安
定
さ
せ
る
用
を
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
写
真
や
図
版
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
期
の
上
器
は
底
部
が
小
さ
い
沙
ら
、穴
に
立
て
ね
ば
安
定

し
な
い
。
そ
れ
で
こ
こ
に
穀
物
そ
の
他
の
食
料
な
ど
を
容
れ
た
土
器
を

一
〇

個
ぐ
ら
い
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
斜
め
十
字
形
に
置

ひ
れ
て
い
る
の
は
、
中

の
物
を
取
り
出
す
の
に
便
利
な
た
め
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
が
竪
穴
の
床
面
よ
り

二
〇
セ
ン
テ
低
く
な

な
つ
て
い
る
の
は
、
上
に
席
の
よ
う
な
も
の
を
ひ
ぶ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

写
真
７
参
照
。

・Ｂ
　
遺
　
　
物

こ
の
住
居
跡
に
在

つ
た
遺
物

は
、
前
に
述

べ
た
ご
と
く
、
石
器
と
土
器
で

あ
つ
た
が
、
ま
ず
石
器

沙
ら
記
せ
ば
、
石
器
の
数
は
僅

沙
で
あ
つ
て
、
石
庖

丁

一
、
丸
石
二
、
刷
石

二
、
石
撃

一
、
打
製
石
斧
破
片

二
、
石
錘

一
、
磨
石

斧
折
れ

一
、
叩
石

一
、
砥
石
破
片

一
で
あ
つ
た
。
こ
の
う
ち
石
庖
丁
と
小
丸

石

は
Ｈ
区
に
、
大
形
刷
石
（
石
聾
、
打
製
石
斧
破
片

は
Ｐ
区
に
、
そ
の
他
は

Ｄ
区
、
Ｔ
区
な
ど
に
在

つ
た
。

１
石
庖
丁

は
粘
板
岩
製
で
、
長
さ

一
一
、
五
セ
ン
チ
、
幅
中
央
で
四
、

八
セ

ン
チ
、
厚
さ
○
、
五
セ
ン
チ
で
両
端
に
割
り
込
み
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（
写
真
‐７
お
よ
び
図
板
４
参
照
）
石
庖
丁
と
し
て
は
大
形

に
属
す
る
。

２
磨
製
石
斧

（折
れ
）

は
砂
岩
製

で
刃
部
と
柄
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
乳
棒

状

で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
長

一
一
セ
ン
チ
、
柄
部
の
折
れ
回
は
径
三
Ｘ

ニ
セ
ン
チ
、
刃
の
方

の
折
れ
日
は
径
二
、
五
×
四
、
八
セ
ン
チ
で
何
れ
も
だ

円
形
で
あ
る
。

（
写
真
２０
左
）

５
打
製
石
斧

（
折
れ
二
）
の

一
は
刃
の
部
分
で
現
長
九
セ
ン
チ
、
刃
巾
五
、

五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
、
ニ
セ
ン
チ
の
粘
板
岩
製
で
、
他

の

一
は
柄
部
破
片

で
同
じ
石
で
あ
る
。

現
長
六
、
五
セ
ン
チ
、
巾
四
、
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
、

八
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（
写
真
２‐
右
二
）

４
刷
石

（
二
）
大
き
い
方

は
鼠
色
の
頁
岩

の
よ
う
で
あ
る
。
径

一
二
Ｘ

一
〇

セ
ン
チ
、
厚
さ
四
セ
ン
チ
で

一
面
だ
け
が
平
滑

で
あ
る
。
小
さ

い
方
は
花

こ

う
岩

で
径

一
〇
×
八
、
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
、

七
セ
ン
チ
の
だ
円
形

の
自
然

石
で
、

一
面
が
平
滑

で
あ
る
。

（
写
真
盟
下
段
）

５
丸
石

（
二
）
自
然
石

で
、

大
き
い
方
は
凝
灰
岩
ら
し
い
。
径

一
〇
Ｘ
九

セ

ン
テ
、
厚
さ
三
セ
ン
チ
の
だ
円
形
で
あ
る
。
小
さ

い
方

は
砂
岩

で
、
径
五
セ

ン
テ
厚
さ

一
、　
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（
写
真

２２
上
段
）

６
石
撃
、
小
形
で
長
さ
七
、
五
セ
ン
テ
、
巾

一
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
セ
ン
チ
で

断
面

は
三
角
形
を
な
し
、
刃
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
粘
板
岩

の
自
然
石
を

一
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都
刷
り
切

つ
た
も

の
で
、　
一
端
に
は
自
然

の
丸
味
を
残
し
て
い
る
。

（
写
真

％
左
端
）

７
石
撃
、
こ
れ
も
大
形
で
長
さ

一
二
セ
ン
テ
、
巾
中
央
で
入
、
五
セ
ン
チ
、

厚
さ
が
薄
く

一
セ
ン
チ
で
初
め
打
製
石
斧

と
思

つ
た
ほ
ど
で
ぁ
る
。
千
枚
岩

の
よ
う
で
、
長
め
の
自
然
石
の
両
端
を
打
ち
欠
い
で
い
る
。
は
か
に
今

一
つ

表
面
採
集
で
得
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
硬

い
石
で
長
さ
九
、
五
セ
ン
テ

巾
八
セ
ン
テ
、
厚
さ
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

（
写
真

２４
）

８
叩
石
、
長
さ

一
三
セ
ン
チ
、
巾
担
セ
ン
チ
、
厚
さ
ニ
セ
ン
チ
の
自
然
石
で
、

石
質

は
頁
岩
で
あ
る
。

（
写
真
匹
右
端
）

９
砥
石

（破
片
）
砂
岩
で
折
れ
て
お
り
、
現
形

は
長
さ
バ
、
五
セ
ン
チ
、
巾

八
セ
ン
チ
、
高
さ
四
セ
ン
チ
で
、　
一
面
が
平
滑
で
国
ん
で
い
る
σ

形
が
あ
ま

り
に
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
い
は
小
形
の
石
皿

ひ
も
し
れ
な
い
。

（
写
真

る
中
央
）

以
上
で
あ
る
が
何
れ
も
生
活
に
必
要
な
品
で
あ
る
こ
と
は
仁
居
跡

の
遺
物

と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

土
器
は
　
だ
し
い
破
片
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
復
原
し
て
死
全
形
と
な
し

得
る
も
の
も
あ
つ
た
。
し
ひ
し
ま
だ
復
原
を
終

つ
て
い
な
い
の
で
確
実
な
数

を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
器
形
は
深
鉢
形
や
増
形
の
も
の
が
多
く
、
″被

（
ま
り
）
や
盤

（さ
ら
）
形
の
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

深
鉢
形
の
も
の
は
写
真
２５
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
一肩
部
に
突
帯

（
多
く

は

鋸
歯
状
ま
た
は
縄
状
の
突
帯
）
を
　
一
条

有

す
る
も

の
が
多
い
。
日
縁

は
外

に
開
き
口
唇

は
外
側
に
反

つ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
底
は
比
較
的
小
さ
く
し

て
中
期
土
器
の
特
徴
を
現
つ
し
て
い
る
。
底
面
は
平
た
い

（
平
底
）

も
の
が

多
く
、
中
に
は
や
や
上
り
底

の
も

の
も
あ
る
。
写
真
２６
に
見
え
る
大
き

い
深

鉢
を
復
原
し
た
も
の
が
第
５
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
さ
三
八
セ
ン
テ
、
日

径

二
七
、
五
セ
ン
チ
、
底
径
八
、
五
セ
ン
チ
で
、
一肩
郡
に
切
り
込
み
の
あ
る

突
帯
を

一
条
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
腹
都
の
径

は
二
六
セ
ン
チ
と
な
る

よ
う
で

腹
部

ば
あ
ま
り
膨
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
器
の
表
面

は
尉
毛
に

よ
つ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。
　

　

・

深
鉢
や
甕
形
の
も
の
の
中
に
は
首
都
の
く
く
れ
た
と
こ
ろ
の
下
の
肩
の
上
部

に
拓
影

１
に
示
し
た
よ
う
な
貝
殻
文
に
似
た
斜
め
の
引
掻
き
文
を

一
条
め
ぐ

ら
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
拓
影
２
は
器
面
を
調
整
し
て
い
る
刷
毛
目
を
示

し
粒
駒
鎌
静
嘘
ダ
ち
写
告
本
２７
に
一不
し
た
も
の
は
上
部
の

似
片

で
あ
る
が
、
こ

れ
も
ほ
ば
復
原
可
能
で
あ
る
。

第
６
図
は
そ
の
復
原
関
で
あ
る
が
、　
口
縁
は

や
や
外
に
開
き
、
日
唇
は
や
は
り
外
に
斜

い
て
お
り
、
腹
那
は
沙
な
り
膨
れ

て
脚
部

は
次
第
に
細
ま
り
、
平
底
の
や
や
小
さ
い
底
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
器
面
は
研
磨
さ
れ
て
お
り
、
首
部
に

一
条
の
突
帯

を
め
ぐ
ら
し
、
肩

部
に
近
く
丸

い
ボ
タ
ン
状
の
突
起
を
数
個
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
期

の
斐
形
土
器
の
口
縁
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
功
の
も
の
で
あ
る
。

Ａ
ざ
に
記
し
た
い
の
は
用
途
不
明
の
上
製
品
の
存
在

で
ぁ
る
。
そ
れ
は
写

真
”
に
示
し
た
も
の
で
、

写
真
左

は
上

ひ
ら
、
写
真
右

は
裏

沙
ら
写
し
た
も

の
で
ぁ
る
。
長
さ
本
、
五
セ
ン
チ
、

高
さ
三
、
五
セ
ン
テ
、
巾
三
セ
ン
テ
肉

外
の
小
さ
い
も
の
で
、
上
部
は
黒
く
下
都
は
黄
色
を
呈
し
て
い
る
。
小
さ
い

な
が
ら

一
見
す
る
と
牛

沙
、
土
竜

（
も
ぐ
ら
）
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
面
白

い
の
は
片
側
に
ち
よ
ぅ
ど
母
指
を
さ
し
込
む
よ
う
に
な
つ
て
い
る
窪
み
が
あ

り
、
反
対
側
に
は
そ
れ
よ
り
浅

い
が
指
を
か
け
る
よ
う
を
と
み
紗
ぁ
る
。
形

か
ら
み
で
土
器
の
把
手
で
は
な
い
か
と
も
思

つ
れ
る
が
、
底
は
や
や
平
κ
く
、

一
部
に
二
本
の
細
か
い
箆
描
き
の
直
線
と
、

こ
れ
に
斜
め
に
交
つ
る
直
線
が

柏
か
れ
て
お
り
、
底
部
の
中
央
を
縦
に
貫
く
線
上
に
三
個
の
四
角
な
四
所
が

あ
り
、
土
器
の
把
手
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
全
く
用
途
不
明
の
上
製
品
で
他

の
出
土
例
を
ま

つ
ほ

ひ
は
な
い
が
、
珍
ら
し
い
物
で
あ
る
。

版 1 高鍋町牛牧附近
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図版2 トレンチと任居跡の関係
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第 4図 石 庖 丁 実 測 図

離_________里二じ駐

第 5図 深鉢形土器復原図

第 6図 靖形土器文様

肌
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拓  影

拓 影 2

写真 1 最初に発掘された鉢形土器
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写真2 遺跡より東を見る

写真3 遺跡より北を見る



写真4 第 1 トレ ン チ

写真 5第 2ト レ ン チ



写真 6 石庖丁のある状況

写真 7 磨石斧 (折れ)のある状況

写真 8 刷百_(右)と捐栽石のある状態

写真 9 T区に土器のある状況!



写真 10 T区に土器のある状況ヽ

写真12 西北隅に土器のある状況

写真1l U区に土器のある状況

黎 13 貯蔵穴に土器のある状態
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写真14 M(手前)Nの 2区にあるピット

写真15 堅穴住居跡全景 (南より見a
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写真16 堅穴住居跡ロヒ西より見る)

写真17 貯蔵庫 (西より見る)
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写真18 密

写真19 同



写真20石 庖 丁 写真21 磨石斧と打石斧

写真22 刷暦 (下段)と丸石 tL段 ) 写真23 石撃 (左)石氏石 (中)叩石 (右)



写真25深 鉢 形 土器

写真26 同上 (中央のもの)



写真27対 形 土 器

写真28 底

写真29 不明土器 (左表・右裏)1
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四
、
宮
崎
市
下
北
方
町
地
下
式
古
墳
調
査
報
告



宮
崎
市
下
北
方
削
馴
紳
猷
報
告

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
所
在

と

発

見

の
動

機

冨
崎
市
下
北
方
町
宇
塚
原
は
平
和
台
の
雨
麓

の
台
地
で
地
名
の
ご
と
く
古
墳

群

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
下
北
方
古
墳
と
し
て
前
方
後
円
墳
五
基
と

円
墳
七
基
が
県
指
定
と
な

つ
て
お
り
、
地
下
式
古
墳
も
沙
な
り
前
に

一
基
発

見
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
ω
ま
た
こ
の
台
地
は
弥
生
期
の
広

い
包
含
層
を
な
し

て
い
る
が
、
最
近
宮
崎
市
の
ベ
ツ
ド

・
タ
ウ
ン
と
し
て
住
宅

の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
十

一
月
下
旬
に
同
所

の
会
社
員
平
尾
政
治
氏

方
で
建
築
用
の
資
は
を
運
搬
し
て
い
た
ダ

ン
プ
カ
ー
が
、
古
墳
の
天
丼
部
を

破
壊
し
て
落
ち
込
み
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
平
尾
氏
宅

の
西
方
に
は
竹

本
の

茂

つ
て
い
る
円
墳
が

あ
る
が
、
地
下
式
古
墳
は
こ
の
円
墳

（
写
真

１
）
と
同

氏
宅
の
間
の
、
古
墳

に
接
近
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
写
真
２
は
天
丼
が
破
壊
さ

れ
た
穴
を
示
す
。

吉
墳
発
見
の
際
は
各
地
に
出
張
中
で
あ
つ
た
の
で
同
年
十
二
月
二
十
五
、

六
の
両
日
発
掘
調
査
を
行
な

つ
た
が
、
こ
の
調
査

は
筆
者
の
ほ

か
に
県
社
会

教
育
課
加
藤
成
夫
主
事
、
同
阿
部
邦
慶
主
事
、
官
崎
市
小
田
文
化
財
係
長
、

同
市
野
間
重
孝
、
南
九
州
短
大
安
楽
勉

の
諸
氏
で
こ
れ
な
行
な
い
、

宮
崎
市

立

人
宮
中
学
校
の
文
化
財
愛
護
少
年
団
の
男
女
生
徒
二
十
三
名
が
参
加
協
力

し
た
。

二
、
発

掘

の

結

果

こ
の
古
墳
は
第
１
図
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
竪
穴
と
羨
道
を
東
に
、
玄
室

を
西
に
し
て
、
ほ
ぼ
東
西
に
方
位
し
て
営

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
軸
線

は
東

西
よ
り
約
二
〇
度
南
に
倶

い
て
い
た
。
竪
穴
と
羨
道

は
、
時
間
と
降
雨
の
関

係
で
、　
一
部
移
掘
つ
た
だ
け
で
あ
つ
た
が
、
玄
室

は
長
さ
約
二
、
五
〇
メ
ー

ト
ル
、
巾

は
奥
璧

で
一
、
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
羨
道

の
接
点
で

一
、
七
〇
メ
ー
ト

ル
で
、
天
丼

は
剣
落
が
甚
だ
し
か
つ
た
が
、
切
妻
造
り
の
家
形
で
あ
つ
た
こ
と

が
知
ら
れ
た
。
そ
れ
は
玄
室

の
横
断
図
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
床
面

ひ
ら
約
七

〇
セ
ン
チ
上
の
南
北

の
側
璧
に
屋
根
と
の
接
点
が
見
ら
れ
、
天
丼

の
高
さ
は
床

面
か
ら

一
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
あ
つ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

こ
こ
の
地
層

は
、
地
表
下
五
０
セ
ン
チ
内
外
に
黒
色
の
表
土
が
あ
り
、

そ
れ
が
漸
次
に
禍
色

を
帯
び
て
き
て
下
方
の
褐
色
粘
土
質
土
層
に

つ
な
が
り
、
途
中
に
ロ
ー
ム
層
の

嵌
入
は
な

い
。
そ
れ
で
竪
穴

の
形
な
ど
を
確

ひ
め
る
の
に
困
難

し
た
が
、
玄
室

や
羨
道

は
下
層
の
粘
土
質
土
層
に
設
け
ら

れ
、
天
丼

の
頂
上

は
表
上
下
約

一
メ

ー
ト
ル
の
所
に
あ
つ
た
。
従

つ
て
玄
室

の
床
而

は
地
表
下
三
、
四
〇
メ
ー
ト
ル

の
所
に
あ
る
わ
け
で
、
玄
室
内
の
調
査
に
は
梯

子
を
用

い
れ
ば
な
ら
な

ひ
つ
た

し
、
玄
室
周
に
積

つ
て
い
た
上
を
排
除
す
る
の
に

は
バ
ヶ
ッ
を
綱
で
つ
り
降
し

て
こ
れ
を
引
き
あ
げ
る
と
い
う
作
業
が
必
要
で
あ

つ
た
が
、

人
冨
中
学
校

の
文

化
財
愛
護
少
年
団
の
活
躍

で
完
全
に
作
業
が
な
さ

れ
た
。

床
面
に
は
第
ｌ
Ｍ
平
面
Ｍ
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
中
央

の
や
や
南
寄
り
に
、

南
北
の
壁
に
平
行
し
て
四
角
、
半
円
、
三
角
形
な
ど
の
自
然
石
が
並
べ
ら

れ
、

こ
の
石

の
あ
る
一防
は
粘
土
が
あ
つ
て
、
床
面
よ
り

一
〇
セ
ン
チ
肉
外

高

く

な

つ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
石

の
あ
る
南
北

の
両
側

の
、
玄
室

の
中
央

よ
り
西
側

に
南
、
北

の
璧
に
平
行
し
て
直
刀
三
振
が
檎
を
西
に
、
蜂
″
東
に
し
て
相
対
し

て
置
か
れ
、
西
壁
に
接
し
て
鉄
鍬
多
数
が
あ
つ
た
。
ま
た
南
側
の
刀

の
東
方
に

一
〇
セ
ン
チ
離

れ
て
鍬
頭

一
個
が
あ
り
、
北
側

の
刀
の
峰
に
近
い
南
側
に
臼
玉

数
個
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

ま
た
銀
頭
の
あ
つ
た
附
近

ひ
ら
は
ガ
ラ
ス
製
の
小
玉

数
個
が
発
見
さ
れ
た
。
さ
ら
に
玄
室

の
ほ
ぼ
中
央

の
東
方
羨
道
の
接
点

ゆ
ら
約

五
〇
セ
ン
テ
入
つ
た
と
こ
ろ
に
ガ
ラ
ス
製
の
勾
玉
の
破
片
と
、
そ
の
南
方
二
〇

セ
ン
チ
を
距
て
て
鉄
鏃

一
本
が
あ
つ
た
。

羨
道
は
玄
室
の
東
に
連
な
り
、
巾

約

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
八
五
セ
ン
チ
、

高
さ

一
メ
ー
ト
ル
が
遺
存
し
て
い
た
が
、
頂
上
は
ア
ー
テ
形
で
、
高
さ

一
、
二

〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
底
部
は
玄
室
よ
り
や
や
高
く
、

竪
穴
よ
り
の
入
回
は
粘
土
で
塞
が
れ
て
い
た
。
そ
し
て
羨
道
の
床
面
に
は
埴
器

お
よ
び
須
恵
器
が
多
く
見
い
だ
さ
れ
た
。
ま
た
鉄
器
破
片

一
個

（
刀
子
）
が
あ

つ
た
。



竪
穴
は
充
分
調
査
で
き
な

沙
つ
た
が
羨
道
の
東
に
接
続
し
、
南
北
の
巾

一
、

四
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
長
さ
約
八
〇
セ
ン
チ
で
比
較
的
小
さ
く
、
表
上
に
近

い
と
こ
ろ

か
ら
お
び
た
だ
し
い
数
の
埴
器
破
片
が
出
た
が
、
多
く
は
高
杯
の
破

片
で
、
そ
の
脚
部
だ
け
が
九
個
以
上
あ
つ
た
。

三
、
遺
　
　
　
物

こ
の
苗
墳
の
主
体
で
あ
る
人
骨

は
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
副

葬
品

の
服
飾
品
と
し
て
玉
類
、
武
器
と
し
て
直
刀
、
刀
子
、
鉄
鏃
、
農
工
具
と

し
て
鍬
頭
、
飽
、
そ
の
他
の
鉄
製
品
、

お
よ
び
土
器
が

あ
つ
た
。
以
下
そ
れ
ら

の
遺
物
に
っ
い
て
詳
記
し
よ
う
。

１
玉
類

（
写
真
５
）

玉
類

は
勾
玉
破
片
二
個
、
日
玉
七
個
、
小
玉

一
〇
個
で
あ
っ
た
。
勾
玉
は
ガ

ラ
ス
製

の
紺
色
で
あ
る
が
、
孔
の
部
分

ひ
ら
倣
理
に
罰
れ
た
ら
し
く
、
頭
部
の

破
片
二
個
が
見
い
だ
さ
れ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。
何
分
に
も
底
部
に
粘
上
が
あ
る

の
で
、
土
を
節
に

ひ
け
る
こ
と
が
で
き
な

ひ
つ
た
の
で
他

の
破
片

は
土
に
混
じ

て
み
の
が
さ
れ
た
も
の
と
思

つ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
割
れ
た
の
は
、
天
丼

の
剖

落
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
日
玉
七
個

は
濃
紺
色

で
、

こ
れ
も
ガ
ラ
ス
製

で
あ
る
。
多
少

の
大
小

は
あ
る
が
、
だ

い
た
い
径
Ｏ
、
八
セ
ン
テ
、
高
さ
Ｏ
、

四
！
〇
、
五
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
で
あ
る
。
小
玉

は
み
な
緑
色
で
、
や

は
り
ヵ
ラ
ス

製
で
あ
る
。　
一
〇
個
の
う
ち

一
個
は
、
自
宅
で
鍬
の
上
を
刷
毛
で
払

い
落
し
た

際
、
上
の
中

ひ
ら
見
い
だ
し
た
。
径
Ｏ
、

ニ
セ
ン
テ
ぐ
ら

い
の
小
さ
い
も
の
で

あ
る
。

２
刀
、
三
振

（
写
真

６
）

三
振
の
う
ち
北
側
に
あ
つ
た
も
の
は
、
完
形
鬱
有
し
、
総
長
九
七
老

ン
チ
、

う
ち
柄
の
長
さ

一
五
セ
ン
チ
、
塁
巾
三
、

ニ
セ
ン
テ
、
塁
厚
さ
○
、
八
セ
ン
テ

で
、
塁
に
は
日
釘
穴

一
つ
が
見
え
て
お
り
、
檎
に
糸
が
巻

ひ
れ
て
い
た
跡
を
残

し
て
い
る
。
身

の
長
さ
八
二
セ
ン
チ
、
身
巾
四
セ
ツ
チ
、
棟
巾

一
ｔ
Ｏ
、

八
セ

ン
チ
で
あ
る
。
南
側
に
あ
つ
た

一
振

は
総
長
九
四
セ
ン
テ
、
柄

の
長
さ

一
七
、

五
セ
ン
ナ
、
塁
巾

二
、
五

セ
ン
テ
．
塁
の
厚
さ
は
不
明
で
あ
る
が
柄
に
は
本
質

を
残
し
、
全
体
に
糸
巻
き
が
し
て
ぁ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
身
の
長
さ
七

六
、
五
セ
ン
チ
、
身
巾
三
セ
ン
チ
、
棟
巾

は
一
ｔ
Ｏ
、
八
セ
ン
チ
で
、
身
に
も

鞘
の
本
質
が
少
し
遺
存
し
て
い
る
。

＆
刀
子
破
片

小
さ
い
破
片

で
あ
る
。

■
鉄
鏃

　

一
〇
本

一
〇
本

の
う
ち

一
本
は
平
根
で
鉾
形
を
呈
し
、
逆
刺
を
有
し
て
い
る
。

（
写

真
７
の
中
央
）

こ
れ
は
勾
玉
の
近
く
に
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
九
本

は
尖

根
式
の
鉾
形
で
、
や
は
り
逆
刺
を
有

す
る
。

（
写
真
７
）
多
く
は
西
璧

に
接
し

て
あ
つ
た
。

５
．
鍬
頭

　

一
個

（
写
真
８
）

こ
れ
は
Ｕ
字
形
の
鍬
で
、
長
さ

一
五
セ
ン
チ
、
刃
渡

一
五
、
五
セ
ン
チ
、
柄

部
の
左
右
両
端

の
距
離

は

一
三
、
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

こ
の
半
円
形
に
く
り
込

ま
れ
て
い
る
部
分
に
柄
を

つ
け
る
木
質
部

（
凸
字
形
）
を
さ
し
こ
む

つ
け
で
、

従

つ
て
袖
郡
は
内
側
が
Ｖ
字
形
に
な

つ
て
い
る
。

こ
の
肉
側

の
開

い
て
い
る
部

分
の
開
き
は

一
、
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

＆
飽

　
一
本

（
写
真
７
の
下
段
横
向
き
）

鈍

（
や
り
が
ん
な
）

は
現
長

一
〇
セ
ン
チ
で
、
穂
先
は
小
暮
く
、
長
さ

一
、

五
セ
ン
チ
、
巾
○
、
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。

ア
馬
具
破
片

（
写
真
７
の
右
下
〕

長
さ
六
セ
ン
チ
内
外
の
鉄
製

品
で
、　
一
部
で
あ
る
た
め
は
つ
き
り
し
な
い
が

馬
具
の

一
部
と
思
わ
れ
る
。

＆
土
器
土
器
に
は
埴
器
と
須
恵
器
が
あ
り
、
羨
道
部
つ
ま
り
古
墳
内
に
ぁ
っ
た
も
の

と
、
竪
穴

の
上
部
す
な
つ
ち
古
墳
外
に
あ
っ
た
も
の
を
区
分
す
れ
ば
、
古
墳
周

に
あ
つ
た
も

の
は
須
恵
器
生
埴
器
で
、
古
墳
外
に
あ
つ
た
も
の
は
埴
器
の
み
で

あ
つ
た
。

ａ
須
恵
器

（
写
真
９
）

須
恵
器
は
み
な
羨
道
肉
に
あ
つ
た
も

の
で
、
完
全
形
の
蓋
杯

一
個
と
他
は
破

片
で
あ
つ
た
が

こ
れ
を
一優
原
す
れ
ば
蓋
杯

一
個
と
、
縁
ス

ま
り
）

一
個
と
な
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
復
原
図

は
第
２
図
の
左
側
に
示
す
通
り
で
あ

っ
。

こ
の
第

２
図
の
左
側
上
段

の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
完
全
形

（
日
唇
の

一
部
欠
）

で
日
径

-60-



一
二
、
四
セ
ン
チ
、
日
唇
径

一
〇
、
五
セ
ン
チ
で
、
高
さ
五
セ
ン
テ
、
日
唇
部

の
高

さ

一
、
七
セ
ン
チ
で
摘
み
は
な
い
。
中
央

の
も
の
は
大
部
分

の
破
片
を

接
着
し
て
復
原
形
を
ぇ
が

い
た
蓋
杯
で
あ
る
。
日
径

一
二
、
四

セ
ン
チ
、
日
唇

径

一
一
セ
ツ
チ
、
全
体

の
高
さ
五
セ
ン
テ
と
思
つ
れ
る
。
日
啓
の
高
さ
ニ
セ
ン

チ
で
、
唇
部
が
外
に
開

い
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
上
段

の
も
の
の
口
路
が
出
に

使
い
て
い
る
の
を
反
対
で
あ
る
。
ま
た
口
縁
が
外
に
出
て
い
る
の
も
こ
の
た
め

で
あ
る
。
下
段
の
も
の
は
後

で
、
こ
れ
は
後
世
の
椀

（
つ
ん
）
に
当
る
土
器
で

あ
る
が
、

日
径

一
一
セ
ン
テ
、
高
さ
五
セ
ン
チ
で
、
日
縁
が

二
重
に
な

つ
て
先

端
が
外
に
反

つ
て
お
り
、
腹
部
に
突
起
が
あ
つ
て
蓋
界
に
似
て
い
る
。

ｂ
埴
器
埴
器
の
う
ち
古
墳

ｎ
に
あ
つ
た
も
の
は
写
真

ｌｏ
に
あ
る
も
の
で
、
み
な
破
片

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
復
原
す
る
と
高
界
二
個
と
邦

一
個
と
な
る
よ
う
で
あ

の
。

界
は
余
り
に
小
さ
く
、
全
形
を
描
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
高
界
二
個
を
復

原
し
た
形
は
第
２
図
右
側
に
示
し
た
も

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
高
琴
は
大
小

二
個

で
小
さ
い
方
は
口
径

一
七
セ
ン
テ
、
界
部
の
高
さ
六
、

ニ
セ
ツ
チ
、
日
縁
部
は

外
側
に
開
い
て
い
る
。
こ
れ
は
大
き

い
方
も
同
じ
で
、

口
径
二
五
セ
ン
テ
、
界

部
の
島
さ
九
セ
ン
チ
で
、
こ
れ
も
日
縁
部
が
外
側
に
開
い
て
い
る
。
・脚
部

の
長

さ
は
つ
ひ
ら
な
い
が
、
脚

は
円
筒
形
で
、
中
央
に
孔
が
賃

通
し
て
い
る
。
底
部

は
第
２
図
の
下
段
に
示
し
た
ご
と
く
、

こ
れ
は
天
形
の
も
の
の
底
と
思

つ
れ
る

が
、
底
径

一
三
、
五
セ
ン
チ
、
高
さ
二
、
七
セ
ン
チ
で
、
こ
れ
も
外
側
に
開
い

て
い
る
。

百
墳
外
の
竪
穴
上
部
に
あ
つ
た
埴
器

の
破
片

は
極
め
て
多
く
、
数
百
片
に
及

ん
で
い
る
が
、
そ
の
破
片
は
高
界
と
不
の
破
片

の
よ
う
で
、
写
真
１１
に
見
る
ご

と
く
、
高
芥
が
圧
倒
的
に
多
く
、
少
な
く
と
も
九
個
以
上
で
あ
る
。
小
さ
い
破

片

は
写
真
１２
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

こ
ち
ら

の
高
界

は
写
真
で
見
る
よ
う
に
、

不
部

は
口
縁
部
が
円
く
内
側
に
曲

つ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
が
古
墳
肉

の
も
の
と
異
な
る
だ
け
で
、
脚
部
は
円
筒
形
で
あ
り
、
底
部
も
外
側
に
開

い
て

は
ば
同
形
で
あ
る
。
界
形
の
土
器
は
回
縁
が
内
側
に
曲

つ
て
い
る
。

こ
こ
の
埴
器
の
高
界
で
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
そ
の
製
法
で
、

多
数
の
高
界

の
破
片
を
見
る
に
、

こ
こ
の
高
界
は
杯
部
と
脚
部
と
が
別
々
に
作
ら
れ
て
お
り
、

外
部
の
つ
け
展
に
は
、

は
め
込
み
式
の
暦
が

は
つ
き
り
残

つ
て

い
る
。
さ
ら
に

界
都
も
回
縁
部
と
底
部
と
に
分
け
て
作
ら
れ
て
い
て
、

日
縁
部

と
底
部
と
の
接

合
部
分
は
榛
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
２
図
に
み
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
手

法
は
、
埴
器
の
も

つ
と
も
古

い
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
東
原
都
北
多
摩
郡
狛
江

町
和
泉
出
上

の
土
器
を
標
式
と
す
る
い
つ
ゆ
る
和
泉
式
上
器

の
手
法

と
同
じ
で

ぁ
る
０
。
し
か
も
こ
こ
の
も
の
は
、
口
縁
部
と
区
部

と
そ
俵
合
さ
せ
る
た
め
に
、

日
縁
部
と
底
部
の
接
着
面
に
雄
型
と
雌
型
を
造

つ
て
、

こ
れ
を
か
み
合
わ
せ
て

接
着
面
を
丈
夫

に
す
る
工
夫
が
施

こ
さ
れ
て
い
る
。
拓
影
１
は
そ
の
接
着
面
を

示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
工
人
た
ち
の
上
器
製
作
の

一
面
を
知
り
得

る
疑
味
あ
る
資
料
で
あ
る
。

四
、
古
墳

の
特
徴
と
年
代

こ
の
古
墳

は
、
地
下
式
古
墳
で
あ
る
か
ら
古
墳
時
代
の
後
期
の
も
の
で
あ
る

が
、
形
式

は
玄
室
が
竪
穴
と
羨
道

の
方
向
の
延
長
方
向
に
長
く
、
そ
し
て
玄
室

は
長
さ
、
三
、
Ｔ
Ｏ
メ
ー
ト
ル
、
巾

一
、
八
〇
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
約

一
、
四
〇

メ
ー
ト
ル
で
相
当
に
大
き
く
、　
沙
つ
玄
室

は
切
妻
造
り
の
家
形
を
な
し
て
お
り
、

地
下
式
古
墳
と
し
て
は
古

い
形
式
で
あ
る
。
遺
物
も
須
恵
器
を
有
し
、
鉄
属
も
尖

り
根
が
多
く
、
後
期
古
墳
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
が
、
須
恵
器
も
蓋
メ
は
日
唇

部
が
高
く
、
″ケ

は
古
い
形
を
示
し
、
須
恵
器
と
し
て
は
古
式
の
も

の
で
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
埴
器

は
前
に
見
た
ご
と
く
、
高
界
は
募
都
の
構
造
が
和
泉
式

と
同
じ
で
あ
り
、
界
も
鬼
高
式
と
同
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

古
墳
の
構
造

と
同
様

に
遣
物
も
ま
た
後
期
で
も
古

い
時
代
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
考
ゆ
べ
き
は
、
古
墳
内
に
は
二
個
の
議
不
を
狂

上
二
個

の
須

恵

器

が
あ
つ
た
が
、
外
部

の
竪
穴
上
に
は
、
あ
演
ほ
ど
多
く
の
埴
器
が
あ
つ
た
の
に
、

須
恵
器
が

一
個
も
な
か
つ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

ひ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
思

う
に
、
当
時
須
恵
器
は
舶
来
ま
た
は
新
し
い
製
法
に
よ
る
焼
物

で
珍
重
さ
れ
た

で
あ
ろ
う

ひ
ら
、
こ
れ
に
食
物
を
盛

つ
て
死
者
に
供
し
、
古
墳
外
の
竪
穴
上
で

は
祭
祀
を
行
な

つ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
珍
奇
な
も
の
は
用
い
な
か

つ
た
の
で

は
な

沙
ろ
う

か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
須
恵
器
が
珍
ら
し
沙
つ
た
時
代
で
、

こ
の
古
墳

の
時
代
と
も
見
合
う
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て

も
、

こ

の
古
墳

の
形
式
と
遺
物
か
ら
見
て
、
古
墳
の
年
代

は
古
墳
時
代
後
期
で
も
古
く
、



だ
い
た
い
六
世
紀
の
前
半
ご
ろ
の
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
ひ
と
思
う
。

な
お
玄
室
や
羨
道
に
土
器
を
副
葬
す
る
こ
と
は
多

い
が
、
竪
穴
に
土
器
を
入

れ
て
い
る
例
は
極
め
て
補
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
は
竪
穴

の
、
し

ひ
も
地
表
に

近
い
と
こ
ろ

ひ
ら
影
だ
し
い
埴
器
が
見
出
だ
さ
れ
こ
と
は
異
例
と
い
つ
て
艮
い
。

さ
ら
に
こ
の
地
下
式
古
墳
と
、
西
方

の
円
墳
と
の
関
係

も
重
要
で
あ
つ
て
、
円

墳
を
実
測
し
て
み
な
け
れ
ば
判
ら
な

い
が
、　
一
見
し
た
所
で
は
、

こ
の
円
墳

は

東
側
が
多
少
削
ら
れ
た
よ
う
な
形
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
原
形
に
復
原

さ
れ
る
と
、
或
い
は
地
下
式
古
墳

は
円
墳

の
下
に
な
る
の
で
は
な

ひ
ろ
う

ひ
と

思
う
。
も
し
そ
う
な
る
と
両
吉
墳
の
先
後
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
ご
と
く
、
こ
の
古
墳

は
冨
崎
市
で
発
見
さ
れ
た
地
下
式
古

墳
と
し
て
初
め
て
学
術
調
査
を
行
な
つ
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
極
め
て
特
色
あ
る
古
墳
で
あ
り
、

こ
の
古
墳

の
発
見
に

よ
つ
て
、

こ
の
地
区
に
は
な
お
多
数
の
地
下
式
首
墳

の
荷
在
が
確
認
さ
れ
た
な

ど
、
幾
多
の
辛
術
上
の
収
穫
を
残
し
た
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。

註
①
　
昭
和
十
八
年
宮
崎
県
発
行

「
六
野
原
古
墳
調
査
報
告
書

」

・９
　
杉
原
荘
介
、
中
山
惇
子
両
氏

「
土
師
器

」

（
測
出
書
房

「
日
本
考
古

宰
講
座

」
５
古
墳
時
代
、

二
〇
八
頁
参
照
）

」
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第
1図
 
宮
崎
市
下
北
方
町
地
下
式
古
墳
実
測
図

(平
 
働
 
回
)

Ｉ 岱 い Ｉ

懐
廷
療
附
口
)

(イ
ゴ
弟
憲
野
口
)

1■



第 2図 土器実測図(1)

逮 碁 霧 不

陛 _一 一 一 学 ≧ 邸
れ
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第 2図  土器 実測 図 (2)

須 畠器毯野

。        ゴCrr・
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拓影 1 土師器高郷部上下の接着面
(lX2)|ま雄型、(,)は雌型

(4)(3)
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写真 1 西 側 の 円 墳

写真2 天 丼 の 破 壊 口



写真3 玄 室 内 の 状 況

写真 4 同 上



写真 5玉

黎 6刀 2口

…69-



写真 7 鉄 鏃 ほ か



写真9 羨道内にあった須恵器

写真10 羨道内にあった埴器



写真11 堅穴にあった埴高杯

写真12 堅穴にあった埴器破片
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五
、
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
横
穴
古
墳
調
査
報
告



西

臼

杵

郡

一田同
千

輔

削

離

敬

報

生
口

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
発

見

の

動

機

昭
和
四
十
五
年
二
月
十

六
日
高
千
穂
町
教
育
委
員
会

の
要
請
に
よ
つ
て
同
町

に
出
張
同
町
大
字
岩
戸
字
桑
水
流
の
横
穴
と
同
町
天
字
田
原
字
今
狩
の
検
穴
古

墳
ぞ
見
た
。

大
字
岩
戸
字
桑
水
流
の
横
穴

は
、
すヽ
で
に
古
く

沙
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
道
路
が
通
す
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
見
て
も
ら

い
た
い

と
い
う

こ
と
で
、
同
陶
教
委

の
後
藤
主
事
の
案
肉
で
県
教
委
の
加
藤
主
事

と
共

に
明
地
を
訪

れ
て
み
た
。
写
真
１
は
そ
の
現
況
で
あ
る
。

こ
れ
は
道
路
が
で
き
て

も
、

こ
れ
を
壊
さ
な

い
よ
う
に
考
慮
し
て
工
事
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
ひ
ら
、
ま
ず
壊
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思

つ
れ
る

の
で
写
真
を
と
る
だ
け
で
帰

つ
た
。

大
字
田
原
字
今
狩
の
も
の
は
、
道
路
を
造
る
た
め
に
基
盤
整
備
工
事
を
行
う

う
ち
昭
和
四
五
年
二
月

一
四
日
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

川
困
の
石
棺
の
調
査
を
終

つ
た
の
で
、
帰
る
た
め
に
町
教
委
に
挨
拶
に
行

っ
た

と
こ
ろ
が
、
こ
の
横
穴
の
発
見
が
報
ぜ
ら
れ
た
の
で
再
び
田
原
に
向

つ
て
調
査

し
た
。
し

か
し
写
真
２
で
見
ら

れ
る
ご
と
く
、
横
穴
は
か
な
り
低

い
″
一
こ
ろ
に

あ
り
、
且

つ
水
道
省
が
破
裂
し
た
と

ひ
で
、
底
部
に
は
水
が
た
ま

つ
て
お
り
、

遺
物

は
す
で
に
掘
り
出
し
て
近
く
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
し

ひ
る
火
山
灰

地
帯
で
あ
る
た
め
、
水

の
排
出
が
困
難
で
あ
つ
た
の
で
調
査

は
不
可
能
で
あ
つ

た
。

二
、
出

上

の

遺

物

こ
の
横
穴
の
あ
る
土
地

は
同
町

天
字
田
原
今
狩
都
と
ら
の
氏
の
所
有

で
あ
る

が
遺
物
も
同
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
町
史
編
纂
委
員
の
西
川
功

氏

の
案
内

で
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
遺
物

は
刀

一
振
、
刀
子

一
振
、
鉄
鏃

八
本
で
あ
つ
た
。

（
写
真
３
）

１
　

刀
　
　
一
振

直
刀
で
檎
部
の
檎
頭
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
長
六
七
セ
ン
チ
、
う
ち
檎
長

八
、
七
セ
ン
チ
で
、
桐
は
巾

一
、
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
Ｏ
、
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。

身
巾
は
中
央
で
二
、
五
セ
ン
テ
、
棟
巾

は
Ｏ
、
八
セ
ッ
チ
で
あ
る
。

２
　
刀
子
　

一
振

紀
め
て
小
さ
く
、
ま
た
折
れ
て
い
る
。

３
　

鉄

鏃

　

八
本

平
根
が

一
本
、
尖
り
恨
が
七
本
で
、
平
恨
は
三
角
形
で
、
長
さ

一
七
セ
ン
チ
、

尖
り
恨

は
ほ
を
ん
ど
刀
形
の
も
の
で
あ
る
。

三
、
時

代

と

保

存

こ
れ
ら
の
横
穴
古
墳
は
、
み
な
こ
の
地
方

の
特
徴

で
、

火

山

灰

層

に

掘

り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
横
穴

は
ま
だ
充
分
調
査
さ
れ
て

い

な

い

が

、　
そ

の
出
土
品

沙
ら
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鉄
鏃

の
尖
り
視

が
圧

倒

的

に

多
く
、
平
根
式
は

一
本
に
過
ぎ
な

い
こ
と
は
、
短
甲
の
発
達
を
見
た
古
墳
時
代

後
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
。
従

つ
て
こ
れ
ら
の
横
穴

は
古
墳

時
代
後
期

（今
か
ら

一
、
四
〇
〇
年
ぐ
ら

い
前
）

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
狩
の
横
穴

は
、
そ
の
位
置
か
ら
考
え
て
こ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
り
、
保
存
す
れ
ば
、
道
路
の
破
壊
、
そ
の
他
の
災
害
を
生
ず
る
虞
れ

が
あ
る
。
従

つ
て
こ
れ
は
埋
め
て
残
す
以
外
に
方
法

は
な

い
の
で
あ
る
。
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写 真 i

写 真 2
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写真 3
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六
、
西
日
杵
郡
高
千
穂
町
奥
鶴
の
箱
式
石
棺
調
査
報
告



西

臼

杵

郡

一口同
千

穂

町

奥

釉

肋

肺

猷

報

生
口

石

川

恒
太
郎

一
、
発

見

の

動

機

西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
天
字
川
肉
字

染
鶴

の
小
字
丸
山
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
は
、
熊

本
県
境
に
近

い
と
こ
ろ

で
、
標
為
八
四
五
メ
ー
ト
ル
の
山

ひ
ら
南
に
降

つ
て
い

る
細
長
い
尾
で
、
そ
の
標
高
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

細
長
い
山
の
尾
に
箱
式
石
棺
が
群
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者

は
嘗
て
昭
和

一
七
、
八
年
ご
ろ
、
同
地
の
改
橋
本
惣

一
氏
の
案
内
で
こ
こ
に
釆
た
こ
と
が
ぁ

り
、
こ
の
尾
の
西
側
に
旧
道
が
開

沙
れ
た
と
き
、
箱
式
石
棺
の
側
璧
ら
し
い
石

が
牛
車

に
追
つ
て
掘
り
出
さ
れ
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
二
六
年
に
こ
の
尾
の
上
方
に
簡
易
水
道

の
調
圧
槽
が
設
置
さ
れ
た
と
き

一
基
の
石
棺
が
掘
り
出
さ
れ
そ
の
中

か
ら
短
剣

一
振
が
発
見
ど
れ
、
こ
の
遺
物

は
町
教
育
委
員
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
昭
和
四
五
年
に
な

つ
て
土
地

の
人
が
、

こ
こ
に
農
道

を
新
設
し
た

と
こ
ろ
が
、
箱
式
石
棺
五
基
お
よ
び
横
穴
二
基
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
町
教
委

よ
り
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
に
調
査
を
依
頼
し
て
き
た
。
そ
れ
で
同
課
の
加
藤

主
事
と
と
も
に
二
月

一
六
日
現
地
を
調
査
し
た
が
、
第
１
図

は
現
朝
の
附
近
笑

測
図
で
あ
る
。簡
易
水
道
謳
Ｌ
槽

の
下
の
１
号
と
あ
る
の
が
短
剣
を
出
し
た
石
棺

で
、

写
真
１
が
生
れ
で
あ
る
。
２
号
、
５
号
、
４
号
、

５
号
、

６
号
と
あ
る
五

基
が
農
道
開
さ
く
の
際
破
壊
さ
れ
た
石
棺
で
、
写
真
２
は
６
号
ぞ
示
す
。

７
号

は
写
真
３
に
見
る
ご
と
く
、
嘗

て
筆
者
が
見
た
石
棺
９
の
側
璧

で
あ

つ
て
ほ
と

ん
ど
当
時

の
ま
ま
に
残

つ
て
い
た
。
そ
れ
で
こ
れ
は

一
七
日
発
掘
調
査
を
行
な

つ
た
。
８
号
と
９
号
は
横
穴
古
墳
ら
し
く
、

８
号

は
破
壊
ど
れ
て
お
り
、
ワ
号

は
天
丼
部
に
穴
が
あ
き
玄
室
が
見
え
て
い
る
が
、
硝
子
な
ど
の
捨
場
と
な

つ
て

お
り

（
写
真

４
）
、
小
さ
い
杉
が
造
林
し
て
あ
る
た
め
ρ
、
地
主
が
発
掘
を
許

さ
な
い
″
添

う
こ
と
で
あ
つ
た
。
１０
号
は
７
号
の
西
に
旧
道
を
距
て
て
あ
る
が
、

余
程
以
前
に
破
壊
さ
れ
た
ら
し
く
巨
大
な
石
が
あ
り
、
傍
ら
に
榊

の
巨
木
が
立

つ
て
い
る
。

（
写
真
５
）

二
、
発

掘

の

結

果

二
月

一
七
日
７
号

の
石
棺
を
発
掘
調
査
し
た
が
高
千
穂
面
教
委
の
後
藤
主
事
お

よ
び
高
千
穂
高
校
教
諭
沢
武
人
．氏
ら
が
参
加
さ
れ
た
。

発
掘
の
結
果
箱
式
石
棺

一
基
を
発
見
し
た
。
こ
こ
の
石
棺

は
千
枚
岩
ま
た
は

泥
灰
岩
な
ど
を
利
用
し
た
切
石
を
組
み
合

わ
せ
て
箱
形
の
石
権
を
造

つ
て
い
る

も
の
で
、
簡
易
水
道
の
調
圧
構
下
に
あ
つ
た
も
の
は
千
枚
岩
で
あ
つ
た
が
、
７

号
の
は
泥
灰
岩

の
板
状
に
割
れ
る
石
で
造
ら
れ
て
い
た
。
第
２
隠
に
見
ら
れ
る

ご
と
く
、
石
棺

は
ほ
ぼ
東
西
に
方
位
し
て
い
た
が
、
詳
し
く
言
え
ば
来
西

よ
り

約
２０
度
北
に
傾

い
て
い
た
。
石
権
の
側
璧

は
北
を
開
の
長
い
西
側
盛

が
二
棋
の

石
を
立
て
並
べ
て
造
り
、
東
の
側
璧

は

一
枚
の
石
を
立
て
、
南
の
側
藍

の
石
は

前

沙
ら
下
に
ず
り
落
ろ
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
上
部
か
ら
表
土
を
除

い
て
行

つ
た
が
、
地
表

沙
ら
約
五
〇
セ
ン

チ
の
と
こ
ろ
で
石
棺
の
側
璧
の
上
部
が
表

わ
れ
た
。
写
真
６
は
そ
れ
を
示
す
。

さ
ら
に
権
内
の
土
を
除
く
と
、
棺
底
に
は
約
四
セ
ン
テ
肉
外

の
厚
さ
に
粘
土
が

敷
か
れ
、
蓋
石
が

一
枚
落
ち
こ
ん
で
い
た
。
写
真
７

は
そ
の
状
況
を
示
す
。
さ

ら
に
棺
底

の
粘
土
を
除
く
と
、
そ
の
下
に
底
石
が
敷

ひ
れ
て
い
た
。
第
二
図
平

面
図
と
写
真
８
と
は
そ
の
状
況
を
示
す
。
そ
し
て
そ
の
間
に
僅
少

な
遺
物
を
発

見
し
た
。

石
棺

の
規
模

は
比
較
的
大
き
く
、
西
側
は
側
壁

が

は
ず

れ
て
い
る
が
、
東
西

の
長
さ
約
ニ
メ
ー
ト
ル

（
内
側

の
長
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
）
雨
北

の

巾

は
約
八
〇
セ
ン
チ

（肉
径
約
バ
五
セ
ン
チ
）
で
、
第
２
図

の
横
断
図
に
見
る

ご
と
く
、
楠

は
上
部
が
内
側
に
傾

い
て
い
る
。
ま
た
棺
底

は
東
よ
り
西
側
に
や

や
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
２
図
縦
断
図
に
見
ら
れ
る
通
り

で
あ
る
。
棺

の

深
ど
は
七
〇
セ
ン
チ
肉
外

で
、
棺
側

の
頂
上

は
、
地
表
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
内
外

で
あ
る
が
、
石

の
厚
さ
は

一
〇
セ
ン
テ
内
外
で
、
元
来
は
蓋
石
が
下
に
四
枚
、

上
に
継
目
に
三
枚
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
．
棺

の
頂
上
は
現
在

の

地
表

か
ら
三
〇
セ
ン
チ
肉
外
下
の
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
も
の
と
思

つ
れ
る
。
そ
し

て
第
１
図
に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
棺
と
棺
と
の
距
離

が
近
く
、

６
号
と

-77-



７
号
と
は
・、
僅

ひ
に
三

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
だ
け
で
、
７
号
と
側
号
も
ま
た

そ
の
程
度
で
あ
る

沙
ら
、
こ
れ
ら
の
石
棺
に
は
盛
り
上

（封
土
）

は
な

ρ
つ
た

も
の
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三
、
遺
　
　
　
物

遺
物

は
極
め
て
貧
弱

で
、
写
真
ワ
に
見
ら
れ
，
ご
と
く
、
埴
器
破
片

二
点
と

小
刀
子

一
振
お
よ
び
鉄
器
破
片

一
個
に
過
ざ
な
か
つ
た
。

１
　

埴

器
破
片

　
一
一
点

こ
れ
は
埴
器
の
メ

（小
形
）
の
破
片
の
よ
う
で
あ
る
。

２
　
小

刀

子

　

一
振

檎
頭
郡
を
欠
狼
し
て
お
り
、
現
長
八
セ
ン
テ
、
身
巾
ニ
セ
ン
チ
の
小
形
の
も

の
で
あ
る
。

３
　
鉄
器
破
片

一
個

こ
れ
は
極
め
て
小
さ
い
破
片
で
、
鈍
の
柄
部
破
片
に
鉄
鏃
の
破
片
ら
し
い
も

の
が
誘
着
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
棺
内
の
遺
物
が
少
な
い
こ
と
は
棺

の
蓋
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
埴
器
破
片
な
ど
が
棺
肉
で
散
乱
し
て
い
た
こ
と
と
併
せ
考
え
て
、
ず

で
に
早
く
益
掘
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
遺
物

は
盗
掲
者
が
見
落
し
た
品

と
考
え
ら
れ

二や
。（

附
）

上
部
石
棺

よ
り
出
た
短
剣

　

一
振

こ
れ
は
上
方
の
簡
易
水
道
調
圧
槽
を
造
つ
た
と
き
発
見
さ
れ
た
石
権
内
に
あ

つ
た
も
の
で
、
檎
改
部
を
欠
い
で
い
る
が
、
功
長
二
五
セ
ン
テ
、
身
巾

二
、
五

セ
ン
チ
で
、
先
端

よ
り

一
本
セ
ン
チ
の
″
こ

ろ
で
身
が
折
れ
て
い
る
か
接
合
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
小
さ
い
鉄
創
で
あ
る
が
、
そ
の
鐸
口
と
鞘
口
に
、
芙
事
な

鹿
角
製
の
装
飾
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
。
輪
飾
り
は
長
径
七
．
七
セ
ン
チ
、
短
径

二
、
こ
セ
ン
チ
ぬ
外
の
長
惰
円
形
で
、
約

六
分
を
遺
荷
し
、
巾

二
、
五
セ
ン
テ

写
真

ｌｏ
お
よ
び
実
測
図
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
こ
の
上
下
○
、
五
セ
ン
オ
と
○
、

七
セ
ン
チ
を
除
い
た
中
央

一
、
三
セ
ン
テ
内
外

の
文
様
帯
に
半
肉
彫

の
直
弧
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
鹿
角
製
刀
装
具

ば
、
今
日

ま
で
東
諸
県
郡
国
富
町

の
六
野
原
の
地
下
式
古
墳
や
同
町
本
庄
、
同
町

太
坪
な
ど
の
地
下
式
古
墳
、
お

よ

び
都
城
市

大
字
川
東
牧
ノ
原
の
地
下
式
古
墳
な
ど

ひ
ら
、
鹿
角
製
納
頭
、
同
鐸
飾
、

同
輪
飾
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
が
、
今
回
は
鐸
飾

と
硝
飾
が
施
こ
さ
れ
て
い
る
も
の

が
出
た
の
で
、

こ
れ
ら
が
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
沙
を
知
る
上
で
、
貴
重
な

資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
こ
の
遺
物

は
特
筆
に
値
す

る
の
で
あ
る
。

四
、
年
代
お
よ
び
今
後
の
保
存

以
上
に
記
し
た
ご
と
く
、

こ
こ
に
は
箱
式
石
棺
が
群
在
す
る
わ
け
で
、
箱
式
石

棺
群
と
呼
ぶ
こ
と
が
滴
当
で
あ
る
。
だ

い
た
い
こ
の
よ
う
な
箱
式
石
棺

は
、
群
在
　
・

釉膵一．』諦準醸静”幡郡デ増醐曝御醇Щ群隊伸慟肺加ば
榔卿�］謳都、一７８

穂
町
川
内
字
奥
鶴
に
及
蛮

南
は
門
川
町
か
ら
耳
川
ぞ

い
に
諸
塚
村
松

ノ
平
、
そ
の

雨
岸
西
郷
村
尾
佐
渡
に
あ
り
、
ま
た
県
南

串
間
市
の
雨
本
地
方
の
海
岸
ぞ

い
の
山

に
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
は
千
枚
岩

の
自
然
石
を
用
い
る
も
の
沙
ら
切
石
を
用
い
る

６
の
ま
で
、
種

々
の
種
類
が
あ
る
が
、
形
式
的
に
見
れ
ば
、
千
枚
岩

の
自
然
石
を
用
い
て
箱
形
そ

造
り
、
箱
形
は
棺
側
の
長

い
方
の
側
石

が

長
く
棺
身

よ
り
副
後
に
突
出
し
て
い

て
、
前
後
に
小
さ
い
室
が
で
き
て
お
り
、　
ひ
っ
、
棺
底

の
底
石
の
な
い
も
の
が
古

い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
箱
式
石
棺

は
弥
生
時
代

ひ
ら
占
墳
時
代
を
通
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
石
権

の
時
代
を
決
定
す
る
に
は
、
そ
の
出
土
品

に
よ

つ
て
刈
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
石
棺

沙
ら
の
出
土

品
は
埴
器
が
あ
っ
た

ρ
ら
弥
生
時
代
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら

沙
で
あ
る
。

し
か
し
埴
器
が
あ
つ
て
、
須
恵
器
は
な

ひ
つ
た
し
、
そ
の
他
の
出
土
品
も
新
ら
し

い
も
の
は
な

い
の
で
、
だ

い
た
い
古
墳
時
代
中
期

（
今

沙
ら
千
五
一白
年
ぐ
ら
い
前
）

の
も
の
を
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

今
後
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
７
号
石
棺

は
蓋
石
を
し
て
西
側

沙
ら
の
ぞ
き
見
ら



れ
る
よ
う
に
学
生
、
生
徒
の
見
学
に
資
す
る
と
と
も
に
将
来
に
保
有
す
る
こ
と

と
し
た
。
そ
の
他
の
も
の
に

つ
い
て
は
い

こ
の
土
地

の
人
々
は
、
こ
れ
ら
古
墳

の
主
を
非
常
に
尊
敬
し
て
い
る
の
で
故
意
に
破
壊
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思

わ
れ
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
県
指
定
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
′ｃ

第 1図

日道 (至熊本県 )

高千穂印 II内丸山遺跡附近図
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延
岡
市
友
内
山
箱
式
石
棺
調
査
報
告

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
所

在

と

現

状

延
岡
市
無
鹿
町
の
友
肉
山

は
北
川
が
延
岡
港
に
注
ぐ
と
こ
ろ
の
欝
岸
に
あ
り
、

北
川
と
こ
れ
よ
り
岐
れ
て
寺
島
の
西
岸
を
流
る
る
支
流
と
に
換
ま
れ
た
丘
地
で
、

標
高
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
方
が
南
北
二
つ
に
分
れ
た
石
鏃
形
の
丘
で
あ
る
。

こ
の
丘
上
に
五
基

の
円
墳
が
あ
り
、
県
指
定
で
あ
つ
た
が
再
宅
地
開
発

の
た

め
他
の
四
基
は
破
壊
さ
れ
、
さ
き
に
日
高
正
晴
氏
ら
が
調
査
さ

れ
た
も

の
の
残

り
で
、
こ
の
古
墳

は
南
側

の
丘
の
東
端
に
位
置
し
て
い
た
。
丘
頂
が
隆
然
と
し

て
高
く
円
墳
状
を
呈
し
、
頂
上
や
や
北
寄
り
に
「
三
島
さ
ん

」
と
里
人
に
呼
ば

れ
る
祠
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。

大
山
祇
命

を
ま
つ
る
も
の
に
三
島
神
社
と
い
う

も
の
が
多
い
沙
ら
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

平
部
崎
南
編
者

の
「
日
向
地
誌

」

（粟
野
名
村

の
部
）
に
、

「
輌
肉
陵
本
村
ノ
東
北
隅
北
川
ノ
南
涯
輛
内
郵

ノ
西
畔

ニ
ア
リ
其
地
隆
起
シ
テ
円
ナ

リ
、
今
ヲ
距
ル
六
十
余
年
文
政
ノ
初

メ
土
人
其
顛
ヲ
墾

シ
テ
石
椰
及

ヒ
短

刀
ヲ
得
タ
リ
ト
云

フ
、
此
ヨ
リ
二
十
間
許
東

二
離

レ
又
隆
然
ト
シ
円
ナ
ル

処

一
ケ
所

ア
リ
古
陵

二
疑

ハ

ン

ト

雖
モ
今
徴
ト
ス
ル
所
ナ
シ
」

と
あ
る
が
、
こ
の
古
墳

は
後
者

の
「
古
陵

二
疑

ハ
シ

」
と
あ
る
も
の
に
当
る

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
古
墳

は
一
基
残
さ
れ
て
い
た
が
、
民
家

が
す
ぐ
下
に
接
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
ま
ま
存
置
し
て
お
け
ば
、
土
砂
の
崩
壊
に
よ
つ
て
災
害
の
生
す

る
虞
れ
が

あ
る
と
い
う
の
で
、
地
元
よ
り
指
定
ぞ
解
除
し
て
調
査
の
上
、
記
録
保
存

の
後

開
発
さ
せ
て
欲

し
い
と
い
う
要
望

が
あ
り
、
県
教
委

で
検
討
し
た
結
果
、
記
録

保
存
を
行
う

こ
と
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
四
十
五
年
九
月
七
日

県
社
会
教
育
課
の
寺
原
俊
文
係
長
、
加
藤
成
夫
主
事
と
と
も
に
現
地
に
出
張
し
、

延
岡
市
教
委
社
会
教
育
課
の
甲
斐
常
美
主
事
お
よ
び
同
課
職
員
等
の
参
加
を
得

て
、
同
日
と
翌
八
日
の
二
日
間
に
っ
た
り
発
掘
調
査
を
行
な

つ
た
。

二
、
調

査

の

結

果

九
月
七
日
は
部
落

の
人
夫
数
名
を
雇

い
、
市
社
会
教
育
課
職
員
の
参
加
の
も

と
に
、
丘
頂
に
東
西
に
亘

つ
て
幅

ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン

チ
を
設
け
て
、
そ
の
表
上
を
除

い
た
が
い
ほ
ぼ
中
央
よ
り
東
方

は
す
で
に
地
山

で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
「
三
島
さ
ん

」
に
は
触

れ
な
い
こ
と
に
し
、
そ
の
す
ぐ
近

く
ま
で
北
方
に
ト
レ
ン
チ
を
約

一
メ
ー
ト
ル
拡
張
し
た
と
こ
ろ
が
、

コ
ニ
島
さ

ん

」
の
附
近
に
千
枚
岩

の
破
片
な
ど
が
多
く
埋

つ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ

れ
で
こ
れ
を
追
う
て
発
掘
し
た
結
果
、

つ
い
に
箱
式
石
棺

の
側
石
を
思
わ
れ
る

千
枚
岩
が
二
枚
南
北
の
方
向
に
立

つ
て
い
る
の
を
掘
り
出
し
て
、
こ
の
日
の
作

業
杉
終

つ
た
。

（
写
真
１
）

翌
八
日
は
ま
た
前
日
と
同
じ
人
数

で
、
昨
日
掘
り
出
し
た
箱
式
石
棺

の
他
の

側
石
を
探
し
た
が
、
東
側

の
北
端
に
小
さ
い
石
が
あ
つ
た
だ
け
で
側
石
も
蓋
石

も
な
く
、
こ
の
吉
墳

は
す
で
に
早
く
破
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

ト

た
。
そ
れ
で
こ
の
吉
墳

で
残
さ
れ
て
い
た
構
造
は
次
の
通
り
で
あ
つ
た
。

（
第
　
一８

一
図
参
照
）

石
棺

は
ほ
と
ん
ど
正
し
く
南
北
の
方
向

（
一
〇
度
東
に
似
く
）
に
向
い
。
西

側
の
側
石

は
大
き
い
千
枚
岩

二
枚
よ
り
成

つ
て
い
る
。
北
方
の

一
石
は
長
さ
七

四
セ
ン
テ
、
厚
さ

一
五
セ
ン
チ
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
で
、
こ
れ
に
続
く
南
方

の
石

は
長
さ

一
二
五
セ
ツ
チ
、
厚
さ

一
〇
セ
ン
チ
肉
外
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
つ
た
。

従

つ
て
棺

の
長
さ
は
全
長
二
〇
〇
セ
ン
チ
肉
外
と
な
る
。
東
側

の
石
は
北
端
に

一
石
を
残
す
の
み
で
他
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
石

は
西
側
の
北
方

の
石

の

北
端
よ
り
二
〇
セ
ン
チ
を
距

て
て
平
行
に
長
さ

二
九

セ
ン
チ
、

厚
さ
六
セ
ン
チ

内
外

で
あ
る
。
石
棺
と
し
て
は
棺
の
幅

二
〇
セ
ン
チ
で
は
余
り
に
袂
ま
す
ぎ
る

が
、
恐
ら
く
南
方

が
広
く
な

つ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

西
側
の
側
石

は
高
さ

（
石

の
幅
）
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
少
し
切
り
過
ぎ

た
よ
う
で
、
も
と
は
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
削
石
の
頂

上

は
現
在
の
地
表
下
六
八
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
甚
だ
深

い
。
南
北
の
側

石
も
な

い
が
、
南
端
に
小
さ

い
が
長
さ
二
〇
セ
ン
チ
ヽ
頂
点

の
高
さ
九

セ
ン
チ



の
三
角
形
の
石
が
あ
つ
た
。

な
お
西
側
の
両
石
の
西
方
は
硬
い
山
の
磐
で
あ
る
沙
ら
、
そ
ら
ら
に
側
石
が

あ
る
は
ず

は
な

か
つ
た
。

ま
た
こ
の
側
石
の
棺
内
に
あ
た
る
東
側
に
は
、
東
側

の
石

の
上
方
に
あ
る
「
三
島
さ
ん
」
に
小
積
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
千
枚
岩
や
川

石
な
ど
が
た
く
さ
ん
洛
ち
込
ん
で
お
り
、
石
に
混

つ
て
須
恵
器
の
破
片
多
数

と

弥
生
式
土
器

の
破
片
二
個
、
銅
片
二
個
、
寛
永
通
宝

一
枚
が
見

い
だ
さ
れ
た
。

（写
真
２
）

三
、
遺

跡

の

年

代

以
上
の
通
り
で
、

こ
の
遺
跡
が
千
枚
岩
を
立

て
並
べ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ

の
丘
状
の
諸
遺
跡
と
同
じ
で
、
朗
ら

沙
に
箱
式
石
棺

の

一
部
で
あ
る
が
、
東
側

と
南
北

の
側
石
お
よ
び
蓋
が
取
り
去
ら
れ
て
い
る
こ
と
沙
ら
見
て
、

す
で
に
早

く
破
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
に
持
げ

ｋ
「
日
向
地
誌

」

に
、
文
政

の
初
め
に
土
地

の
人
が
、
西
方
の
古
墳
を
掘

つ
て
短
刀
を
得
た
と
あ

る
こ
と
沙
ら
考
え
て
、
そ
の
際
こ
の
古
墳
も
掘

つ
た
の
で
は
な
沙
ろ
う

沙
、
寛

永
通
宝
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
こ
の
考
え
を
支
え
る
。
寛
永

通
宝

は
明
治
時
代
ま

で
適
用
し
た
か
ら
、
或

い
は
そ
の
後
発
掘
し
て
何

沙
の
事
故
が
あ
り
、
三
島
さ

ん
と
し
て
ま
つ
つ
た
の
沙
も
知
れ
な
い
。

し

か
し
そ
の
以
前
に
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
須
恵
器
の
破
片
が
多
く
埋

も
つ

て
い
る
こ
と
で
明
ら

沙
で
あ
る
。
こ
の
須
恵
器
は
採
集
し
た
も
の
が
、
小

さ
い

破
片

一
四
片
で
、
蓋
界
二
個
、
界

一
個

ひ
二
個
分
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

一
緒
に

見
い
だ
さ
れ
た
銅
片
二
個
は
薄

い
同
じ
銅
片

の
折
れ
で
、　
一
部
に
模
様
が
あ
る

が
何

か
つ
沙
ら
な
い
。
た
だ
そ
の
模
様
は
鋳
造
ど

れ
た
も
の
で

は
な
く
、
叩
き

出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
ど
れ
る
の
は
、
千
棋
岩

の
割
れ
や
川
原
石
な
ど
が
棺
の
上
ま
で

積
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
埋

つ
て
い
た
こ
と
で
、
表
面
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
三
島

さ
ん
の
石
小
積
は
昔
棺
上
に
積
ま
れ
て
い
た
石
の
残
り
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
丘
上
で
は
前
に
日
高
正
晴
氏
が
発
掘
さ
れ
た
積
石
塚

（
ケ
イ
ル
ン
）

が
あ
つ
た
こ
と
沙
ら
見
て
、
こ
の
古
墳

も
そ
の

一
種
上
見
て
よ

い
の
で
は
な
い

ひ
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
見
方
を
採
れ
ば
、
小
さ
い
破
片
な
が
ら
弥
生
式
上
器
の
破
片
二
片
が
棺

底
附
近

か
ら
見
い
だ
さ
な
た
こ
と
を
重
視
せ
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
須
恵
や
銅
の

破
片

は
平
安
時
代

ご
ろ
に
、

こ
こ
の
石
を
利
用
し
て
経
塚

沙
設
け
ら
れ
た
も
の

を
考
え
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
周
岸
に
突
出
し
た
丘
上
に
経
塚
が
歯
ま

れ
た
例
は
、
す
ぐ
近
く
の
同
市
三
須
丘
上
の
円
墳
に
そ
の
実
例
が
あ
つ
た
。

若
し
ま
た
、
こ
れ
ら
須
恵
器
の
破
片
Ｚ
、
こ
の
古
墳
の
副
葬
品
と
考
え
れ
ば
、

古
墳
後
期
の
箱
式
石
権
で
、
銅
片
や
石
積

は
後
世
古
墳
の
石
棺
を
壊
し
て
経
塚

を
作

っ
た
も
の
と
考
え
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
よ
う
に
破
壊
ざ
れ
て
い
る
も
の
は
、
何
れ
と
も
定
め
難

い
が
、
こ
れ
が

箱
式
石
棺
の

一
部
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る

ひ
ら
、
右
に
述
べ
た
二
つ
の

う
ち
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
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高
崎
町
大
字
縄
瀬
字
横
尾

一
、
発
　
見

石
　
川
　
恒
太
郵

の
　
動

機

北
諸
県
郡
高
崎
町
大
字
縄
瀬
字
横
尾
の
森
重
美
則
氏
所
有
の
畑
の
土
地
を
地

均
ら
し
工
事
中
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
の
陥
没
に
よ
り
、
地
下
式
古
墳
三
基
が
発
見
さ

れ
た
と

い
う
報
告
に
接
し
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
六
日
、
県
教
育
庁
社
会

教
育
課
加
藤
成
夫
主
事
と
と
も
に
同
町
に
出
張
、
現
場
に
到

つ
た
。

現
場
は
縄
瀬
小
学
校
の
南
方
の
丘
地
で
、
こ
こ
は
こ
の
丘
か
ら
東
方
に
向

つ

て
降
つ
て
い
る
丘
地
の
ほ
ぼ
頂
上
部
に
当
る
が
、
こ
の
附
近

一
帯
に
地
下
式
古

墳
が
多
く
、
嘗
て
小
学
校
の
校
庭
そ
の
他
か
ら
数
基
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
現
地
に
玄
室
が
破
壊
さ
れ
て
穴
の
あ
い
て
い
た
も

の
は
三
基

で
あ
つ
た
が
、
外
に
竪
穴
の
見
え
て

い
る
所
二
、
三
ケ
所
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
押
さ
れ
て
忽
ち
破
壊
さ
れ
て
し
ま

つ
た
。
そ
れ
で
急
ざ
こ
の

三
基
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
、
同
町
教
委

の
黒
木
社
会
教
育
課
長
の
参
加
を
得
、

町
内
の
青
年
を
人
夫
と
し
て
九
月

二
十
六
日
と
翌
二
十
七
日
に
緊
急
調
査
を
行

な

つ
た
。

二
、
調

査

の

結

果

ま
ず
北
側
の
も
の
か
ら
第

一
号
、
第
二
号
、
第
二
号
と
仮
称
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
地
方

の
地
層
は
黒
色
の
表
土
が
厚
さ
四
〇
セ
ン
テ
か
ら
所
に
よ
つ
て

は
六
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
入
つ
て
お
り
、
そ
の
下
に
厚
さ

一
〇
セ
ン
テ
内
外
の
ロ

ー
ム
層
が
あ
り
、
そ
の
下
に
厚

い
赤
ボ
ラ
の
層
が
あ
る
。
そ
し
て
古
墳
は
こ
の

ボ
ラ
層
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

第

一
号
墳
は
も

つ
と
も
北
の
道
路
に
近

い
所
に
あ
り
、
玄
室
を
西
南
に
羨
道

地
下
式
古
墳
調
査
報
告

を
東
北

に
し
て
作
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
形

は
第

一
図
に
見
る
ご
と
く
、
羨
道

の

片
側
に
玄
室
を
設
け
て
い
た
。
平
面
形
は
Ｐ
字
形
を
な
し
、
玄
室
は
ほ
ぼ
東
南

よ
り
西
方
に
方
位
し
、
長
さ

一
七
八
セ
ン
チ
、
幅
約

一
二
〇
セ
ン
チ
で
、
天
丼

は
破
壊

さ
れ
て
い
た
が
、
だ

い
た
い
一
〇
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
あ
つ
た
と
思
わ

れ
る
。
玄
室
の
床
面
に
は
何
ら
の
遺
構
も
な
く
、
ほ
ぼ
中
央
に
頭
杉
東
南
に
し

足
を
西
北
に
伸
ば
し
た
二
体
分

の
人
骨
が
あ
つ
た
。

（
写
真
１
参
照
）

羨
道
は
玄
室
の
接
点
で
幅
八
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
九
七
セ
ン
チ
で
長
さ
は
八
〇

セ
ン
チ
内
外
で
、
大
き
い
軽
石
で
閉
塞
さ
れ

て
い
た
。
竪
穴
は
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
つ
た
。
玄
室
の
床
面
は
地
表
か
ら

一
八
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
に
あ
つ

た
。人
骨
は
二
体
分
で
、
頭
蓋
骨
は
か
な
り
遺
存
し
て
い
た
が
、
大
腿
骨
、
睡
骨

以
外
は
形
を
想
像
す
る
程
度
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
頭
蓋
骨
は
東
西
に
並
ん
で
い

た
が
、
奥
の
方
の
も
の
は
女
性
で
、
人
口
に
近

い
ほ
う
は
男
性
で
あ

つ
た
。
そ

の
他
副
葬
品

は
な
に
も
な
か
つ
た
。

第
二
号
墳
は
第

一
号
の
南
方
三
メ
ー
ト
ル
内
外
の
と
こ
ろ
に
あ

つ
た
。
こ
れ

は
羨
道
部

の
天
丼
が
破
壊
さ
れ
、
玄
室

に
人
骨
の
あ
る
の
が
見
え
る
状
況
に
な

つ
て
い
た
。

こ
れ
は
第
２
図
に
見
る
ご
と
く
、
玄
室
を
北
に
、
羨
道
と
竪
穴
を

南
に
し
て
設
け
ら
れ
、
そ
の
平
面
形
は
鍵
を
思
わ
せ
る
形
で
、
こ
れ
も
羨
道

の

一
方
側

に
玄
室
が
張
り
出
し
て
い
た
。

玄
室
は
東
西
に
長
く
、
長
方
形
を
呈
し
、
長
さ

一
七
五
セ
ン
テ
、
幅
中
央
で

一　
一
三
セ
ン
チ
で
、
天
丼
は
多
少
の
剣
落
は
あ
つ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
、

高
さ
は

一
〓
一〇
セ
ン
チ
で
半
円
形
そ
な
し
て
い
た
。

（
写
真
２
参
照
）
玄
室

の

床
面
は
地
表
よ
り

一
八
〇
セ
ン
テ
深
く
入

つ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
つ
と
も

地
表
面
は
す
で
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
削
ら
れ
て
い
た
が
、
附
近
の
地
表
と
比
べ

て
み
て
大
体
右

の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

玄
室
の
床
面
に
は
何
ら

の
施
設
も
な
く
、
人
骨

一
体
が
、
頭
を
東
に
し
、
足

を
西
に
し
て
葬
ら
れ
て
い
た
が
、
頭
蓋
骨
も
壊
れ
遺
骨
は
僅
か
で
あ

つ
た
け
れ

ど
も
頭
蓋
骨
に
は
朱
が
塗
ら
れ
て
い
て
、
洗
骨
の
風
習
を
示
し
て

い
る
。
ま
た

副
葬
品
は
何
も
な
か
つ
た
。

（
写
真
５
参
照
）

羨
道
は
玄
室
の
東
壁
が
南
方

に
伸
び
て
で
き
て
お
り
、
は
な
は
だ
長
く
、
長

さ

一
三
八
セ
ン
テ
。
幅
五
五
セ
ン
チ
、
高
さ
八
〇
セ
ン
チ
で
、
天
丼
は
平
ら
で



あ
る
。
し
か
も
閉
塞
石
は
な
く
、
竪
穴
の
土
が
羨
道
内
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。

竪
穴
は
そ
の
南
に
あ
つ
て
幅
は
、
羨
道
の
東
壁
か
ら
東
に
四
〇
セ
ン
チ
、
同

西
壁
の
西
に
二
五
セ
ン
チ
拡
が

つ
て
い
る
か
ら
、
竪
穴
の
幅
は
一
二
五
セ
ン
チ
で

奥
行
は
七
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
が
計
ら
れ
た
。

第
二
号
墳
は
第
二
号
墳

の
南
方
ニ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
玄
室

ぞ
凸
南
に
、
羨
道
を
東
北
に
し
て
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
古
墳
も
羨
道
の
北
西

方
の

一
方
に
の
み
玄
室
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
平
面
形
は
第
５
図
に
見
る
ご

と
く
、
鳥
に
似
た
形
を
し
て
い
る
。

玄
室
は
長
さ

一
八
四
セ
ン
テ
、
幅
中
央
で

一
〇
〇
セ
ン
チ
天
丼
は
壊
れ
て
い

る
が
、
余
り
高
く
な
く
、
八
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
と
思
わ
れ
る
。
床
面
に
は
何
ら

の
施
設
も
な
く
、
人
骨

一
体
が
ほ
ぼ
中
央
に
頭
を
東
南

に
、
足
を
西
北
に
し
て

葬
ら
れ
て
い
た
。

（写
真

５
）

人
骨
は
頭
蓋
骨
を
は
じ
め
、
脊
椎
骨
、
大
腿
骨
、
歴
骨
な
ど
は
比
較
的
よ
く

残
つ
て
い
た
が
、
他
は
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た
。
ま
た
頭
蓋
骨
に
は
朱
が
塗

つ
て

あ
り
洗
骨
の
風
習
を
示
し
て
い
た
。

（写
真

６
）

ま
た
副
葬
品
と
し
て
剣
が

一
振
、
頭
蓋
骨
の
東
北
方
に
約
二
〇
セ
ン
チ
を
距

て
て
人
骨
に
平
行
し
て
錐
を
東
南
の
壁
に
向
け
て
置
か
れ
て
い
た
。

こ
の
剣
は
総
長
三

一
、
五
セ
ン
チ
、
身
長

一
六
、
五
セ
ン
チ
、
身
巾
中
央
で

二
、
七
セ
ン
チ
で
橘
部
が
良
く
遺
存
し
て
お
り
、
柄
の
遺
存
八
、
五
セ
ン
チ
、

他
は
本
質

の

一
部
が
残

つ
て
い
る
も
の
で
、
柄
に
は
木
質
が
よ
く
残
り
、
幅
三
、

五
セ
ン
テ
、
厚
さ

一
、
七
セ
ン
チ
、
木
質
の
上
杉
紐
で
巻

い
て
い
る
の
が
よ
く

わ
か
る
。
珍
ら
し

い
剣
で
あ
る
。
し
か
も
柄
部
が
こ
の
よ
う
に
木
質
を
残
し
て

い
る
の
に
輪
が
な

い
の
は
、
初
め
か
ら
抜
身
で
副
葬
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（写
真
７
参
照
）

羨
道
は
長
さ
四
〇
セ
ン
テ
、
幅
四
七
セ
ン
チ
で
、
中
央
が
狭
く
、
玄
室

の
入

口
と
、
竪
穴
と
の
接
点
は
五
五
セ
ン
チ
で
あ
る
か
ら
中
央
部
は
崩
れ
込
ん
で
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
羨
道
の
高
さ
は
七
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
し
て
羨
道
は

大
き

い
軽
石
数
個
を
も

つ
て
羨
門
を
塞

い
で
い
た
。

竪
穴
は
そ
れ

に
続
く
東
北
に
あ
り
、

（写
真
４
参
照
）
こ
れ
も
羨
道
の
東
南

の
み
に
拡
が
り
、
西
南
の
長
さ

一
二
〇
セ
ン
チ
、
西
北
の
壁
の
長
さ
六
二
セ
ン

テ
、
東
北
か
ら
東
南

の
壁

は
嘴
状
に
伸
び
て
半
円
状
そ
描
い
て
い
る
。
高
さ
は

古
代
の
地
表
に
及
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
高
さ
は
羨
道
の
天
丼
の
高

さ
で
あ

つ
ｋ
。三

、
遺

跡

と

年

代

こ
こ
の
古
墳

は
右
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
形
が
甚
だ
し
く
流
れ
て

い
る
こ
と
、
地
表
か
ら
比
較
的
浅
く
て
堀
り
易

い
ボ
ラ
層
に
古
墳
を
設
け
て
い

る
こ
と
、
遺
物
が
少
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
こ
の
古
墳
は
、
地
下
式

で
も
最
も
新
ら
し
い
も
の
で
、
古
墳
時
代
後
期

（
約
千
三
百
年
ぐ
ら

い
前
）
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。

―
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第 1図 高崎町横尾地下式第 1号墳

第 2図 高崎町横尾地下式第 2号墳
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第 3図 高崎町横尾地下式第3号墳

t        
…

肥



巧馨尋2

第 2号墳の玄室

写真 i

第 1号墳玄室

の人骨

写真 3

第 2号墳の人骨
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写真4 第 3号墳の竪穴

写真5 第 3号墳の玄室と人骨



写真6 第 3号墳の頭蓋骨

写真7 第 3号墳にあった剣
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九
、
串
間
市
徳
山
地
下
式
古
墳
調
査
報
告



市
徳
山
の
地
下
式
古
墳
調
査
報
告

石
　
川

恒
太
郎

一
、
発

見

の

動

機

串
闘
市
大
字
大
平
字
徳
山
は
、
串
闘
市
上
町
の
東
北
方
約
二
、

五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
の
国
道
三
二
〇
号
線
と
国
鉄
日
南
線
に
換
ま
れ
た
台

地
に
土
取
場
が
あ
る
。
こ
の
土
取
場

は
国
道
二
二
〇
号
線
の
西
側
で
あ
る
が
、

今
ま
で
に
も
約
八
基
の
地
下
式
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る
に
最
近
ま
た
土
取
中
に
三
基
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
た
い
う
の
で
、

胎
和
四
十
五
年
十
月
七
日
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
の
加
藤
主
事
と
現
地
に
出
張

し
た
。
三
基
の
う
ち
最
も
南
に
あ
っ
た

一
基
は
、
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
、
そ
の
跡

を
と
ど
む
る
だ
け
で
ぁ
っ
た
が
、
北
か
ら
第

一
号
、
第
二
号
、
第
二
号
墳
と
呼

ぶ
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
三
基
の
位
置
は
第
１
図
に
示
す
通
り

で
あ
る
。

（写
真
１
は
第

一
号
と
二
号
）

第

一
号
墳
は
竪
穴
が
破
壊
さ
れ
、
羨
道
も
玄
室
も
壊
れ
写
真
２
に
見
る
通
り

で
あ
つ
た
が
、
測
り
得
た
限
り
で
は
、
竪
穴

の
底
は
長
さ

一
、
七
五
セ
ン
テ
、

巾

一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
、
二
五
メ
ー
ト
ル
羨
道
は
入
日
の
巾

一
、
五
五
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
、
羨
道

の
長
さ

（奥
行
）
は
二
〇
セ
ン
チ
、
玄
室

の

巾

（奥
行
）
は
五
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
は
現
存

一
、
九
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、

天
丼
は
平
た
く
、
高
さ
四
四

セ
ン
チ
で
あ

つ
た
。
こ
の
古
墳
に
は
人
骨

一
体
と

剣

一
振
が
あ
っ
た
が
、
す
で
に
発
掘
さ
れ
て
人
骨
は
同
市

の
文
化
財
審
議
委
員

簑
方
政
夫
氏
方
の
墓
地
に
埋
め
、
剣
は
同
氏
が
保
管
し
て
い
た
。

こ
の
市

に
は

こ
れ
ら
の
遺
物
を
保
管
す
る
に
適
当
な
場
所
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

剣
は
写
真
５
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
比
較
的
身
巾
が
広

い
。
総
長
二
七
、
五

セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
二

一
、
ニ
セ
ン
チ
、
茎
の
長
さ
六
、
三
セ
ン
チ
、
身
巾
は

中
央
で
四
、
四

セ
ン
チ
、
関
巾
四
、
八
セ

ン
チ
、
茎
は
梯
形
を
な
し
、
関
の
と

こ
ろ
の
巾
三
、
五
セ
ン
チ
、
中
央
で
二
、
ニ
セ
ン
チ
、
末
端
で

一
、
七
セ
ン
テ
、

厚
さ
は
Ｏ
、
三
五
で
あ
る
。

第
二
号
墳
は
写
真
１
の
左
方
に
板
の
立
て
で
あ
る
も
の
が
こ
れ
で
、
こ
れ
も

破
壊
さ
れ
て
お
り
、
羨
道
は
長
さ

（奥
行
）

一
四
セ
ン
チ
、
高
さ
四
九
セ
ン
チ
、

玄
室
は
長
さ

一
、
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
巾

（奥
行
）
五
五
セ
ン
チ
、
高
さ
約
四
六

セ
ン
チ
で
、
天
丼

は
平
た
い
。
玄
室
は
ほ
ぼ
南
北
に
長
く
設
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
中
央
に
人
骨

一
体
が
南
に
頭
蓋
骨
を
置

い
て
南
北
に
伸
展
葬
さ
れ
て
い
た

が
、
人
骨
は
漸
く
形
を
止
む
る
だ
け
で
、
副
葬
品
も
な
か
つ
た
。
竪
穴
は
底
部

を
測
れ
ば
長
さ

一
、　
〓
一一
メ
ー
ト
ル
い
巾

二
、　
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
地
表
か
ら

の
深
さ

一
、
八
五
メ
ー
ト
ル
で
あ

つ
た
。

こ
の
日
は
雨
天
で
あ
つ
た
の
で
発
掘
は
し
な
か
つ
た
が
、
こ
つ
台
地
に
は
な

お
多
く
の
古
墳
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
破
壊
さ
れ
る

に
委
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
台
地
に
あ
る
処
女
墳
を
発

掘
し
て
記
録
保
存
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
同
年
十

一
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
同
市
に
出
張
し
て
発
掘
調
査
ぞ
命
な

つ
た
。

二
、
発

掘

調

査

発
掘
調
査
に
は
同
市
の
文
化
財
審
議
委
員
の
森
駿
、
簑
方
政
夫
そ
の
他
の
人

々
が
参
加
さ
れ
た
が
、
こ
の
台
地
は
国
道
面
か
ら
の
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
余
で
、

表
面
は
平
ら
で
も
と
畑
で
赤
つ
た
ら
し
い
が
、
今
は
荒
地
で
薄
が
生

い
茂

つ
て

い
た
。
写
真
４
は
そ
の
薄
そ
刈
り
取

つ
た
状

況
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
台

地
上
に
国
道
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
南
北
に
巾

一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

一
〇
メ
ー
ト
ル

の
ト
レ
ン
チ
を
掘

つ
た
。
こ
こ
の
地
層
は
北
ょ
り
南
に
傾

い
て

′
お
り
表
面
の
黒

主
層

の
下
に
ロ
ー
ム
層
が
あ
り
、
そ
の
下
に
褐
色
の
粘
土
質
土
層
が
あ
る
が
、

竪
穴
を
探
す
た
め
に
ト
レ
ン
チ
の
表
土
を
除

い
て
ロ
ー
ム
層
を
出
し
た
。

ロ
ー

ム
層
の
深
さ
は
北

で
五
〇
セ
ン
チ
、
南
で
は

一
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た
が
、
そ
の

最
も
深
い
南
端
に
お
い
て
竪
穴
の

一
部
を
見

い
だ
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
第

一
ト

レ
ン
チ
を
西
と
南
に
延
長
す
る
第
二
、
第
三
の
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
乾

に
竪
穴

の
位
置
を
確
定
し
た
。
第
２
図
は
そ
の
状
況
を
示
す
。
写
真
５
は
掘
り
出
さ
れ

た
竪
穴
の
位
置
で
あ
る
。

つ
い
で
竪
穴
内
に
埋
ま

つ
て
い
る
表
土
を
排
除
し
て

竪
穴
⑭
全
貌
を
出
す
と
、
そ
の
西
壁
に
羨
道
と
玄
室
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
日



は
そ
れ
で
終

つ
た
。

翌
日
は
小
雨
が
降

つ
た
が
大
し
た
こ
と
は
な
く
、
神
酒
を
捧
げ

一
同
古
墳
の

霊
に
黙
祷
し
た
後
発
掘
を
進
め
て
古
墳
の
全
貌
を
出
し
、
こ
れ
を
第
四
号
墳
と

命
名
し
た
。
写
真
６
と
第
二
図
が
こ
れ
を
示
す
。

二
、
古

墳

の

形

状

こ
の
地
下
式
古
墳
は
第
二
図
の
平
面
図
で
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
竪
穴
を
東
南

に
、
羨
道
と
玄
室
を
西
北
に
し
て
造
ら
れ
て
い
た
。
竪
寮
は
東
北
よ
り
西
南
に

長

い
長
方
形
で
、
上
部
が
底
面
よ
り
広

い
逆
梯
形
を
な
し
て
い
た
。
上
部
は
長

さ
二
、
五
五
メ
ー
ト
ル
、
巾

一
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
隅
丸
長
方
形
で
底
面

は
長

さ

一
、
八
二
メ
ー
ト
ル
、
巾
七
五
セ
ン
チ
内
外

の
隅
丸
長
方
形
で
、
そ
の
底
面

は
地
表
下

一
、
二
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。

羨
道
は
竪
穴
の
西
北
側
の
壁
に
開
口
し
て
い
た
が
、
西
雨
部
は
竪
穴

の
底
部

か
ら
北
東
二
五
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
、
北
東
部
は
竪
穴
の
底
部
か
ら
二
〇

セ
ン
テ

の
と

こ
ろ
に
開
日
し
て
お
り
、
そ
の
巾

（
入
日
の
長
さ
）
は

一
、
三
二
メ
ー
ト

ル
、
長
さ

（
奥
行
）
は

一
八
セ
ン
チ
内
外
で
あ
る
。
高
さ
は
五
〇
セ
ン
チ
で
、

入
日
附
近
に
塊
状

の
粘
上
が
多
く
あ
つ
た
が
、
こ
れ
を
も

つ
て
羨
門
を
塞

い
で

い
た
と
な
す
に
は
不
充
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

玄
室
は
そ

の
奥

（
西
北
）

に
あ
り
竪
穴
と
平
行
に
西
南
か
ら
北
東
に
長
い
楕

円
状
で
、
長
さ

一
、
九
四

メ
ー
ト
ル
、
巾

（
奥
行
）
中
央
で
六
八
セ
ン
チ
、
天

井
は
平
ら
で
第
二
図
の
横
断
面
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
玄
室
の
天
丼
は
妄
道
の

入
日
か
ら
斜
め
に
降

つ
て
奥
壁
は
円
く
な
り
、
横
断
図
は
ゴ
ム
長
靴
の
よ
う
な

形
を
呈
す
る
。
床
面
に
は
何
ら
の
施
設
も
な
く
、
人
骨
は
す
で
に
消
滅
し
て
お

つ
た
が
、
玄
室
の
北
東
部
北
寄
り
に
頭
蓋
骨
が
形
だ
け
を
残
し
て
い
た
。
そ
れ

で
こ
の
玄
室
に
は
頭
を
北
に
し
て

一
体
が
葬
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

副
葬
品
は
磯
蓋
骨
か
ら
約
二
〇
セ
ン
チ
離
れ
た
東
南
の
玄
室
の
入
口
に
鉄
鏃
が

一
本
、
刃
を
北
東
に
向
け
て
あ
つ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。

（写
真
７
）

鉄
鏃
は
長
さ

一
〇
、
五
セ
ン
チ
の
剣
先
形
の
平
根
式
で
最
広
部
の
巾
四
セ
ン

チ
で
あ
る
。

（
写
真
８
参
照
）

四
、
古
墳
の
特
徴
と
年
代

こ
こ
に
見
ら
れ
た
四
基
の
古
墳
の
ヶ
‐ろ
、
第
二
号
は
不
明
で
あ
る
が
、
第

一

号
、
二
号
、
涸
号
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
県
下
各
地
の
地
下
式
古
墳
に

見
ら
れ
な
い
特
異
な
も
の
で
、
第

一
に
は
竪
穴
が
大
き
い
割
に
玄
室
が
小
さ
い
。

ま
た
羨
道
は
入
口
が
広
く
奥
行
が
短
か

い
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
他
地
方

に
見

ら
れ
ぬ
も
の
で
、
こ
こ
の
特
徴
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
・か
し
こ
の
よ
う
に
、

羨
道
が
奥
行
が
短
か
く
、
申
し
訳
ば
か
り
に
付

い
て
い
る
こ
と
は
、
や
が
で
羨

道
が
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
退
化
形
式
と
見
る
べ
き
で
、
こ
の
こ
と
は
副
葬

品
の
貧
弱
な
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
従
つ
て
こ
の
古
墳
の
年
代
は
古
墳
時

代
の
後
期
、
今
か
ら
千
三
百
年
ぐ
ら

い
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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第 3図 串間市徳山地下式第4号墳実測図
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巧呼き2

第 1号墳の現況

写真 1

土取場

第 1号墳 (右 )

と第2号墳 (万句

写真 3

第 1号墳出土剣



写真4 台地上 の状況

写真5 竪穴を掘り出した状況



写真 7

玄室に鉄$族

のある状態

写真 6

竪 穴 と玄 室

写真 8鉄
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発

見

の

動

機 石

高
千
穂
町
田
原
字
染
野
平
横
穴

古
墳
調
査
報
告

川
　
恒
太
郎

西
旧
杵
郡
高
千
穂
町
大
字
田
原
字
染
野
平

（
そ
め
の
ひ
ら

）
で
部
落
共

用

の
用
水
濤

（幅
約

一
メ
ー
ト
ル
、
深
約
六
〇
セ
ン
チ
）
を
開
さ
く
中
、
昭
和
四

十
五
年
十
二
月
七
日
偶
然
横
穴
古
墳
の
蓋
石
に
掘
り
当
て
た
の
で
、
同
部
落
で

は
直
ち
に
工
事
を
中
止
し
て
町
教
育
委
員
会
に
屋
け
た
。
町
教
委
で
は
直
ち
に

県
教
育
庁
に
連
絡
し
て
き
た
の
で
、
同
九
日
同
町
に
出
張
し
た
が
、
同
町
に
入

る
国
道
二

一
八
号
線
の
道
路
工
事
に
よ
る
交
通
規
制
の
た
め
バ
ズ
が
延
着
し
た

た
め
午
後
二
時
過
ぎ
に
町
教
委
に
到
着
し
た
。

向
町
教
委
の
職
員
の
案
内
で
現
場
を
見
た
が
、
現
地
は
字
梶
原
か
ら
染
野
に

到
る
道
路
の
中
間
で
、
こ
の
附
近
は
丘
を
削

つ
て
道
路
を
拡
張
し
て
い
る
が
、

道
路

の
曲
り
角
の
丘
を
切
り
取

つ
て
広
い
カ
ー
ブ
の
で
き
て
い
る
す
ぐ
下
で
あ

つ
た
。
こ
の
広

い
カ
ー
ブ
を
造

つ
ｋ
際
横
穴
が

一
基
壊
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で

あ
つ
た
。
現
場
は
用
水
濤
が
丁
度
横
穴

の
と
こ
ろ
ま
で
造
ら
れ
、
そ
こ
で
工
事

は
中
止
さ
れ
、
傍
ら
に
古
墳
の
羨
道
の
口
を
塞

い
で
い
た
蓋
石
が
置
い
て
あ

つ

た
。
蓋
石
は

一
枚
の
凝
灰
岩

で
、
四
角
形
に
近
く
、
長
さ
七
〇
セ
ン
テ
、
幅
六

五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
三
セ
ン
チ
で
あ

つ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
保
存
で
き
な
い
の

で
、
調
査
し
て
記
録
保
存
を
な
す
こ
と
と

し
、
道
具
も
な
い
の
Ｃ
明
日
調
査
す

る
こ
と
と
し
て
引
揚
げ
た
。

高
千
穂

町
の
大
字
田
原
に
は
横
穴
古
墳
が
多
く
、
字
南
平
に

一
一
基
、
字
井

貫
迫
に
六
基
、
字
染
野
平
に
五
基
、
字
南
大
平
に

一
基
、
字
上
西
平
に
三
基
、

計
二
六
基
が
県
の
指
定
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
南
平
の

一
一
基
と
井
貫
迫

の
六
基
お
よ
び
上
西
平
の
三
基
は
、
明
治
四
十

二
年
に
出
版
さ
れ

た
中
村
徳
五

郎
氏
著

「
日
本
開
闘
史

」
に
出
て
い
る
も
の
で
、
井
貫
迫
の
六
基
は
明
治
十
六

年
、
上
西
平
の
三
基
は
萬
延
元
年
に
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
と
書

い
て
あ
る
。
そ

れ
で
染
野
平
の
五
基
と
南
大
平
の

一
基
が
そ
の
後
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
う
ち
染
野
平
の
五
基
は
、

四
基
が
畑
地
に
あ
り

一
基
が
原
野
と
な

つ
て
い
る
が
、
原
野
の

一
基
は
地
番
が

一
、
九

一
七
ノ

一
と
ぁ
つ
て
今
回
発
見

さ
れ
た
も
の
と
同
番
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
今
回
発
見
の
も

の
も
原
野
に

あ
る
関
係
か
ら
、
こ
れ
は
指
定
古
墳
で
は
な
い
か
と
も
疑
が
わ
れ
た
が
、
今
回

の
も
の
は
蓋
を
し
た
ま
ま

発
見
さ
れ
た
こ
と
と
、
こ
の
す
ぐ
上
の
同
番
地
に
あ

つ
た
横
穴
が

一
基
カ
ー
ブ
を
広
く
し
た
際
に
壊
さ
れ
た
と

い
う
か
ら
、
指
定
古

墳
は
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

二
、
発

掘

の

結

果

翌
十
日
町
教
委
の
自
井
、
黒
木
両
氏
の
協
力
を
得
て
発
掘
調
査
を
行
な
つ
た

が
、

こ
の
古
墳
は
東
か
ら
西
に
向
つ
て
傾
斜
し
て
い
る
丘
地
に
営
ま
れ
て
い
る

の
で
、
妾
道
を
西
に
、
玄
室
を
東
に
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
羨
道
と
玄

室
と
の
中
軸
線
は
東
西
の
方
向
よ
り
二
三
度
北

に
傾

い
て
い
る
。

羨
道
は
比
較
的
小
さ
く
、
幅
五
〇
セ
ン
テ
、
長
さ

（奥
行
）
南
側
二
五
セ
ン

チ
、
北
側
四
〇
セ
ン
テ
、
高
さ
は
約
七
〇
セ
ン
チ
で
天
丼

は
平
ら

で
あ
る
。
玄

室
は
入
日
が
広
く
、
奥
壁
は
入
日
よ
り
南
側
に
お
い
て
二
五
セ
ン
チ
、
北
側
に

お
い
て
四
〇
セ
ン
チ
短
か

い
か
ら
合
せ
て
六
五
セ
ン
チ
狭
い
わ
け
で
あ
る
。
そ

し
て
実
測
図
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
ほ
ぼ
隅
丸
の
方
形
ぞ
な
し
て
い
る
。
羨
道

は
玄
室
西
壁

の
南
隅
か
ら
五
六
セ
ン
チ
、
同
北
隅
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
開
口
し
て
い
る
。
だ
か
ら
西
壁
の
中
央
よ
り
か
な
り
南
に
片
寄

つ
て
い
る
。

玄
室
の
西
壁
は
、
羨
道
の
南
側
は

五

セ

ン
テ
東
に
傾

い
て
長
さ
五
七
セ
ン
テ
、

同
北
側
は
三
〇
セ
ン
チ
東
に
傾

い
て
長
さ
九
五
セ
ン
チ
で
、
羨
道
を
含
め
て
の

長
さ
は
合
計
二
、
〇
二
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
が
、
奥

（東
）
壁
は
長
さ

一
、
三
五

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
玄
室
の
長
さ

（奥
行
）
は
ニ
メ
ー
ト
ル
で
、
大
観
す
れ
ば

玄
室
は
不
正
梯
形
を
な
し
て
い
る
。
南
北
の
両
壁
は
、
床
面

か
ら
五
〇
セ
ン
チ

ぐ
ら

い
ま
で
は
、
や
や
直
立
的
で
、
そ
れ
か
ら
上
が
角
度
を
も
つ
て
い
る

（
横

断
区
参
照
）
天
丼
は
多
少
鋼
落
し
て
い
る
が
、
中
央
や
や
前
寄
り
の
四
〇
セ
ン

チ
の
間
が
最
も
高
く
、
床
面
の
上
九
八
セ
ン
チ
内
外
あ
り
、
前
方
は
次
第
に
降

つ
て
羨
道

の
天
丼
に
つ
な
が
り
、
後
方
は
漸
次
降
つ
て
奥
に
達
す
る
。
そ
し
て

奥
壁
は
基
だ
低

い
。

（
縦
断
図
参
照
）
こ
の
形
は
、
崩
れ
て
は
い
る
が
、
も
と
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屋
根
形
、
そ
れ
も
寄
棟
造
り
の
屋
根
形
が
崩
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
横
穴
は
、
こ
の
地
方
に
多

い
火
山
灰
の
凝
固
し
た
岩
磐
を
掘

つ
て
造

つ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
玄
室
の
床
面
に
は
岩
磐

の
上
に
責
色
の
粘
土
を
三
セ
ン

チ
内
外
張

つ
て
い
た
ほ
か
、
屍
床
そ
の
他
何
ら
の
施
設
も
な
く
、
ま
た
遺
骨
も

副
葬
品
も
何
も
な
か

つ
た
。

蓋
石
は
前
に
書

い
た
ご
と
く
、
す
で
に
取
り
は
ず
し
て
傍
ら
に
置

い
て
あ
つ

た
が
、
羨
道
入
口
に
残

つ
て
い
た
石

の
跡
か
ら
見
て
、
こ
の
石
の
頂
上
は
地
表

下

八

セ

ン
テ
の
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
羨
道
の
口
を
塞
け

ば
、
実
測
図
の
平
面
図
と
縦
断
図
の
よ
う
に
な
る
。

二
、
特

徴

と

年

代

高
千
穂
町
内
に
は
多
数
の
横
穴
古
墳
が
ぁ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
み
な
玄
室
そ
数

室
に
区
分
し
た
り
、
玄
室
の
床
面
に
蒲
鉾
形
の
枕
状
突
起
を
設
け
た
り
、
あ
る

い

は
玄
室

の
床
面
に
屍
床
を
掘
り
く
ば
め
た
り
し
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
点
が
高

千
穂
附
近
の
検
穴
古
墳
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
形
式
は
県
内
で
は
他
に
そ
の
例

を
見
な
い
が
、
熊
本
県
に
は
こ
れ
が
あ
り
、
従

つ
て
こ
れ
は
肥
後
に
繋
が
る
文

化
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
原
の
横
穴
に
つ
い
て
も
、
前
掲
の
中
村
徳
五
郎
氏
の
「
日
本
開
闘
史

」
に

よ
れ
ば
、
井
貫
迫
の
も
の
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

「
此

の
六
個
並
に
大
小
の
別
な
く
、
墳
口

（
羨
道
）
高
さ
二
尺
、
幅
二
尺
五
寸
、

其
の
奥
行

一
尺
、
墳
室

（
玄
室
）

の
高
さ
三
尺
五
寸
、
奥
行
七
尺
、
幅
九
尺

五
寸
に
し
て
、
内
部
の
構
造
は
皆
三
田
井
附
近
の
も
の
と
同

一
な
り
云
々

」

と
あ
る
。
内
部
の
構
造
が
三
田
井
附
近
の
も
の
と
同

一
と
い
う
の
は
、
前
に

記
し
た
ょ
う
な
特
徴
を
も

つ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
南
平
の
十

一
個
に

つ
い
て
は
、

「
其
の
大
な
る
も

の
は
室
内

（
玄
室
）
高
さ
三
尺
、
奥
行
九
尺
、
幅
亦
た
之

に

同
じ
、
此
の
内
或
は
壁
側
に
柵
を
設
く
る
も
の
が
あ
り
、
而
し
て
特
に
比
の

十

一
個
は
、
他
の
古
墳

に
比
す
れ
ば
、
其
の
墳
日

（
羨
道
）
頗
る
大
に
し
て
、

墳
日
の
前
面
上
部
に
は
宵
状
の
ひ
さ
し
あ
り
て
、
地
盤
よ
り
の
高
さ
六
尺
に

及
び
、
室
内
の
天
丼
高
く
し
て
凡

そ
七
尺
に
達
す
、
又
た
特
殊
の
構
造
と
す

べ
し
、　
云
々

」

と
書

い
て
い
る
。
さ
ら
に
上
西
平
の
三
個
に
っ
い
て
は
、

「
其
の
内
部
の
構
造
又
た
梢
変
形
に
し
て
、
其
の

一
は
墳
日
高
さ
二
尺
、
幅

一

尺
、
墳
室
の
高
さ
三
尺
五
寸
、
奥
行
六
尺
に
し
て
、
其
の
幅
順
る
異
状
を
呈

し
、
室
内
に
於
て
は
八
尺
を
有
す
る
も
、
次
第
に
室
奥
に
向
い
て
狭
く
遂
に

七
尺
と
な
る
。
其
の
中
央

の
堺
堤
及
び
窪
状
床
の
如
き
は
別

イーこ
異
る
所
な
し
。

他
の

一
は
室
血
高
さ
四
尺
、
奥

行

七
尺

、　
幅
九
尺
に
し
て
、
次
第
に
室
奥

に
向

い
て
狭
き

こ
と
前
者
に
異
な
ら
ず
、
殊
に
中
央
部
の
窪
状
床
は
著
し
く

深
し

（
中
略
）
予
は
更
に
室
周
を
検
し
て
小
刀

一
口

（
長
さ
四
寸
五
分
、
幅

四
分
）
鉄
鏃
五
個
＾
鉄
製
宝
珠
飾
二
個
及
び
多
数
の
鎧
小
礼
を
得
た
り
、
此

の
小
礼
は
其
の
質
の
銅
鉄
を
弁
じ
難
し
と
雖
も
、
鍍
す
る
に
資
金
を
似
て
し
、

各
其
の
幅
七
分
、
長
さ
五
寸
三
分
、
皆
鋲
限
を
存
す
。

」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
最
後
の
上
西
平
の
二
基
は
そ
の
形
が
今
回
発
掘
の
も

の
と
よ
く
似
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
玄
室
の
床
面
に
「
堺
堤

」

や

「
窪
状
床

」
を
設
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
今
回
発
見
の
も
の
は
そ
の
玄
室
の
床
面
に
「
堺

堤

」

（
幾
体
も
の
屍
体
を
置
く
た
め
の
間
仕
切
）
や

「
窪
状
床

」

（
窪
み
屍
床
）

を
造
つ
て
い
な

い
こ
と
で
、
高
千
穂
地
方
に
多

い
一
般
的
な
横
久
と
異
な
り
、

日
向
の
他
の
地
方

に
多

い
横
穴
と
同

一
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
で
今

回
の
発
見
で
、
数
は
少
い
に
し
て
も
、
高
千
穂
に
は
、
闘
仕
切
り
や
窪
屍
床
を

有
す
る
肥
後
系
の
横
穴
の
ほ
か
に
、　
一
般
的
な
日
向
系
の
検
穴
も
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
形
が
崩
れ
て
は
い
た
が
、
な
お
寄
棟
形

の
玄
室

の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
実

で
あ
る
。
そ
う

い
う
意
味
に
お
い
て
こ
の
古
墳

は
学
問
上
重
要
な
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

次
に
こ
の
古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
横
穴
古
墳
全
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
で
、
今
か
ら
千
三
百
年
ぐ
ら

い
前
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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高
崎
町
縄
瀬
小
学
校
校
庭
の

地
下
式
古
墳
調
査
報
告

石

川
　
恒
太
郎

一
、
発

見

の

動

機

北
諸
県
郡
高
崎
町
立
縄
瀬
小
学
校
は
先
年
地
下
式
古
墳
五
基
が
発
見
さ
れ
た

字
共
和

の
東
に
続
く

一
段
低

い
台
地
上
に
あ
り
、
嘗
て
同
小
学
校

の
校
舎
を
新

築
し
た
と
き
数
基
の
地
下
式
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
も
校
庭

か
ら
地
下
式
古
墳
が

一
基
発
見
さ
れ
、
当
時
県
立
博
物
館
学
芸
員

で
あ
つ
た
栗
原
文
蔵
氏
が
調
査
し
た
。
今
回
発
見
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り
校
庭

で
、
違
動
場
に
砂
利
を
入
れ
る
た
め
ト
ラ
ツ
ク
が
通
行
中
天
丼
部
が
破
壊
さ
れ

て
穴
が
で
き
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
の
は
六
月

二
日
で
、

三
日
町
教
育
委
員
会
よ
り
の
報
告
が
あ
り
、
天
候
の
関
係
で
七
日
県
教
育
庁
社

会
教
育
課
の
加
藤
主
事
と
現
場
に
出
張
、
同
町
教
委
の
黒
木
昭
三
主
事

の
協
力

で
調
査
し
た
。
今
回
発
見

の
古
墳
は
同
校

の
新
築
体
育
館
の
東
南
隅
か
ら
東
々

南

一
七
、
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
さ
き
に
栗
原
氏
が
調
査
し
た
古
墳
の
北
方

約
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た
。

二
、
調

査

の

結

果

古
墳
は
玄
室

の
天
丼
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
竪
穴
と
羨
道
を
西
に
、
玄

室
を
東

に
し
て
営
ま
れ
て
い
る
小
形
の
も
の
で
、
玄
室
は
ほ
ば
楕
円
形
に
近
く

正
確
に
南
北
に
方
位
し
、
長
さ

一
、
七
〇
メ
ー
ト
ル
幅
は
南
側
が
広
く
は
ぼ
六

五
セ
ン
テ
、
北
側
は
狭
く
四
五
セ
ン
チ
内
外
で
あ

つ
た
。
高
さ
五
五
セ
ン
テ
ぐ

ら
い
で
、
や
は
り
南
側
が
高
く
、
北
方
が
低

か
つ
た
が
、
中
央
部
は
天
丼
が
剣

藩
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
南
が
広
く
、
ま
た
高
く
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
南

に
頭
を
農

い
て
葬
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

玄
室

は
ボ
ラ
層
に
掘
ら
れ
て
お
り
、
床
面
は
平
ら
で
あ
る
が
、
何
ら
の
施
設

も
な
く
、
地
表
か
ら
の
深
さ
は

一
、

四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ

つ
た
。
床
面
に
は
人

骨

一
体
が
頭
を
南
に
、
足
を
北
に
し
て
伸
展
葬
さ
れ
て
い
た
が
、
玄
室
が
小
さ

い
の
で
、
玄
室

に

一
杯
と
な
つ
て
い
た
。
頭
琶
骨
は
天
丼
の
剣
落
で
下
顎
骨
以

外
は
ほ
と
ん
ど
壊
れ
、
上
腕
骨
や
撓
骨
、
尺
骨
な
ど
は
僅
か
に
痕
跡
を
残
す
の

み
で
、
大
腿
骨
と
匹
骨
は
残
つ
て
い
た
が
、
そ
の
他
は
ほ
と
ん
ど
痕
跡
を
止
め

る
の
み
で
あ

つ
た
。

副
葬
品
は
何
も
な
く
、
羨
道
に
近
い
人
骨
の
西
側
に
埴
器
の
小
さ
い
破
片
が

あ

つ
た
が
、
こ
れ
は
竪
穴
の
上
方
に
あ
つ
た
も
の
が
落
ち
込
ん
だ
も
の
ら
し
く

竪
穴
部
の
黒
上
の
中
か
け
同
じ
破
片
が
数
片
見

い
だ
さ
れ
た
。

羨
道
は
玄
室
の
西
壁
の
ほ
ぼ
中
央
に
開
口
し
て
い
た
が
、
竪
穴
部
と
と
も
に

破
壊
さ
れ
て
い
て
そ
の
形
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
が
、
実
測
図

に
見

る
ご
と
く
、
玄
室

へ
の
接
点
は
幅
約
六
〇
セ
ン
チ
で
あ
つ
た
。

三
、
古
墳

の
特
徴
と
年
代

こ
の
古
墳
の
年
代
は
、
比
較
的
浅

い
ボ
ラ
層
に
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
小
形

で
あ
る
こ
と
、
副
葬
品
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
古
墳
築
造
の
意
欲
が
す

で
に
減
退
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
し
、
形
式
的
に
も
地
下
式
古
墳
の
最
も

後
期
の
も

の
で
、
奈
良
期
直
前
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
竪
欠
の
位
置

に
あ
つ
た
埴
器
の
破
片

は
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
靖
形
の
土
器
で
は
な
か
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
お
祭
り
を
し
た
際
の
も

の
で
あ
る
う
。
こ
れ

は
宮
崎

市
下
北
方
町
の
例
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
ざ
に
古
墳
と
遺
物
の
処
理
で
あ
る
が
、
遺
跡
は
運
動
場
の
ま
ん
中
で
あ
る

か
ら
危
険
な
の
で
直
ち
嗜
埋
め
戻
し
、
土
の
足
り
な
い
分
は
同
校

で
埋
め
る
と

の
こ
と

で
あ

つ
た
。
ま
た
人
骨
は
町
の
遺
骨
収
蔵
庫
に
収
め
る
こ
と
と
し
た
。
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高
崎
町
炭
床
出
上
の
縄
文
土
器
に
つ

高
崎
町
炭
床
出
上
の
縄
文
土
器
に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
六
月
七
日
北
諸
県
郡
高
崎
町
の
縄
瀬
小
学
校
々
庭
で
発
見
さ

れ
た
地
下
式
古
墳
の
調
査
に
行

つ
た
際
、
同
町
教
育
委
員
会

に
立
寄

つ
た
と

こ

ろ
が
、
同
町
教
委

の
黒
木
昭
三
主
事
が
同
町
大
字
江
平
字
炭
床
で
発
掘
さ
れ
た

土
器
を
示
さ
れ
た
。
底
部
約
半
分
と
胴
部
三
分
の

一
ぐ
ら

い
の
破
片
で
あ
る
が
、

器
の
表
面
に
は
全
面
穀
粒
形
の
押
型
文
が
施
こ
さ
れ
、
日
縁
を
欠

い
で
い
る
が
、

日
縁
の

一
部
と
見
ら
れ
る
破
片

に
は
、
日
唇
部
の
内
側
に
や
は
り

一
列
の
押
型

文
が
見
え
る
。
鉢
形
の
土
器
で
、
胴
都

は
底
に
対
し
て
約

一
二
〇
度
の
角
度
で

拡
が
つ
て
お
り
、
ほ
は
そ
の
ま
ま
で
日
縁
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
底
は
平
底
で

直
径
約
八
セ
ン
チ
、
高
さ
も
八
セ
ン
チ
位
で
あ
る
か
ら
復
原
形
は
図
の
如
く

一

九
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
胴
部
の
厚
さ

一
セ
ン
チ
で
、
胎

土
に
は
金
雲
母
を
含
ん
で
い
る
。
器
の
割
り
に
分
厚
で
し
か
も
粗
無
で
ぁ
る
。

黒
木
主
事
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
黒
土
層
の
下
の
硬

い
禍
色
の
層
に
入

っ

て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
今
年
の

一
月
に
九
州
縦
貫
自
動
車
道
路
に
関
す
る
遺
跡
調
査
の

際
、
炭
床
の
近
く
で
押
型
文
土
器
の
破
片
が
出
て
い
る
の
を
見
た
が
、
こ
こ
に

そ
の
正
体
を
発
見
し
た
思
い
が
し
た
。
こ
れ
は
疑
い
な
く
押
型
文
土
器
で
、
縄

文
時
代
早
期
に
編
年
さ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
幸

い
に
器
形
も
全
体
を
知
り
得

る
程
度
に
残

つ
て
い
る
の
で
極
め
て
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
録

存
し
て
置
く
こ
と
と
す
る
。

い

て
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写真3 開口した地下式古墳
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一
二
、
え
び

の
市
島
之
内

の
地
下
式
古
墳
調
査
報
告



え
び
の
市
島
の
内
の

地
下
式
古
墳
調
査
報
告

石

川

恒
太
郎

一
、
古
墳

の
所
在
と
発
見

の
動
機

え
び
の
市
大
字
島
之
内
字
平
松
の
台
地
は
吉
都
線
鉄
静
加
久
藤
駅
と
京
町
駅

の
中
間
で
水
田
中
に
南
か
ら
北
に
突
出
し
て
お
り
、
中
央
を
送
電
線
が
南
北
に

走
つ
て
い
る
。
こ
の
台
地
の
地
中
に
は
地
下
式
古
墳
が
多
く
、
昭
和
十
年
に
こ

の
送
電
用
鉄
塔
が
建

て
ら
れ
た
際
．　
一
基
が
発
見
さ
れ
当
時
県
博
物
館
主
事
だ

つ
た
故
瀬
之
口
伝
九
郎
氏
が
調
査
さ
れ
た
も
の
を
は
じ
め
こ
の
台
地
上
に
地
下

式
古
墳
十
二
基
が
県
の
指
定
と
な
つ
て
い
る
。
ほ
か
に
円
墳
も

一
基
あ
り
、
最

近
に
も
胎
和
四
十

一
年
に
は
県
立
博
物
館
学
芸
員
栗
原
文
庸
氏
が
調
査
し
、
同

四
十
二
年
に
は
え
び

の
地
震
の
た
め
二
基
の
天
丼
が
落
ち
て
発
見
さ
れ
、

こ
れ

は
筆
者
ら
が
調
査
し
た
。
従

つ
て
こ
の
台
地
に
は
な
お
多
く
の
地
下
式
古
墳
が

あ
る
こ
と
は
地
元
の
人
は
よ
く
知

つ
て
い
る
は
ず
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
こ
の
台
地
の
地
下

に
は
相
当
厚

い
礫
層
が
あ
る
の
で
、
地
方
の
砂

利
業
者
が
こ
れ
を
狙

い
、
土
地
の
所
有
者

か
ら
砂
利
を
買

い
取

つ
て
い
る
が
、

こ
こ
の
地
下
式
古
墳
は
砂
利
層
に
羨
適
や
玄
室
を
設
け
て
営
ま
れ
て
い
る
の
で

忽
ち
破
壊
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
回
も
七
、
八
基
が
発
見
さ
れ
た
ら
し

い
が
、

初
め
は
そ
れ
が
古
墳
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
人
骨
が
出
る
に
及
ん
で
漸
く
古

墳
と
悟
り
、
市
教
委

に
屋
け
出
た
の
で
あ
つ
た
。
市
教
委
の
連
絡
に
よ
り
四
十

六
年
九
月
二
日
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
の
加
藤
主
事
と
現
場
に
行

つ
て
見
た
が
、

一
基
は
適
路
傍
ら
の
砂
利
取
場
に
玄
室
の
壁
が
壊
さ
れ

（写
真

７
）
て
、
玄
室

内
に
人
骨

一
体
分
が
見
え
て
お
り
、　
一
基
は
そ
の
西
方
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
落

ろ
込
ん
で
天
丼
の

一
部
を
壊
さ
れ
、
玄
室
に
数
人
分
の
人
骨
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

つ
て
見
え
て
い
た
。

二
、
調

査

の

結

果

こ
の
台
地
の
従
来
の
発
見
古
墳
数
が
明
瞭
で
な
い
の
で
、
取
り
敢
え
ず
東
側

の
も
の
を
昭
和
四
十
六
年
第

一
号
地
下
式
古
墳
、
西
側
の
も
の
を
同
第
二
号
地

下
式
古
墳
と
仮
称
す
る

こ
と
に
し
て
調
査
結
果
を
記
す
。

Ａ

第

号

墳

こ
の
地
下
式
古
墳
は
、
第

一
区
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
竪
穴
を
南
に
玄
室
を

北
に
し
て
営
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
軸
線
は
南
北
の
方
向
よ
り
約

一
〇
度
西

に
傾

い
て
い
た
。
初
め
玄
室
の
西
側
に
穴
が
あ
い
た
ら
し
い
が
、
東
側
か
ら
砂

利
を
取
つ
て

い
る
の
で
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
震
動
で
玄
室
上
の
土
が
大
き
く
東

西
ニ
ケ
所
に
亀
裂
を
生
じ
て
、
今
に
も
落
ち
よ
う
と
す
る
状
態
で
あ
つ
た
。

こ
の
艶
方
の
地
層
は
厚
さ
五
〇
セ
ン
チ
内
外
の
黒
色
の
表
上
の
下
に
厚
さ
四

〇
セ
ン
テ
内
外
の
赤
褐
色

の
ロ
ー
ム
層
が
あ
り
、
そ
の
下
に
黄
褐
色
の
粘
土
層

が
四
〇
セ
ン
チ
内
外
入
つ
て
お
り
、
そ
の
下
は
ニ
メ
ー
ト
ル
内
外
の
砂
礫
層
で

あ
る
が
、
地
下
式
古
墳
は
砂
礫
層
に
羨
道
と
玄
室
を
つ
く
り
、
玄
室
の
天
丼
を

粘
土
層
に
お
い
て
営
ま
れ
て
い
る
。
従
つ
て
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
の
震
動
に
よ
つ
て

羨
道
や
玄
室
の
四
壁
は
崩
れ
て
正
し
い
形
を
損
じ
て
い
る
が
、
天
丼
部
は
よ
く

残

つ
て
原
形
を
示
し
て
い
た
。
竪
穴
は
地
面
か
ら
垂
直
に
穿
た
れ
て
い
て
、
上

端
す
な
は
ち
地
上
に
接
す
る
と
こ
ろ
で
直
径
五
〇
セ
ン
チ
の
円
形
で
、
下
方
に

降
る
に
従

つ
て
広
が
り
、
底
部
で
は
ほ
ぼ

一
、　
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
形
と
な
り
、

酪
端
か
ら
約

一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
羨
道
に
接
し
、
地
表
か
ら
の
深
さ
は

一
、

五
五
メ
ー
ト
ル
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
竪
穴
は
埋
め
ら
れ
て
居
ら
ず
、
頂
上
は

一

枚
の
石
で
塞
か
れ
て
い
た
。
羨
道
は
そ
の
北
に
接
し
て
開
日
し
、
羨
門
に
は
何

ら

の
閉
塞
設
備
も
な
く
幅
約
九
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
八
五
セ
ン
テ
、
長
さ
西
側

で

五
〇
セ
ン
チ
、
東
側
で
約
二
〇
セ
ン
チ
で
あ

つ
た
。

玄
室
は
胴
丸
の
長
方
形
で
東
西

に
長
く
、
南
が
長
く
北
が
短
か
い
梯
形
な
な

し
、
北
壁
の
長
さ
約

一
、
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
南
壁
の
長
さ
は
約

一
、
八
五
メ
ー

ト
ル
、
東
壁

の
長
さ
約

一
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
西
壁
の
長
さ
は
約

一
メ
ー
ト
ル
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で
、
羨
道
は
南
壁
の
ほ
ぼ
中
央
に
開

い
て
い
る
。
天
丼
は
切
妻
造
り
の
屋
根
形

を
な
し
棟
は
北
壁
の
南
方
八
五
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
を
東
西
に
走

つ
て
お
り
、
棟

の
高
さ
は
床
面
か
ら
約

一
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
れ
を
頂
点
と
し
て
屋
根
は
北
側
と

南
側
に
降
り
、
北
側
は
床
面
か
ら
高
さ
六
五
セ
ン
チ
で
北
壁
に
接
し
、
南
側
は

棟
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
の
南
方
で
南
壁
に
接
し
、
そ
の
高
さ
は
約
八
五
セ
ン
チ
で

あ
つ
た
。
そ
れ
で
こ
の
古
墳
は
切
妻
造
り
の
屋
根
の
部
分
に
横
か
ら
羨
道
が
つ

い
て
い
る
わ
け
で
、
い
わ
ゆ
る
平
入
り
の
形
で
あ
る
。
床
面
に
は
何
ら

の
施
設

も
な
く
、
人
骨

一
体
が
中
央

に
頭
移
東

に
足
を
西
に
し
て
葬
ら
れ
て
い
た
が
、

頭
蓋
骨
そ
の
他
の
骨
は
な
く
、
寛
骨
、
恥
骨
、
大
腿
骨
と
他
に
若
干
の
骨
片
が

あ
る
だ
け
で
あ

つ
た
。

（
写
真
２
参
照
）

第
　
一
一　
号
　
墳

第
二
号
墳
は
第

一
号
墳
の
西
方
約
六
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

こ
の
古

墳
も
竪
穴
そ
南
に
玄
室
を
北
に
向
け
て
は
ば
南
北
に
方
位
し
て
造
ら
れ
て
い
た

が
、
古
墳
の
中
軸
線
は
南
北

の
方
向
よ
り

二
五
度
東
に
傾

い
て
い
た
。
第
二
図

に
見
ゆ
る
ご
と
く
、
形
は
第

一
号
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
つ
た
。
竪
穴
は
地
上
よ
り

垂
直
に
穿
だ
れ
、
地
上
に
開
く
上
端
で
直
径
約
五
〇
セ
ン
チ
の
円
形
を
な
し
、

降
る
に
従
つ
て
広
が
り
、
底
部
は
長
径
約
九
〇
セ
ン
テ
、
短
径
約
六
〇
セ
ン
テ

の
楕
円
形
を
な
し
、
深
さ
は
地
上
か
ら

一
、
六
六
メ
ー
ト
ル
、
竪
穴
は
中
空
で

上
端
を
厚
さ
四
セ
ン
テ
内
外
の
薄
く
平
た
い
石
で
塞

い
で
い
た
ら
し
く
、
蓋
石

二
枚
が
あ

つ
た
が
、
恐
ら
く
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
で
割
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
羨

道
は
そ
の
北
に
開
口
し
て
い
た
が
、
や
は
り
羨
門
に
は
何
ら
の
施
設
も
な
か

つ

た
。
羨
道
は
幅
約
五
〇
セ
ン
テ
、
高
さ
約
九
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
西
側

で
六
〇
セ

ン
テ
、
東
側
で
約

五
〇
セ
ン
チ
で
西
側
が
長
い
。

玄
室
は
東
西
に
長
い
隅
丸
長
方
形
で
あ
る
が
、
南
東
の
壁
が
広
く
な
つ
て
い

る
の
は
、
こ
の
部
分
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
落
込
ん
だ
の
で
壊
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
東
西
の
長
さ

一
、
九
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北

の
幅
約

一
、
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
隅
丸
長
方
形

で
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
羨
道
は
中
央
よ

り
か
な
り
西
寄
り
に
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
丼
は
や
は
り
切
妻
造
り
の

屋
根
形
で
、
棟
は
玄
室
の
は
ば
中
央
を
東
西
に
渡
し
、
高
さ
は
床
面
か
ら

一
、

三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら

こ
の
古
墳
も
切
妻
造
り

の
平
入
り
形
で
あ́

る
。
床
面
は
平
た
く
、
敷
石
な
ど
は
な
か
つ
た
が
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
落
ち
込

ん
だ
た
め
骨
片
が
全
体
に
散
乱
し
東
北
部
の
と
こ
ろ
に
半
ば
完
全
な
頭
蓋
骨

一

個
と
半
分
に
割
れ
た
頭
蓋
骨
数
個
が
重
な
つ
て
お
り

（
写
真
５
参
照
）
、
そ
の

南
側
に
大
小
の
骨
片
が
混
乱
し
て
い
る
中
に
頭
蓋
骨
の
西
方
に
朱
を
塗

つ
た
下

顎
骨
が
あ
り
、
そ
の
西
方

に
寛
骨
と
大
腿
骨
が

一
個
あ
り
、
そ
の
南
に
接
し
て

貝
釧
を
は
め
た
撓
骨
と
尺
骨
が
三
個
あ

つ
た
。
そ
の
南
に
は
上
脇
骨
ら
し

い
骨

片
が
あ
り
、
そ
の
南
に
は
下
顎
骨
が
歯
を
上
に
し
て
あ
つ
た
。
西
側
に
は
北
壁

に
近
く
大
腿
骨
が
あ
り
そ
の
南
に
膝
蓋
骨
ら
し

い
骨
片
が
あ
り
、
そ
の
南
に
も

大
腿
骨
ら
し
い
骨
片
が
あ
り
、
そ
の
南
方

こ
れ
と
併
行
し
て
大
腿
骨
、
腫
骨
ら

し
い
骨
片
が
あ

つ
た
。
そ
の
南
の
西
南
隅
に
は

へ
の
字
形
に
曲
が

つ
た
刀
身
と
、

そ
の
西
方
壁
に
接
し
て
鉄
鏃
数
本
が
重
な

つ
て
い
た
。

（写
真
４
参
照
）
ま
た

刀
の
東
に
は
三
角
形
に
骨
片
が
あ
り
、
そ
の
南
に
刀
の
柄
部
が
折
れ
て
飛
ん
で

い
た
。

こ
の
よ
う
に
雑
然
た
る
状
態
で
、
何
体
分
の
人
骨
が
幕
ら
れ
て
い
た
か

は
明
ら
か
で
な
か

つ
た
が
、
東
方

に
頭
蓋
骨
が
多
く
、
西
方
に
大
腿
骨
な
ど
が

多

い
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
古
墳
に
も
頭
を
東
に
足
を
西
に
し
て
教
体
の
人
骨

が
伸
展
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
墳
の
遺
物
は
次
の
通

り

で
あ

つ
た
。

一
、
人
骨
　
数
体

頭
蓋
骨

の
う
ち
比
較
的
よ
く
残

つ
て
い
た
の
は
東
北
隅
に
あ

つ
た
も
の
で
、

鼻
骨
か
ら
上
が
残
っ
て
お
り
長
さ

一
八
セ
ン
チ
、
幅

一
五
セ
ン
チ
で
全
面
に
朱

が
塗
ら
れ
て
洗
骨
さ
れ
て
お
り
女
性
の
骨
と
思
わ
れ
た
。
割
れ
た
頭
蓋
骨
に
も

朱
を
塗

つ
た
も
の
が
ぁ
り
、
ほ
ば
中
央

に
あ

つ
た
下
顎
骨
に
も
朱
が
塗
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
下
顎
骨
は
男
性
の
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
要
す
る
に
男
女
二
人
の

壮
年
者
の
骨
が
洗
骨
さ
れ
て
お
り
、
他
に

一
人
あ
る
い
は
二
人
の
朱

の
塗

つ
て

な
い
頭
蓋
骨
が
あ
る
わ
け
で
、

少
な
く
と
も
三
人
、
多
け
れ
ば
四
人
分
の
人
骨

が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
副
葬
品

イ
、
刀
　

一
振

（
写
真
５
）

ほ
ぼ
中
央
か
ら

へ
の
字
形
に
曲
つ
て
お
り
鋒
と
柄
頭
部
均
欠
損
し
て
い
る
。

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
落
ち
込
ん
だ
と
き
刀
身
は
曲
が
り
、
両
端
は
ム
つ
飛
ん
だ
の
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で
あ
ろ
う
。
現
長
五
九
、
五
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
四
六
、
五
セ
ン
テ
で
身
は
鐸

元
が
換
く
幅
二
、
三
セ
ン
チ
、
先
端
の
折
れ
て
い
る
所
で
幅
ニ
セ
ン
チ
で
あ
る
。

棟
幅
は
Ｏ
、
六
セ
ン
テ
あ
る
。
類

元
に
鞘
の
木
質
を
残
し
て
い
る
。
柄
は
長
さ

一
三
セ
ン
チ
、
塁
幅
二
、
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
○
、
六
セ
ン
チ
で
木
質
が
つ
い
て

い
る
。

口
、
鉄
鏃
　
八
本

（
写
真

６
）

鉄
鏃
は
総
計
八
本
で
、
う
ち
四
本
は
平
根
式
で
あ
り
、
四
本
は
尖
根
式

で
あ

る
。
平
根
式
の
う
ち
三
本
は
剣
先
形
で

一
本
は
柳
葉
形
で
あ
る
。

平
根
剣
先
形
の

一
は
今
長

一
四
、
七
セ
ン
チ
、
最
広
部
の
幅
三
、
四
セ
ン
チ

で
矢
柄
が
着

い
て
い
る
。

向
形
の
二
は
全
長

一
玉
、
五
セ
ン
チ
、
最
広
部
の
幅
四
セ
ン
チ
、
矢
橘
は
つ

い
て
い
な
い
。

同
形
の
二
は
全
長

一
五
セ
ン
チ
、
最
広
部
の
幅
三
セ
ン
チ
、
矢
柄
が
着

い
て

い
る
。
柳
業
形
は
全
長

一
三
、
五
セ
ン
チ
、
身
幅

二
、
玉
セ
ン
チ
、
矢
柄
は
な
い
。

柳
美
形
と
し
て
は
大
き
く
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

尖
根
式
の
う
ち
三
本
は
柳
葉

に
似
た
形
で
、　
一
本
は
刀
形
で
あ
る
。

柳
染
類
似
の

一
、
今
長

一
三
セ
ン
チ
、
身
幅

一
、
五
セ
ン
テ
、
矢
柄
が

つ
い

て
い
る
。

同
形

の
二
、
全
長

一
四
セ
ン
チ
、
身
幅
同
、
矢
柄
附
着

同
形
の
二
、
全
長

二
〇
、
五
セ
ン
チ
、
身
腰
同
、
長

い
矢
柄
が

つ
い
て
い
る
。

刀
形

の
も
の
は
身

の
大
部
分
を
欠
損
し
て

い
る
が
今
長

一
三

セ
ン
チ
、
但
し

接
合
し
な
い
。
身
幅

一
、
五
セ
ン
テ
、
棟
幅
〇
、
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

ハ
、
貝
釧
　
破
片

（
写
真
５
の
下
）

撓
骨
と
尺
骨
に
は
ま

つ
た
も
の
が
並
ん
で
二
組
あ

つ
た
が
、
壊
れ
て
い
て
何

価
分
か
わ
か
ら
な

い
が
、
大
き
さ
は
四
個
分
に
あ
た
る
。
イ
モ
ガ

イ
を
輪
切
り

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
古
墳
の
特
徴
と
年
代

こ
の
古
墳

の
地
下
式
古
墳
と
し
て
の
特
徴
は
、
竪
穴
が
円
形
で
あ
る
こ
と

と
、

竪
穴
を
埋
め
ず

に
穴
の
入
日
に
蓋
石
を
有
す
る
こ
と
、
お
よ
び
玄
室
が
切
妻
造

り

の
屋
根
形
で
、
羨
道
か
ら
平
入
り
に
な

つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

竪
穴
が

空
洞
で
琶
石
を
有
す
る
も
の
は
県
内
で
は
え
び
の
市
に
多
く
見
ら
れ
る
。
入
口

を
底
よ
り
小
さ
く
し
て
い
る
の
は
蓋
を
す
る
の
に
便
利
な
た
め
で
あ
る
。
円
形

の
竪
穴
は
え
び
の
市
か
ら
鹿
児
島
県
に
多

い
。
切
妻
造
り
の
天
丼
に
し
て
も
四

注
造

（寄
棟
式
）
に
し
て
も
妻
入
り
形
の
も
の
が
古
く
、
平
入
り
形
の
も

の
は

新
ら
し
い
。
円
形
竪
穴
も
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
古
墳
は
地
下
式

で
も
時
代
の
降
る
も
の
で
千
三
百
年
ぐ
ら

い
前

（奈
良
朝
直
前
）
の
も
の
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

な
お
こ
の
地
方
の
地
下
式
古
墳
は
殆
ん
ど
み
な
地
表
下
の
砂
礫
層
に
設
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
台
地
の
砕
礫
層
の
砂
利
採
取
を
制
限
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
地

方
の
地
下
式
古
墳
は
全
滅
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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葬,1図  えびの市平松昭和46年第1号地下式古墳実沢J図

(撤 町 口)

柱
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貴子:蔓

密

第 2図 同第2号地下式古墳実測図

(無 苛 団〕

(平  面 団)

:干 1々
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写真 1 第 1号墳の外観

写真2 第 1号墳の玄室



写真3 第2号墳の玄室に人骨のある状態

写真4 同上刀と鉄金挨のある状態
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写真 5刀 と貝 釧

写 真 6
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一
二
、
延
岡
市
大
貫
追
跡
，調
査
報
告



延
岡
市
大
貫
遺
跡
調
査
報
告
書

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
発

見

の

動

機

廷
岡
市
大
員
町
は
五
ケ
瀬
川
と
大
瀬
川
に
排
ま
れ
た
丘
地
で
、
こ
の
丘
地
の

南
側
に
縄
文
前
期
の
貝
塚
が
あ
り
、
ま
た
丘
地
上
に
は
多
く
の
国
指
定
古
墳
が

あ
る
。
そ
れ

で
こ
の
丘
地
は
極
め
て
古
い
時
代
か
ら
人
類
の
生
活
の
場
と
な
り
、

縄
文
時
代
以
来

の
住
居
の
跡
が
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
最
近
こ
の
西
部
の

西
階
ω
酌
発
に
伴
な
い
、
こ
の
丘
地
に
も
開
発
の
手
が
伸
ば
さ
れ
る
に
致

つ
た
。

そ
の
結
果
こ
の
丘
地
を
開

い
て
住
宅
団
地
を
造
成
中

に
近
く
の
市
立
西
階
中
学

校
の
生
徒
が
ほ
ぼ
完
全
な
方
生
後

期

の
増
形
土

器

を
発
掘

し
た
。
そ
れ
で
こ

こ
に
は
そ
の
時
代
の
住
居
址
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
に
な
り
、

市
教
委

の
連
絡

に
よ
り
県
劾
育
庁
社
会
教
育
課
の
寺
原
文
化
財
係
長
が
現
場
を

見
て
有
望
と
認
め
、
土
器
発
見
場
所
附
近

の
開
発
を
中
止
さ
せ
て
発
掘
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

二
、
発

掘

の

経

過

階
和
四
十
六
年

一
〇
月
二
〇
目
寺
原
係
長
と
延
岡
市
に
出
張
し
ｋ
が
、
こ
の

日
は
午
前
中
降
雨

で
あ
つ
た
の
で
市
教
委

に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
発
掘
土
器
を

見
て
現
地
を
視
察
し
、
発
掘

の
準
備
を
し
た
。
翌
三

一
日
現
場
に
行

つ
た
が
、

こ
こ
は
竹

数
で
前
に
杉
の
造
林
が
し

て
あ

つ
た
ら
し
く
直
径

一
〇
セ
ン
テ
内
外

の
杉
の
株
が

一
定

の
間
隔
を
お
い
て
並
ん
で

い
た
。
従

つ
て
発
掘
は
竹
の
根
と

杉
の
株
を
取
除
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
前
に
上
器
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ

の
南
方

に
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
，
長
さ

一
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北
の
方
向

に
設
定
し
、
こ
れ
ぞ
ニ
メ
ー
ト
ル
刻
み
に
北
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
五
区
と
し
た
。

そ
し
て
表
土
そ
除
く
と
Ｃ
区
の
中
央
附
近
に

ロ
ー
ム
層
が
見

い
だ
さ
れ
た
。
し

か
し

ロ
ー
ム
は
そ
の
南
方

に
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
ト
レ
ン
チ
を
南
方
に
長
さ

四
メ
ー
ト
ル
延
長
し
、
こ
れ
を
電
Ｇ
の
二
区
と
し
た
。
す
る
と
Ｇ
区
に
か
な
り

厚
め
の
ロ
ー
ム
層
が
出
た
。

翌

一
一
月

一
日
は
、
Ｇ
区
の
ロ
ー
ム
を
中
心
に
し
て
ロ
ー
ム
層
の
切
れ
目
を

追
跡
す
る
た
め
、
ト
レ
ン
チ
を
東
に
向
か
つ
て
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
南
か
ら

一
二
メ
ー
ト
ル
拡
長
し
、
さ
ら
に
Ｆ
Ｇ
の
二
区
を
東
に

一
メ
ー
ト
ル
だ
け
拡
張

し
た
。
そ
の
結
果
こ
こ
の

ロ
ー
ム
層
が
掘
り
取
ら
れ
て
い
る
麹
囲
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
思

つ
た
が
、

ロ
ー
ム
の
層
は
極
め

て
薄

い
上
に
、
こ
の
地
の
す
ぐ
下

に
住
む
歌
人
の
柳
田
国
夫
氏
か
ら
こ
の
土
地
は
す

で
に

一
時
開
墾
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
ぞ
聞

い
た
。
道
理
で
自
然
層
が
乱
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し

ロ
ー
ム
の
自
然
層
が
竪
穴
住
居
を
掘
り
込
ん
だ
た
め
に
切
り
取
ら
れ

て

い
る
範
囲
は
南
は
Ｇ
区
、
北
は
Ｃ
区
で
あ
り
、
東

は
拡
張
区
、
西
は
最
初
の
ト

レ
ン
チ
内
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。
そ
れ
で
ロ
ー
ム
層
の
切
れ
目
を

追
う
た
結
果
第

一
図
に
示
す
よ
う
な
長
さ
七
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
巾
約
ニ
メ
ー
ト

ル
が
確
認
さ
れ
た
。

第
四
目
目
の

一　
一
月
二
日
は
前
日
確
認
し
た
住
居
址
の
竪
穴
内
に
あ
る
土
を

除

い
て
遺
物
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。
発
掘
途
上

に
見
だ
さ
れ
た
遺
物
は
石
器

は
刷
石
二
個

（
何
れ
も
割
れ
て
い
る
）
石
匙

一
個

（摘
み
部
欠
損
）
馬
蹄
状
石

一
個
で
、
土
器
は
縄
文
土
器
破
片
数
点
と
弥
生
式
上
器
片
数
十
点
で
あ

つ
た
が

一
度
開
墾
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
遺
物
が
少
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
縄
文
土
器

片
は
口
縁
に
僅
か
な
突
帯
を

一
線
め
ぐ
ら
す
だ
け
の
縄
文
晩
期
の
破
片
で
、

数

の
少
な
い
点
か
ら
見
て
も
、
比
較
的
上
部
に
あ

つ
た
点
か
ら
み
て
も
他
か
ら
混

入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
弥
生
式
土
器
片
は
ほ
と
ん
ど
底
部
の

真
黒
い
土
の
中
に
あ

つ
た
が
、
第

一
図
に
示
し
た
は
ば
中
央
南
寄
り
の
所
か
ら

高
不

一
福
が
発
見
さ
れ
た
。
従

つ
て
こ
れ
が
こ
の
住
居
に
本
来

の
も
の
で
あ

つ

た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
底
部
に
は
第

一
図
に
示
し
た
ご
と
く
、
動
い
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
石
が
西
南
部
と
東
部
に
あ

つ
た
が
、
こ
の
石
の
あ
る
範
囲
す
な

は
ち
第

一
図
の
Ｃ
Ｄ
の
線
以
南
が
こ
の
住
居
の
本
来
の
形
で
、
北
方
西
側
に
見

ら
れ
る
は
み
出
し
は
杉
の
株
に
よ
る
破
壊
で
あ
る
が
、
北
方
は
開
墾
に
当
つ
て

壊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の
竪
穴
住
居
址
は
南
北
の
長
さ

約
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
の
巾
約
三
メ
ー
ト
ル
と
な
り
い
そ
の
中
心
に
高
不
が
あ

つ
た

こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
黒
い
土
が
多
か

つ
た
こ
と
や
弥
生
式
土
器
の
破
片
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が
多
か
つ
た
こ
と
か
ら
炉
が
あ

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

床
面
は
ロ
ー
ム
層
か
ら

一
六
―

一
八
セ
ン
テ
低

い
が
、

ロ
ー
ム
層
は
地
表
か

ら
五
〇
セ
ン
テ
ぐ
ら

い
下
に
あ
る
の
で
、
当
時

の
地
表
か
ら
三
〇
―
四
〇
セ
ン

チ
低
か
つ
に
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
、
遺
　
　
　
物

こ
の
遺
跡

の
遺
物
の
う
ち
縄
文
土
器
片
は
写
真
２
に
示
す
ご
と
く
二
個
の
増

の
小
片
で
他
よ
り
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
石
器
と
し
て
は
刷
石

二
個

、

石
匙

一
個
、
馬
蹄
状
石

一
個
で
写
真
１
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
刷
石
は
二
個
と

も
割
れ
て
い
る
が
、　
一
面
が
磨
研
さ
れ
て
い
る
。
石
匙
も
摘
み
が
な
い
。
こ
の

よ
う
に
割
れ

て
い
る
の
は
開
墾
さ
れ
た
時
の
名
残
り
で
あ
る
。
馬
蹄
状
の
石
は

上
面

と
下
面
が
水
平
で
他
は
割
り
欠
が
れ
て
お
り
、
器
台
で
は
な

い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
休
生
式
上
器
片
も
小
さ
い
破
片
で
あ
る
が
、
か
な
り
大
き
い
土
器
の

破
片
で
あ
る
。

高
不
は
七
割
ぐ
ら
い
を
復
原
さ
れ
る
も
の
で
写
真
５
に
見
る
ご
と
く
大
体
の

形
状
が
知
ら
れ
る
。
皿
部
は
底
部
の
み
で
日
縁
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が

現
存
の
高
さ

一
一
セ
ン
チ
で
、
脚
部
は
ほ
ぼ
復
原
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
脚
部

の
高
さ
は
八
、
五
セ
ン
チ
で
、
底
径
は
明
ら
か
で
な
い
が
復
原
し
て
九
セ

ン
チ

ぐ
ら
い
と
な
り
、
上
径
は
四
、
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
脚
は
中
空
で
、
中
空
の
上

部
は
ア
ー
チ
形
に
皿
部
の
底
に
入

つ
て
い
る
。
脚
は
裾
に
大
き
く
拡
が
る
の
で

は
な
く
、
や
や
円
味
を
も

つ
て
下
降
し
、
少
し
拡
が

つ
て
い
る
が
脚
底
は
外
に

拡
が
る
の
で
は
な
く
、
先
端
は
や
や
内

に
曲

つ
て
い
る
。
そ
し
て
直
径
約

一
セ

ン
チ
の
円
形
の
透
し
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
側
か
ら
穿
た
れ
て
い
る
。
林
生
期

の
高
不

の
脚

に
円
形
の
透
し
が
あ
る
の
は
寧
ろ
普
通
で
あ
る
が
、
脚
が
大
き
く

裾
広
が
り
に
な
ら
ず
し
て
底
端
が
内
に
曲

つ
て
い
る
こ
と
は
余
り
例
を
見
な
い

こ
と
で
、
或

い
は
台
付
増
で
は
な
い
か
と
も
思
う
が
皿
部
の
残
存
が
あ
ま
り
に

少
な
い
の
で

一
応
高
不
と
見
て
置
く
。

（
第
２
図
参
照
）

四
、
遺

跡

と

こ
の
遺
跡
は
遺
物
の
残
存
が
極
め
て
少
な
か
つ
た
が
、
同
じ
延
岡
下
の
貝
ノ

畑
の
竪
穴
住
居
址
に
は
極
め
て
小
形
の
増
が
た
だ

一
個
だ

つ
た
か
ら
、
そ
れ
よ

り
は
多
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
住
居
址
か
ら
は
柱
穴
の
検
出
が
で
き
な
か
つ
た

が
、
土
地
を
開
墾
で
絆
乱
さ
れ
て
い
た
の
と
、
土
地
の
地
層
が
ロ
ー
ム
層
が
薄

い
上

に
そ
の
下
は
黒
い
上
で
柱
穴
の
検
出
は
不
可
能
で
あ

つ
た
。
遺
跡
の
年
代

は
高
不
の
脚
部
の
形
か
ら
見
て
方
生
時
代
の
後
期
と
思
わ
れ
る
。

代
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第 1図 延岡市大貫遺跡実測図

第 2図 高 郭 復 原 図

O I P i 生_Jσ配



写真 1 石

写真2 縄文土器 片
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写真 3 弥生式上器片

写真4 高 罫 (一部復原)



写真 5 高蔀のある状態

写真6 住 居 跡 の全形
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下
四
、
日
向
市
平
岩
小
学
校
前
の
古
墳
一調
査
報
告



日
向
市
平
岩
小
学
校
前
の

古
墳
調
査
報
告

石
　
川
　
恒
太
郎

一
、
所
在
と
調
査

の
動
機

こ
の
古
墳
は
日
向
市
平
岩

の
市
立
平
岩
小
学
校
の
西
側
に
校
地
に
接
し
て
存

在
す
る
円
墳
で
、
南
側
に
校
長
住
宅
が
あ
り
、
そ
の
庭
に
よ
つ
て
古
墳
の
南
側

が
か
な
り
削
り
取
ら
れ
て
い
た
。
東
は
校
庭
に
接
し
て
お
り
、
東
側
も
ま
た
校

庭
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
て
い
た
。
北
と
西
は
畑
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
た
畑
に

よ
つ
て
削
り
取
ら
れ
て
方
形
に
近

い
形
と
な
つ
て
い
た
。
こ
の
円
墳
の
南
に
接

し
て
い
る
校
長
住
宅
の
南
に
古
墳
址
が
あ
り
、
今
は
僅
か
に
数

メ
ー
ト
ル
の
堤

防
状

の
盛
土
を
残
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
前
方
後
円
墳
と
し
て
、
こ
の
円

墳
と
と
も
に
昭
和
十
二
年
に
県
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

．し
か
る
に
同
市
で
は
昭
和
四
十
六
年
度
事
業
と
し
て
こ
の
学
校
の
西
側
に
体

育
館
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
二
基
の
古
墳
が
そ
の
建
設
敷
地

に
入
る

こ
と
と
な
つ
た
。
そ
れ
で
南
方
の
も
の
は
こ
れ
を
復
原
し
て
残
し
、
北
方
の
円

墳
は
指
定
を
解
除
し
て
欲
し

い
と
申
請
し
て
き
た
。
県
教
委

で
は
県
文
化
財
専

門
委
員
会
に
諮
問
し
て
き
た
の
で
同
委
員
会
で
は
寺
原
文
化
財
係
長
と
私
が
現

場
を
視
察
し
て
そ
の
状
況
を
委
員
会
に
報
告
し
た
。
そ
し
て
委
員
会
で
検
討
し

た
結
果
、
己
む
を
得
な
い
事
情
に
あ
る
の
で

一
基
の
復
原
を
条
件
と
し
て
、
こ

の
円
墳

は
調
査
の
上
記
録
保
存
す
る
こ
と
と
な

つ
た
が
、
古
墳
の
頂
上
に
三
角

点
が
あ

つ
た
の
で
国
土
地
理
院
に
よ
つ
て
こ
れ
を
移
転
す
る
の
を
待

つ
て
同
年

十

一
月
五
日
六
日
の
両
日
こ
れ
を
発
掘
調
査
し
た
。

二
、
発

掘

の

経

過

こ
の
古
墳
は
西
方

の
山
地
か
ら
日
向
灘
に
突
出
し
た
台
地
上
に
あ
り
、
頂
上

の
三
角
点
は
標
高

三
二
、
六
メ
ー
ト
ル
と
五
万
分
の

一
の
地
形
図

に
記
さ
れ
て

い
る
。
古
墳
は
第
１
図

に
示
す
ご
と
く
、
南
は
校
長
住
宅
、
東
は
学
校

の
花
壇

で
高
さ

一
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
広
さ
は
東

西
約
二
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

二
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
頂
上
の
ほ
ば
中
央
に

一
メ
ー
ト
ル
四
方
、
深
さ
六
〇
セ

ン
チ
の
三
角
点
を
掘

つ
た
穴
が
ぁ
っ
た
。

古
墳
が
小
さ
い
の
で
全
体
を
表
面
か
ら
剣
い
で
ゆ
く
こ
と
と
し
た
が
、
古
墳

の
全
面
に
亘
つ
て
大
小
膠
だ
し
い
石
が
積
ま
れ
て
い
て
作
業
が
困
難
で
あ
つ
た

の
で
、
ま
ず
中
央
よ
り
西
の
半
分
の
積
石
を
除
く
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら

の
石

は
自

然
の
浜
石
で
下
の
海
岸
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
状
況

は
写
真
１
に
示
す
通
り
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
積
石
の
中
に
は
多
数
の
石
器

が
混

つ
て
お
り
、
写
真
２
に
示
す
ご
と
く
石
錘
、
刷
石
、
打
製
石
斧
、
石
槌

（
叩
石
）
な
ど
が
多
か
つ
た
。
こ
の
地
方
の
台
地
に
は
縄
文
、
外
生
期
の
遺
跡

が
あ
る
の
で
、
畑
を
拓
い
た
際
に
掘
り
出
し
た
も
の
を
投
げ
上
げ
た
の
で
あ
る

う
が
、
し
か
し
古
墳

上
の
石
は
そ
の
程
度

の
も
の
で
は
な
く
、　
一
人
で
は
抱
え

得
な
い
よ
う
な
大
き

い
も
の
か
ら
小
さ

い
も
の
ま
で
彩
だ
し
い
数
で
、
葺
石
と

し
て
は
あ
ま
り
に
石
積
み
が
厚

い
か
ら
意
識
的
に
積
み
上
げ
た
も
の
で

一
種
の

積
石
塚
と
見
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
積
石
の
下
に
は
黒
色
の
軟
か
い
上
が
深
く

入

つ
て
い
た
。

翌
日
は
さ
ら

に
古
墳
の
床
半
の
積

石
を
除

い
た
が
積
石
は
古
墳
の
中
央
よ
り

南
側
に
大
き

い
石
が
多
く
並
Ｓ
げ
れ
て
い
た
が
、
棺
ら
し
い
も
の
は
何
も
発
見

さ
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
作
業
が
終
り
に
近
づ
き
、
校
長
住
宅
と
校
庭
に
接
す

る
古
墳
の
東
南
端
に
及
ん
だ
と
き
、
粘
土
ら
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
よ
く
見
る

と
正
に
粘
上
で
あ

つ
た
が
、
そ
こ
か
ら
直
刀
が

一
振
南
北
に
方
位
し
て
鋒
を
北

に
柄
を
南
に
し
て
置
か
れ
て
い
る
の
が
み
つ
か
つ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
入
念
に

掘
る
と
、
刀
の
中
央
か
ら
西
方
二
〇
セ
ン
テ
隔
て
て
小
さ
い
刀
子
が

一
振
、
さ

ら
に
刀
子

の
南
方
に
約
二
〇
セ
ン
チ
隔
て
て
鉾
が
袋
穂
の
基
底
を
北
に
し
て
南

北
に
置
か
れ

て
い
た
。
こ
の
状
況
は
写
真
５
お
よ
び
第

１
図
に
示
す
通
り
で
あ

る
。
鉾
は
袋
柄
の
部
分
だ
け
で
穂
先
は
欠
損
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
墳
が
削
り

取
ら
れ
た
と
き
欠
損
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

粘
土
は
粘
土
椰
で
あ

つ
て
木
棺
の
下
と
外
側
を
粘
土
で
蔽
う
て
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
北
半
が
残

つ
て
い
た
わ
け
で
、
粘
土
椰
は
ほ
ぼ
南
北
に
方
位
し
、

残
存
の
長
さ
約
八
〇
セ
ン
チ
、
巾
約
六
〇
セ
ン
チ
、
榔
底
の
高
さ
は
約
六
セ
ン

チ
で
あ

つ
た
。
粘
土
榔
は
全
体
が
な

い
の
で
確
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
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刀
が
柄
を
南
に
向
け
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
屍
体
は
頭
を
南
に
足
を
北
に
向
け

て
葬
ら
れ
て
い
た
も

の
と
想
察
さ
れ
る
。
従

つ
て
こ
の
古
墳
は
棺
を
中
心
と
し

て
考
え
れ
ば
相
当
に
大
き
い
円
墳
で
あ
つ
た
わ
け
で
、
今
は
四
分

の

一
に
も
足

ら
な

い
部
分
が
残

つ
て
い
る
に
過
ざ
な
く
、

し
か
も
そ
の
大
部
分
が
学
校
敷
地

と
校
長
住
宅
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
と

い
う
動
か
し
難

い
事
実
を
見
る
こ

と
は
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。

二
、
遺
　
　
　
物

Ａ
、
刀
　

一
振

（写
真
４
）

八
片
に
折
れ
て
い
る
が
接
合
し
て
完
全
形
と
な
る
総
長
玉
工
、
五
セ
ン
チ
、

柄
の
長
さ

一
四
セ
ン
チ
、
塁
巾

一
、
七
セ
ン
テ
、
厚
さ
Ｏ
、
四
セ
ン
チ
で
日
釘

穴
が
柄
端
か
ら

一
、
ニ
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
と
四
、
五
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
ニ
ケ

所
見
え
、
四
、
五
セ
ン
チ
の
と

こ
ろ
で
折
れ
て

い
る
。
身
巾
は
二
、
三
セ
ン
チ

で
棟
巾
は
○
、
六
セ
ン
チ
で
あ
る
じ

Ｂ
、
鉾
身

　

一
本

（
写
真
４
下
右
）

穂
先
を
欠
い
で
お
り
現
存
の
長
さ

一
五
、
五
セ
ン
テ
、
袋
穂
で
そ
の
底
部
は

切
り
込
み
と
な

つ
て
お
り
両
端
の
径
三
セ
ン
チ
で
穂
の
基
部
の
折
れ
日
の
径
は

二
×

一
、
五
セ
ン
チ
の
楕
円
形
を
な
し
て
い
る
。
袋
状
の
も
の
に
入
れ
で
あ

つ

た
ら
し
く
織
維
の
跡
が
つ
い
て
い
る
。

Ｃ
、
刀
子

　

一
振

（写
真
４
下
の
左
）

極
め
て
小
形
で
、

か
つ
先
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
現
長
六
セ
ン
チ
、
柄
の
長

さ
三
セ
ン
チ
で
木
質
が
残

つ
て

い
る
。
身
巾
は

一
、
ニ
セ
ン
チ
、
棟
巾
○
、
二

セ
ン
チ
で
あ
る
。四

、
古

墳

の
特
徴
と
年
代

こ
の
古
墳
は
主
体
が
粘
土
椰
で
あ
り
、
そ
の
上
に
積
石
を
施
こ
し
た

一
種
の

積
石
塚
で
あ
る
。
積
石
塚
は
延
岡
市
や
都
農
町
に
あ
る
が
、
延
岡
市
を
は
じ
め

一
般
に
は
千
枚
岩
を
用
い
た
箱
式
石
棺
の
上
に
石
を
積
ん
だ
も
の
が
多
い
。
し

か
る
に
こ
の
古
墳
は
粘
土
榔
の
上
に
石
を
積
ん
で
い
る
と

い
う
珍
ら
し
い
特
徴

を
も

つ
て
い
る
。
そ
の
後
私
は
川
南
町
の
北
原
で
同
様

の
円
墳
が
二
基
あ
る
こ

と
な
確
認
し
た
が
、
こ
れ
は
未
調
査
の
も
の
で
あ
る
か
ら
確
言
は
で
き
な
い
が

築
造
の
方
法
は
同
じ
で
あ
る
。
従

つ
て
わ
れ
わ
れ
は
宮
崎
県
に
新
ら

し
い
形
式

の
古
墳
が
ぁ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
、

こ
の
古
墳
が
学
術
上

に
占
め
る
価
値
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
の
古
墳
の
特
徴
は
、
こ
の
古
墳
の
年
代

の
決
定
に
重
要
な
関

係
を
も

つ
ヽ
の
で
あ
る
が
積
石
塚
は
弥
生
期
の
墓
制
で
あ
浴
一け
れ
ど
も
、
日
本

で
は
古
墳
時
代
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
積
石
塚
が
古

い
墓
制
で
あ
る
こ

と
や
、
粘
土

枷
ざ
古
墳
と
し
て
は
古
い
時
代
の
も
の
に
多

い
こ
と
な
ど
か
ら
見

て
こ
の
円
墳
は
古
墳
時
代
前
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

-150-



第 1図 日向市平岩小学校前古墳実測図

(平  薇 口)

―

V

く兼 断 図)

TL



写真 1 古墳上 の積石

写真2 積石 中の石器
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写真3 刀、刀子、鉾のある状態

写真4 刀、刀子、鉾
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